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アールの特別任務～序～







「暑いぃ～～～」

　うだるような暑さの中で烈れつ火かさんが溶とけたなめくじみたいになっています。

「烈火さーん。大だい丈じよう夫ぶですかー？　脳みそまで溶けちゃってませんかー？」

「あー……溶けてるかも。アール、麦茶持ってきてくれ～」

　アール――本官の識別名を呼びながら、なおも烈火さんはぐったりしています。

「本官は烈火さん以外、人にも物にも触ふれられませんよ」

「使えね～」

「あらまぁ失礼ですね」

　生後二歳さい。外見年ねん齢れい十歳前後。非常にプリティーでコンパクトな本官ですが、こう見えて超ちよう高こう性せい能のうなのです。烈火さんにお見せする機会はそうそうありませんが。

「というか、台所にハリッサさんがいるんですから、そちらに頼たのんでくださいよ」

「大きい声出だすのメンドい……」

　ダメ人間のお手本のようなことを言いますね。

『――通信』

　なめくじ烈火さんに何か言ってやろうとした時、不意に本官の目の前に半はん透とう明めいのディスプレイが浮うかびました。ですが、烈火さんは気づいていません。本官にだけ見えるディスプレイなのです。

　おや？　未来からの通信ですね。誰だれからでしょう？

　んー、どうやら上官からのようですね。

『――特異分ぶん岐き点てん観測者アールへ特別任務を伝達する』

　ディスプレイに未来からのメッセージが表示されていき、本官はそれを視線だけで追います。

『どのような任務ですか？』

　本官からも未来へレスポンスを送り返します。伝えたい文章を思おもい浮かべるだけでディスプレイに表示されるんですから、この時代のパソコンや携けい帯たい電話よりずっと便利ですね。それにキーボードなどを打つ動作は必要ないので、烈火さんに不ふ審しんがられることもないですし。

『――前回提出された『ヒロイン』たちの動向に関するレポートには、情報として不ふ充じゆう分ぶんな点が散見される』

『お言葉ですが本官は観測対象である波なみ乱だれ烈火から五メートル以上離はなれられません。情報収集能力には限界があり、さらなる動向については追加の報告をお待ちいただくしか』

『――否いな。本部はより精度の高い情報を求める』

『？　と言いますと？』

　より精度の高い情報をと言われても、現状以上に報告することなんてないのですが。

『――これより三カウント後に『心しん裏り透とう過か装置』を転送する』

　キッチリ三秒後、赤い宝石の嵌はまった手の平サイズの物体が送られてきます。

『これは……『ゲンガーの緋ひ石せき』ですね。極ごく微び量りようの原石が採さい掘くつされたという話は聞いていましたが、加工に成功したのですか？』

『ゲンガーの緋石』はマーガレット家の秘宝であるピアスにも使われていた石。これには異能を記き憶おくする力があり、加工前の原石だけでも宇宙レベルで非常に希少なものでした。本官のいた未来でわずかながら発はつ掘くつされたものの、異能を記憶できるようにするには超ちよう緻ち密みつな加工が必要で多くの技術者が匙さじを投げたはずですが……。

『――マーガレット家の現当主との交こう渉しようによって、わずかながら『ゲンガーの緋石』の加工法が記された文ぶん献けんを入手することができたのだ。まだ完全な加工には至っていないが、それはいわば〝劣れつ化か版〟加工済『ゲンガーの緋石』と考えればよい』

『ほうほう』

『――』

　あ、つい素で返事をしてしまいました。画面の向こうからムッとした空気が伝わってきます。空気って時空をも超ちよう越えつできるんですね。

『こほんっ。それでいったいどのような異能を記憶させてあるんです？』

　まぁ名前からしてだいたい予想はつきますが。

『――『精神感応能力テレパシー』だ』

　でしょうね。予想通りです。

『――ただし前述の通り、この『心裏透過装置』に使われている『ゲンガーの緋石』は劣化版である。よって『精神感応能力テレパシー』の非常に限定的なコピーに留とどまっている。具体的には『対象ひとりにつき一度だけ思考を読むことができる』というものだ』

『なるほど』

　この前烈火さんが対たい峙じした『組織』のリーダー、ヤン・ダンチェイの『精神感応能力テレパシー』と比べたら、確かに〝劣化版〟という気がしますね。まぁ、彼かれの場合は生まれ持った能力をさらに研とぎ澄すまし、鍛きたえ上あげていたわけですが。

『――観測者アール。今現在より貴官の『波乱烈火を中心とする五メートル圏けん内ない』の移動制限を解く』

『……』

『――貴官は『心裏透過装置』をもって各『ヒロイン』の所在を回り、より詳しよう細さいなレポートを提出せよ。以上が此こ度たび貴官に与あたえる特別任務である』

『期間はいつまででしょうか？』

『――八月三十一日を期限とする』

　ふむ、あと三週間足らず、夏休みが終わるまでですか。現時点で観測されている『ヒロイン』の数を考えれば妥だ当とうな気もしますが、上官にしては随ずい分ぶんとゆったりとした期間指定ですね。

『了りよう解かいしました』

『――健けん闘とうを祈いのる』

　そこでパッタリとディスプレイが閉じました。

　さて。任務ですか。

「あ～～～……さすがに限界だ。ハリッサー、クーラーつけるけどいいかー？」

「はーい」

　本官が未来との通信を終えたタイミングで、烈火さんがギブアップ宣言をしてクーラーのリモコンを手に取りました。台所からハリッサさんの返事が聞こえてくると同時にスイッチオン。クーラーから冷たい風が流れ出します。

　その姿の情けないこと……とはいえ、クーラーが苦手なハリッサさんのために室温三十一度の部屋で耐たえてきたのですから、一いち概がいにダメとは言えませんけどね。

　さてさて。クーラーまでつけたんですから、烈火さんはしばらく家から出ないでしょう。動くなら今がチャンスといったところですか。

　本官はさらりと烈火さんから離れ、いったん一階の天てん井じようを突つき抜ぬけます。

　いつも五メートル以上離れられないとはいえ、本官と烈火さんは常に同じ部屋にいるわけではありません。一階と二階、別々の部屋にいることもよくあります。本官がこのまま外へ出ても、彼が気づくことはないでしょう。

　さてさてさて。では参りましょうか。

『ヒロイン』のみなさんのあられもない姿を覗のぞきに――ではなく、大事な任務のために。







アールの特別任務　１







　というわけで、やって参りましたデパートの水着コーナー。

　いえ、決して自分の欲望に従ったわけではなく、複数の『ヒロイン』がここにいるようだったので。

　烈れつ火かさんの許もとでは使う機会が皆かい無むですけれど、基本的に本官は高スペックですから。『ヒロイン』の現在地を調べるくらいは朝飯前なのですよ。

　まぁ、本官の機能詳細についてはどうでもいいですよね。

　今大事なのは何か？

　もちろん水着です。

　ちなみにここにいらっしゃるのはイリスさん、つみきさん、リアさん、響ひびきさん、チェルシーさん、コロナさんの六人。多いですねー。しかも全員揃そろって来たわけではなく、それぞれ別グループのようです。偶ぐう然ぜんって凄すごいですね。

　なんて、偶然なはずありませんね。

　今週末彼かの女じよたちは烈火さんとプールに行くのです。最初は遊園地の予定だったようですが、ここ連日猛もう暑しよが続いているので昨日になって行き先を変へん更こうしたようで。

　おそらく今ここにいる方々は、烈火さんに見せるために新しい水着を買いに来たのでしょうね。リアさんとコロナさんについては買かい換かえではなく、元々持ってなかったから買いに来たというのが正確でしょうか。つみきさんはふたりの付つき添そいっぽいです。

　さて……ではまずその三人の様子から窺うかがうとしますかね。

「ふむ。人間というのはこんな下着みたいな服で泳ぐのか」

「あー、まぁそうですね」

　薄うすい布切れをしげしげと見つめるリアさんに、つみきさんが微び妙みように気まずそうに答えています。

　水着の布地面積について改めて言われると、乙おと女めとしては恥はずかしいのでしょうね。

　リアさんの隣となりでは、同じくコロナさんがビキニを指でつまんでいます。

「そういえばパステルも暑い日は胸と腰こしに布を巻いて水浴びをしていたな」

「へぇー。水着のない異世界だとそうなるんですね」

「魔ま界かいの者はみな全ぜん裸らだったので、我がそうしようとした時はしこたま殴なぐられた」

「……お願いですからプールで同じことしないでくださいね？」

　本官としてはむしろウェルカムですが、まぁ無理ですよね。

　本当に残念です。

　それにしてもどうやらこのグループは、水着についての知識がないおふたりにつみきさんがアドバイザーとしてついてきた、という感じのようですね。

　こういう何気に世話焼きさんなところ、本官はとてもいいと思います。

「ま、まぁ、とりあえず気に入った水着があったら着てみるといいですよ。そこに試着室がありますから」

　つみきさんはそう言っておふたりに試着を勧すすめます。

「それならまずは着てみるか」

「そうするか」

　リアさんとコロナさんは頷うなずき、試着室へ。コロナさんの方がカーテンを閉め忘れたので、つみきさんが慌あわてて閉めます。

「むぅ……つけ方が分からん」

「はいはい」

　カーテンの向こうからＳＯＳが届き、つみきさんは中へ入り……「あ……う……？」と謎なぞの呻うめき声ごえを上げました。

　いったい「何」を見たんでしょうかねぇ？

　念のため断っておきますと、本官は試着室の外でおふたりが着き替がえ終わるのを待っています。

　試着室の中を覗くことも本官にはできますが、ここはあえて待ちです。

　だって、『ヒロイン』の中でも格段にスタイルのよいおふたりの水着は、できるだけ新しん鮮せんな気持ちで見たいじゃないですか。

　まぁ、烈火さん辺りに言っても同意は得られそうにありませんが。

　つみきさんはコロナさんの着替えを手伝ったあと、今度はリアさんに呼ばれ、カーテンの中に入ってまたさっきと同じような呻き声を漏もらしました。

　今本官は物もの凄すごくカーテンの向こうに首を突っ込みたいです。

　烈火さん以外の物に触れられない・他人にも見えないという機能は、まさにこの時のためにあったんじゃないかとすら思いました。ですが、それでも我が慢まんします。

　やがておふたりの着替えを手伝ったつみきさんが、憔しよう悴すいした様子で中から出てきました。

　そして、いよいよカーテンが開かれます。

「おふっ……」

　勝手に口から声が出ました。

　何と言うかもう物凄いです。

「うむ。これはこれでわりと楽だな」

「つみき。我の格好はおかしくはないか？」

　そう問うおふたりが着ているのは、どちらもシンプルなビキニ。ですが、シンプル・イズ・ベストと言いますか、素材の味を活いかす調理法と言いますか、いやはや単純だからこそその破は壊かい力りよくが否いや応おうなく強調されております。

「……」

　眼福眼福とおふたりを拝んでいる本官の隣で、つみきさんはなんだか難しい顔をされています。

　コロナさんの質問を受けて、何かを考え込んでいるようですが……。

　……あっ、これはちょうどいい機会かもしれません。

　本官は未来から送られてきた『心裏透過装置』を取り出します。

「えいっ」

　特に必要はないのですがかけ声をかけてから、『心裏透過装置』をつみきさんに対して起動させました。

　すると、『心裏透過装置』に嵌め込まれた『ゲンガーの緋石』が光り、つみきさんの心の声が流れ込んできます。

（……分かってはいたけど、やっぱりふたりとも凄いスタイルよねぇ。ビキニもこの上なく似合ってるし）

　おおー、ちゃんと機能してますね。そしてそれには本官も同感です。

（このふたりを見たらアイツも目を奪うばわれちゃうんじゃ……）

　つみきさんは難しい顔で唸うなります。

　アイツというのは烈火さんのことですかね。

（って、別にアイツがリアさんとかコロナさんとどうなろうと私には関係ないし！）

　ズルッと空中でコケました。

　やれやれ、心の中でまでツンデレなお方ですね。

（……ていうか……あれよね。アイツって、たまにやらかすけど、スケベなわけじゃないっていうか……人を外見で選ぶ奴やつじゃないわよね）

　つみきさんは声に出さず心の中で呟つぶやきます。

　烈火さんは結構胸に視線を奪われることもある気がしますし、そういう意味で彼女の懸け念ねん通りの事態も起こり得ると思いますが――そうですね、確かに最終的に「選ぶ」時、あの方は外見のみで選せん択たくすることはない気がします。

「……うん！　ふたりともバッチリ似合ってますよ」

　熟考に熟考を重ね、つみきさんはご自身の感想を素す直なおにおふたりに伝えました。

　その答えを口にしたのは烈火さんに対する信しん頼らいもあったようですが、ウソの感想を言っておふたりを騙だましたくないという気持ちもやはり強かったみたいですね。

　やはり世話焼きさんというか、悪わる巧だくみできないタイプの方です。

　ちなみにリアさんとコロナさんにもそれぞれ『心裏透過装置』を使ってみましたが、おふたりとも、

（烈火は褒めてくれるだろうか？）

（後こう輩はいはどう思うのだろうか？）

　と同じことしか考えていらっしゃいませんでしたね。

　おふたりの水着を見た時の烈火さんの反応が楽しみです。

　ひとまずお三方のなりゆきを見届けたので、次に向かいましょう。

　お次は響さんとチェルシーさんのところです。

　ここの水着コーナーは広いのでつみきさんたちには気づいていないようですね。居合わせたのは偶然ですし。イリスさんはそう遠く離れていないところにいるようですが。

「ほら、これとかどう？　響」

「こ、これか？　……ボクには派手すぎるんじゃ？」

　ふむふむ。どうやらこちらはチェルシーさんが響さんの水着選びを手伝っているようですね。

「もー、響はスタイルいいんだからもっと攻せめていかなきゃ」

「せ、攻めるって何だ？　ボクはただ水着のサイズが合ってなかったから新しい水着を……」

「胸が大きくなったんだっけ？」

　なんと！

「大声で言うな！」

　響さんは隣にいるチェルシーさんの口を慌ててふさぎますが、本官にはバッチリ聞こえましたよ。

　そうですか。響さんのお胸は育っているのですか。

　これは期待が膨ふくらみます。チェルシーさんがオススメしている水着もいい切れ込みが……

「とにかくボクにはこんなの似合わない！　ほかのにする」

　それをやめるだなんてとんでもない！

「えー、似合うから試着だけでもしてみなって」

　チェルシーさんも本官と同じ意見らしく、水着を戻もどそうとする響さんと軽く押おし合あいます。

　本官はわりと本気でチェルシーさんを応おう援えんしますよ。フレーフレー。

　……そういえば、先さき程ほどのつみきさんはいろいろと葛かつ藤とうしていましたが、チェルシーさんは今何を思ってるんでしょうね？

　こういう時はあれですね。もったいぶらずに使いましょう。

　というわけで「えいっ」と『心裏透過装置』を起動させます。

（う～ん、烈火君の周りにはいっぱい女の子いるんだから、響ももっと頑がん張ばらないとダメよねぇ。イリスちゃんとか物凄く押しが強いし）

　響さんが強ごう引いんに水着をハンガーに戻してしまうのを見て、チェルシーさんは腰に手を当てつつ小さなため息をつきます。

（素材自体はいいんだから、もっとアピールすればチャンスがあると思うんだけど）

　うーむ、恋れん愛あいごとに弱い妹を手助けする姉のような心境なのでしょうか？

　チェルシーさんはまた別の、今度は先程のより若じやつ干かんセクシー度は劣おとりますが、かわいらしいデザインの水着を手に取ります。

「ほら、これなんか烈火君の好みなんじゃない？」

「……」

　烈火さんの名前に反応して響さんはその水着を受け取ります。

　彼女が真しん剣けんに吟ぎん味みしている間、チェルシーさんはふと自分でも水着を手に取りました。

　それはなんと肩かた紐ひものないタイプの水着で、どうやらゴムとホックの力だけで身に着ける物のようです。

　もし何かの拍ひよう子しでゴムがズレたら……なんて考えるだけでドキドキする仕様の水着ですね。非常に素す晴ばらしいと思いました。

　と、そこで、

（これはさすがに危ない気もするけど……でも、どうなのかしら？　こういうの着てみせたら烈火君もクラッときてくれる……？）

　なんていう、彼女の気持ちも聞こえてきたりなどしまして。

　これはあれですね。つみきさんはリアさんに、チェルシーさんは響さんに、それぞれご自身の『物語』の時に助けてもらっていますし、その恩を返したくていろいろと世話を焼くけれど、自分も烈火さんのことは気になっているという状態でしょうか。

　もしかしてチェルシーさんは烈火さんから身を引こうとしているのではと勘かん繰ぐりましたが、杞き憂ゆうだったようですね。ぜひ頑張ってほしいです。そして、その肩紐のない水着を着て欲ほしいです。

　本官がひそかなエールを送っていると……おやおや、ここで遭そう遇ぐうしますか。

「「「あ」」」

　イリスさん、響さん、チェルシーさんが、三人してお互たがいの顔を見てビックリします。

　どうやらおふたりが水着で悩なやんでいる間に、イリスさんの方が近くまでやってきたようですね。

　どうせならつみきさんたちも来たらおもしろいのではと思いましたが、彼女たちはもう会計を済ませてデパートの別のフロアへ行ってしまっているようです。

　まぁ、これでも充じゆう分ぶんおもしろいですよね。

「「「……」」」

　鉢はち合あわせた『ヒロイン』の方たちは、それぞれが手に持っている水着に視線を注いでいます。

　これはもうぜひ三人全員の考えていることを知りたいので、チェルシーさんの心を読み終えたら、順々に『心裏透過装置』の対象者を変えていきましょう。

　まずはチェルシーさん。

（イリスちゃんったら凄いたくさん水着手に持ってるわね。ていうか、全部高そう……それに改めて年下とは思えないスタイルね。私より大きいんじゃないの？）

　確かに僅きん差さではありますが、イリスさんの方が若干チェルシーさんよりも大きいですね。

（……やっぱりこの水着にしましょう）

　おお！　どうやらイリスさんを強敵と認にん識しきした結果、危ない水着を買う踏ふん切ぎりがついたようです。ブラボー！

　では次は響さんに。

（イリスの奴、また凄い水着を……どれもかわいい……それに、ベラノで見たのより大だい胆たんなのも……）

　響さんは自分の手にある水着とイリスさんのを何度も見比べます。

（……もっとボクも頑張るべきか。今回は奮発しよう）

　彼女もまた勝負に出る気構えができたようですね。

　イリスさんの登場がいい方向へ作用したようです。

　さてさて、そのイリスさん本人は何を思っていらっしゃるのでしょうか？

（何で響とチェルシーがいるのー!?　せっかく新しい水着で烈火にアピールしようと思ってたのに！　計画が台無しじゃない！　ていうかチェルシーの水着……あれどうやって着るの？　あ！　それに響の水着かわいいし！　アタシもそれにしようかな……ううん！　ダメダメ同じのなんて！　アタシはアタシの一番を烈火に見て欲しいもん！　もっと試着して選び直さないと！）

　いやはや何と言うか、ごちそうさまです。

　一いつ緒しよにいる時も一緒にいない時も、イリスさんの頭の中は烈火さんでいっぱいのようですね。

「あー……イリスも来てたんだな」

「そっ、そうね。響とチェルシーも？　偶然ね～」

「この辺りだとここが一番品しな揃ぞろえいいみたいだしね」

　今いま更さらのようにあいさつを始めるみなさん。三秒前まで脳内で考えていたあれこれを微み塵じんも表に出しません。さすがです。さすが恋こいする乙女でライバルです。

　さてはて、今日はこんなところですかね。

　本官は水着コーナーを離れ、デパートを出ます。

　他の『ヒロイン』のみなさんの居場所も分かりますが、彼女たちは後日にしましょう。あんまり烈火さんと離れ続けるのも、「いない」ことに気づかれるリスクが高まるので得策と言えませんしね。

　それにあの人放っておくのって、なんか不安ですし。

　目が離せないと言いますか。

「本官がいない間に妙みようなことに巻き込まれてたら、それはそれで大変ですしね」

　というわけで今日はもう帰ります。

　どうせ今回の特別任務は夏休みが終わるまでにやればいいんですから、のんびりやっていくとしましょう。

　ああ、そういえばプール当日は烈火さんに不審がられないように、本日お会いした『ヒロイン』の水着は初見という体でリアクションしないといけませんね。とはいえ実際に着たのを見たのはリアさんとコロナさんだけですので、気をつけるのはそこだけですが。

　イリスさんと響さんも最終的にどの水着を選ぶのでしょうか？　おふたりの新水着もそうですが、『ヒロイン』の方々の半分くらいは水着姿を拝見したことがないですね、そういえば。

　まったくもってプールの日が楽しみです。







第一話　人にん魚ぎよ姫ひめの流れるプール







　夏休みも半ばを過ぎた頃ころ、俺おれたちは響ひびきの地元にある総合アミューズメントパークに来ていた。

　目的はみんなでここのプールに入ることだ。

　最初は同じアミューズメントパーク内の遊園地に行こうという話だったのだが、このところ連日猛暑が続き、直前になって同施し設せつ内のプールへ行き先変更となったわけだ。

　昼食を食べてからやってきたので、太陽はすでに空の真ん中を通りすぎており、今日もガンガン容よう赦しやなく地球を暖めていた。たまには休んでくれと切に願う。

「まあ、ここが地球のプールというものなのですね」

　でっかいドーム状の建物を見上げながら、レインが口元に手を当てて驚おどろいている。

「ああ。雨の日なんかはドームを閉じるみたいだけど、今日は晴れてるから開けてるみたいだな」

「この建物の中いっぱいに水がためられているなんてビックリです」

「いや、さすがに天井まで満まん杯ぱいになってるわけじゃないけど……まあ、入ってみれば分かるって」

「楽しみです」

　レインはにっこりと微ほほ笑えむ。

　それだけ楽しみにしてもらえると、こちらとしても連れてきた甲か斐いがあるというものだ。

「レインもファムも今日のために、二日分の夏休みの宿題を昨日の内に終わらせてたのよ」

「うぅ～、頭痛い……」

　シャーリーがクスッと笑う横でファムが頭を抱かかえて悶もだえていた。ガーネットはそんな彼女の分の荷物も持って傍かたわらに立っている。

　夏休みの宿題か……俺も帰ったらやらないとな。

　なにしろ休みに入った初日から『組織』や異世界の騒そう動どうに巻き込まれていたのだ。その後もつみきと一緒に澪みおのライブに行ったり、ハリッサの帰省につき合ったりで、宿題とか全然できてない。

　あとで皐さ月つき辺りに教えてもらうかな、例年通り。

　まあ、宿題のことを考えると暗い気分になるけど、『物語』を救ったことでいいことももちろんあった。

　たとえば、響と楽しそうに会話しているチェルシーだ。

「そういえば私ってこういうところに遊びにきたことないのよね。響は？」

「実はボクも学校以外のプールに来るのははじめてなんだ」

「へぇー、響ってばいいモノ持ってるんだし、水着になったら男たちの視線を釘くぎづけじゃないの？」

「わっ！　バカっ、つ、つつくな！　だいいち、胸だったらチェルシーだって……」

　……ホントに楽しそうだな。見てるこっちが恥ずかしいくらい。

　チェルシーとは『物語』を解決したあとしばらく会っていなかったのだけれど、つい最近になって響の住んでいる街に引ひっ越こしてきた。

　俺たちから「異世界アブラアムの魔ま術じゆつの知識」を受け取り、それをマーガレット家へ届けること――それが当主ナルテシアから彼女に与えられた役目だ。その任を果たすために、トレジャーハンターでもある彼女は活動の拠きよ点てんを日本に移すことにしたらしい。

　おかげでこうして余よ裕ゆうのある時に遊びにも誘さそえるようになったわけだ。

「いや～、チェルシーさんの水着楽しみですね～」

「お前はいつもそれだな」

　宙でくるくると回るアールに俺は呆あきれてため息をつく。

　ちなみになぜかこの未来人、すでにスクール水着姿にフォームチェンジしている。気が早すぎだろ。

「そうは言っても烈れつ火かさん。チェルシーさんはこの前ベラノ星には来られませんでしたからね。『ヒロイン』の方々の中でまだ水着を披ひ露ろうしてないお方なのですよ」

「……」

　まあ確かにレインの故郷であり海の惑わく星せいであるベラノへ遊びに行った時、チェルシーは外国にいて誘うことができなかった。

「烈火さんだって気になるでしょう？　さっきから響さんとじゃれ合って揺ゆれているふたつの膨らみが、水着によってどのように彩いろどられるのかが」

「きょ、興味ねぇよ！」

　いや、ホント俺は興味ないし。タンクトップ越ごしに揺れてるものに目を奪われてなんかいないし。

「水着を拝見していないといえば、あちらのおふたりも気になりますね」

　アール――なんかにやにやしている気がする――はそう言って、別の方を指差す。

「「おお～～～」」

　そちらではリアとコロナが揃って腕うで組ぐみをし、感心したようにドームを眺ながめていた。

　俺の視線は先程の会話のせいで、ついつい彼女たちの胸の辺りに向かってしま……いや、うんホント他意はないんだ。ただ彼女たちがうんうん頷く度によく揺れるから、視線が勝手に……。

「「「烈火～」」」

　その時、背後から複数の声がかけられる。

　皐月にイリスにつみきの三人だ。ギロンッとこちらを睨にらんでいる。

「何に見み惚とれてるわけ？」

「烈火！　言っておくけどアタシだってふたりに負けてないんだからね！」

「……サイテー」

　なんか物凄い非難にさらされた。イリスだけなんか違ちがうが。

　と、横合いから微妙にドヨ～ンとした空気が流れてきて……。

「ウチももう少し育てば……」

「ハリッサはまだ見込みがあるだけいいじゃない……私なんて」

「テトラはテトラの貧相な体が恨うらめしいです……」

　ハリッサに澪にテトラがドヨドヨとした空気の発生源だった。

「謝んなさい！　アンタ澪に謝んなさい！」

「えっ、あ、ご、ごめんなさい」

　つみきに言われて思わず頭を下げたが……なんか、余計に空気がズーンとしてないかこれ？

　俺と同い年ながら天下のトップアイドル「ＭＩＯミオ」でもある澪は、忙いそがしいスケジュールをやりくりして来てくれたのだ。初しよっ端ぱなからこんなどんよりとさせたくないのだが……。

「フ、フンっ！　胸などただの脂し肪ぼうの塊かたまりではないか」

「ご主人様。涙なみだ拭ふいてください」

「泣いてなどおらんわ！」

　腕組みをしたロザリンドがそっぽを向き、メイド服のスズランがなぜか彼女を慰なぐさめている。

　な、なんかプールに入る前から混こん沌とんとした状じよう況きようになってきたな……。

「れ～っかクン」

「おわわっ！」

　そんな時、突とつ然ぜん背後から抱だき着つかれ、背中でむにょんっと何かが押し潰つぶれた。

「と、常盤ときわ先せん輩ぱい！　いきなり抱き着かないでください！」

「ここ暑い……早く中に入ろうよ～」

　常盤先輩はそう言って、若干わざとらしくハァハァと息苦しそうにした。実際、彼女は病弱なのでこんな日射病か熱ねつ中ちゆう症しようになりそうな屋外にいるのはツラいのだろう。

「緑みど里りの言う通りだぞ、問題児」

　そこへ右目に眼帯をした少女――我らが独眼生徒会長様こと桃もも音ね会長がやってきて、常盤先輩の頭に麦わら帽ぼう子しを載せる。どうやら俺におぶさった時に落としていたらしい。

「こんな二十人近い集団が、いつまでも入り口付近でたむろっていてはほかの客の迷めい惑わくになる。集まったなら、さっさと入るべきだ」

「それもそうですね」

　俺は素直に提案に従い、みんなに声をかけてプールの入場口へぞろぞろと移動した。




▽




　さすがデカい施設だけあって、ドームの中にはいろんなプールがあった。流れるプール、波のあるプール、子供用の浅いプールにウォータースライダー、飛び込み台つきのプールまであった。一番てっぺんとか校舎の屋上くらい高いんだけど……あれ、誰だれが飛ぶんだ？

「そこまで混こんでいませんね」

「だな。まあ、さすがにベラノの浜はま辺べみたく広々と使えるってわけじゃないけど」

　とりあえず、プールの中ですし詰づめになって泳ぐスペースがないなんてことにはならなそうだ。

　ひとまず着替えた直後は、更こう衣い室しつからプールにつながる出入り口付近で一回集合する予定だが、そのあとはバラバラになって遊ぶしかなさそうだ。

「問題は……リアとコロナかな？　こういうところで遊ぶ時の常識とか知らなそうだし」

　片や地球の地下に封ふう印いんされていた獣けものの王に、片や異世界の地下に封印されていた魔ま王おうだ。プール施設での遊び方なんて知らないだろう。

　ほかにも宇宙人やら地底人やら吸きゆう血けつ鬼きやらいるが……まあ、幸いにして常識人も多数いることだし、上う手まく班編成すれば大事には至るまい。

「烈火にーちゃん！」

　そうこう考えている内に、更衣室の出入り口からひとりの少女が元気よく飛び出だしてきた。ファムだ。

「あれ？　その額当て……」

「あっ、これ？　角がさ、いつもは前まえ髪がみで隠かくしてるけど、さすがに濡ぬれちゃうと上手く隠せないから、今日だけつけとけってシャーリーに言われた」

　そう言いながらファムがいじっているのは、彼女が宇宙海かい賊ぞくだった頃につけていた額当てだ。彼女はグレムリンという種族で額に角が生えているため、それを隠すために引っ張り出してきたらしい。

「ファム。プールサイドで走っちゃダメよ」

　元気印の少女のあとから、シャーリーにレイン、それに防水性のポーチを手に持ったガーネットが現れる。

「えー、別にいいじゃんかー」

「走るとあなたも危ないし、周りの人も危ないわ。それが分からない内は、いつまで経たっても子供のままよ」

「むぐぅ……」

　一を言い返せばシャーリーに十を返され、ファムは不ふ貞て腐くされたように頬ほおを膨らます。

「烈火にーちゃんに早く水着を見せたかったんだよー」

　ファムはせめてもの言い訳っぽく呟いた。

　ちなみにファムとレインの水着はともにワンピースタイプ。色いろ違ちがいのお揃いを買ったらしく、ファムはライトグリーンでレインがパステルピンク。お互い髪かみの色に合わせたみたいだ。

「烈火さん。どうでしょうか？」

　レインはファムの隣に並んで、手を後ろに回してもじもじとしながら尋たずねてきた。

　ここで問われているのはもちろん水着の感想だろう。

「ああ。ふたりともよく似合ってるよ」

　俺は率そつ直ちよくな感想を口にする。

　レインとファムの顔がうれしそうに綻ほころんだ。

「あら、私も烈火に感想をもらいたいわね。どう？」

　シャーリーは自然な流れでポーズを取りながら会話に加わってくる。

　あまり泳ぐ気はないのかメガネはかけたままだが、パレオのついた水着は派手すぎずおとなしすぎず、絶ぜつ妙みような按あん配ばいで彼女の魅み力りよくを際きわ立だたせていた。

「凄くいいと思うぞ。新品なのか？」

「全員分まとめて銀河通つう販はんで購こう入にゆうしたのよ。地球にはない撥はつ水すい技術が使われていて……って、何で新品って分かったの？」

「いや、パレオにタグが」

「え？」
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　シャーリーは慌てて自分の腰を見やり、そこに商品タグがついているのを発見すると顔を赤らめて「ガーネット。これ切って」と背後のアンドロイドに頼たのんだ。

　他の三人の水着に商品タグはないから、シャーリーだけ切り忘れたのか……それとも彼女が全員分の商品を受け取ったあとに三人の分のタグだけ切って、自分の分だけ切り忘れたのか。

　どちらなのかは分からないが、頬を赤くしながらガーネットにタグを切ってもらうシャーリーはなんだかかわいらしかった。

「そういえばレインさんたちは海の惑星ベラノで出会った方々ですが、よく考えると彼女たちの水着姿を見るのははじめてでしたね。レインさんとファムさんは年相応にかわいらしさをアピール。シャーリーさんは普ふ段だんあまりめだちませんが、こうして見るとスレンダーで綺き麗れいな体をなさっていますね。ガーネットさんが機能的に無む駄だのないスタイルなのはアンドロイドなので当然ですが……」

　なんかアールがみんなの水着評を始めたので軽かろやかに無視しておいた。

　そこへまた新たに着替えを終えた面々が合流する。

「おっす、皐月。こっちこっち」

「……」

　あれ？　なんか幼おさ馴なな染じみが微妙に不ふ機き嫌げん？

　彼かの女じよの水着はこの前海で見たものと同じで白のビキニだった。特にめだった異状もないし、不機嫌の理由が見当たらないが……。

　んー、それに皐月ほどじゃないけど、ハリッサとテトラも「しまった」みたいな顔をしているような気がする。ロザリンドに至っては悔くやしそうに爪つめを噛かんでいた。スズランは主の傍らで瞑めい目もくしている。いつも通りに見えるが、見方によっては不機嫌そうにも……更衣室でいったい何があったんだ？

「烈火！　お待たせ！」

「ん？」

　ファムに勝まさるとも劣らない元気な声とともに駆かけ寄よってきたのは、ひとり満面の笑えみのイリスだった。

　おおう、彼女が走るとその立派な胸がとんでもなく揺れ……！

　それ以上直視するのは目の毒だと思って視線をあさってへ向けるが、彼女は構わず回り込んでこちらの視界の正面にはにかんだ笑みを浮うかべて立つ。

「烈火。どうかな？　この水着」

　相変わらずイリス「が」水着を着ると凄すごい。

　反射的にそう答えそうになるが、ギリギリのところで理性がそれを止めた。

　そうして改めて彼女の水着をよく観察すると、あることに気がつく。

「もしかして、この前ベラノに行った時とは違う水着か？」

「ピンポーン！」

　テレビで地球のクイズ番組でも観たのか、イリスは口でそんな擬ぎ音おんを発して正解と告げた。

　いやはや、前回着ていた水着だってイリスによく似合っていたけれど、今回のも凄く似合っている。それに……前のより少しだけデザインが大胆というか……。

「うん……ホント、イリスにピッタリの水着だと思うぞ」

「えへへー、烈火にそう言ってもらえるとうれしいな」

　新しい水着を褒ほめられてご満まん悦えつのイリス。

　まあ、彼女が上機嫌な理由はおニューの水着を買ったからというので説明できるのだが、皐月たちが不機嫌な理由は何なんだろう？　結局分からないままなんだが。

「イリスさんがお嬢じよう様さまだっていう設定を忘れてたわ……」と皐月。

「この前新しいお洋服を買っていただいたばかりで、レッカ様にねだるわけにもいきませんし……」とハリッサ。

「テトラもお給金はほとんど村の復興に充あてているですし……」とテトラ。

「まさかこのワシが小こむ娘すめに権けん謀ぼう術じゆつ数すうで後おくれを取るとはのう……」とロザリンド。

　件くだんの不機嫌四人衆は集まってグチグチと言い合っていた。そこに無言のスズランも加わって、何とも奇き妙みような空間ができあがっている。

「うわっ！　……何があったんだ？」

　続けてやってきた響も彼女たちを見てビクッとあとずさった。

「あー、まあ気にしないでいいと思うぞ？」

「そうか？」

　怪け訝げんな顔をしつつ、響は羽織ったパーカーの前をきゅっと閉じる。

　だが、背後から忍しのび寄ったチェルシーが、そのパーカーをいきなりガバッとずり下ろした。

「ひゃうっ!?」

「隠しちゃったら意味ないでしょ？　響はスタイルいいんだから」

「チェ、チェルシー！」

　あわあわと慌あわてる響だが、腕うでに引っかかったパーカーが邪じや魔まで自分の体をまったく隠せていなかった。

　そんな彼女のパーカーを押さえながら、チェルシーはこちらにウインクを投げてくる。

「どーお？　烈火君。響の水着姿は？」

「あ、うん……あれ？　ていうか、響も新しい水着じゃないか？」

「へ、ふえ？」

　俺が指し摘てきすると、響がキョトンとした顔になる。

「むむっ」

　得意げだったイリスの顔が急に引き締しまる。

　響の水着はベラノの海で見たものとはデザインが異なっていた。右の胸に花のような飾かざりが縫ぬいつけてあって、前よりもデザイン重視の水着に見えた。

「えっと、ベラノで着た水着はだいぶ前に買ったものだったし、少しサイズが合わなくなっていたから、チェルシーの水着を買いに行ったついでにボクのも一緒に」

　響はしどろもどろになりながら答える。

「バストサイズが合ってなかったのよね？」

「チェルシー！　何で言っちゃうんだ!?」

「あははは」

　頬を真っ赤にした響をからかい、チェルシーは楽しそうに笑う。

　その彼女の水着は比ひ較かく的てきシンプルなデザインなのだが……何と言うか、ひと言で言うと肩紐のないタイプの水着だった。

　あれは後ろで留めているのだろうか……泳いでる時にずり落ちないのか？　チェルシーのスタイルがよすぎる分、余計にハラハラするというかドキドキするというか……。

「アタシだって負けてないんだから～」

　俺がふたりに目を奪われていると、イリスも負けじと輪に加わってくる。

「いやー、このお三方が並ぶと壮そう観かんですね～。まあ、正しくは『三』ではなく『六』かもしれませんが」

　主に女性の上半身にふたつついている母性的な膨らみを眺めつつ、アールは腕組みをしてうんうんと頷うなずいていた。

　確かにこの六つの連れん峰ぽうはまさに山脈って感じだけど……って、俺まで未来人に毒されてどうする。

　頭を振ふって邪じや念ねんを払はらっていると不意に――というか、またしても――大きくやわらかいマシュマロのようなものがふたつ背中に押しつけられる。

「ととと常盤先輩！　水着で抱き着かないでください！」

「人多い……だるだる……」

　腰こしにパレオを巻いたビキニ姿の常盤先輩はダルそうに呟つぶやき、さらに俺の背中に体重を預けてくる。どうやらまた人ひと混ごみに酔よってしまったらしい。今日は凄く混んでいるわけではないのだが、病弱な彼女にはキツいのだろう。

　とはいえちょっとみんなの視線に殺意がこもり始めたので、やんわりと体を引き剥はがして、胸むな元もとにラインの入ったスポーティーな水着を着た桃音会長に常盤先輩を預ける。

「ほれ、緑里。シャキッとしろ」

「うぅ～……」

「……ッ！」

　常盤先輩がもぞもぞと動いた時にふたりの胸がおもちのように変形した。うっかり視線を奪うばわれないように、俺はあさっての方を向く。

　そんなやり取りのあと、ふと桃音会長は俺たちのことを見回して。

「いやはや、オレも相当な人気者だが、こんな大人数で遊ぶことなど滅めつ多たにないぞ」

「あーまぁ声かけまくったらこんな感じに」

「ついでに言うと男女比がおかしい。合コンじゃあるまいし均一にする必要もないだろうが、オレならもう少し配はい慮りよするぞ」

　呆れ気ぎ味みに桃音会長は首を振る。

　確かにこの中で男は俺ひとりだけだ。

「もしかして問題児には男友達がいないのか？」

「え!?　いや、そ、そんなことは!?」

　そういや一学期はずっと彼女たちに振り回まわされてて、ロクにクラスの男子と喋しやべってないような……あれ？　あれれれ……？

「桃音さん……ハーレム系主人公にとってタブー中のタブーに触ふれちゃいましたね」

　アールはやたらと深刻そうにゴクリとツバを呑のみ込んだ。

　つーかホントに深刻だよ。

「まあ、それはどうでもいいとして。緑里さんと桃音さんは好対照ですね～。片やインドア派らしくちょっとぷにぷにしたボディに、片や剣けん道どうで引き締まった贅ぜい肉にくひとつないボディ。胸は緑里さんに軍配が上がりますが、甲こう乙おつつけがたい水着姿です」

　俺のわりと深刻な悩みをさっさと流して、アールはまたもや水着の採点に戻る。

　その変わり身の早さに俺はため息しか出ない。採点の内容が無駄に的確なのもなんかムカつく。

「烈火……」

「ん？」

　下から声をかけられそちらを向くと、サンバイザーをかぶった澪がこちらを見上げていた。

　彼女の水着はこれまた清せい楚そさとかわいらしさを綺麗なバランスで調節したような、俗ぞくな言い方をするととてもお値段の張りそうなものだった。刺し繍しゆうとかも凄く細かいし。

「あ……これは、前にＣＭのお仕事で一回だけ着たもので、その時に記念にもらったの」

「へぇー、凄くかわいいな」

「か、かわいい!?」

「うん。でもその帽子サンバイザーは取っちゃってもいいんじゃないか？」

「これはいちおう変装用に……」

「ああー」

　澪の正体はトップアイドルだしな。今はウィッグも衣装もないとはいえ、念には念をということか。納なつ得とくした。

「あっ！　ちょっとアンタ！　また澪を泣かせてるんじゃないでしょうね！」

「泣かせてねぇよ」

　遅おくれてやってきたつみきが開口一番、あらぬ嫌けん疑ぎをかけてきたのでやんわりと否定しておく。どうやら帽子サンバイザーのつばを両手で持って顔を隠していた澪を見て、俺が彼女を困らせていると勘かん違ちがいしたらしい。

「つみきは随ずい分ぶんと着き替がえに時間かかったな」

　ちなみにつみきの水着は以前と同じオレンジの奴やつだ。

「リアさんと、あとコロナさんの着替えを手伝ってたのよ。それが思いのほか手間取っちゃって」

「なるほど」

　ふたりとも水着とかはじめてだろうしな。

　その着替えを手伝っていたつみきが来たということは、もうすぐリアとコロナもここへやってくるんだろう。

「いよいよラスボスの登場ですね」

　アールが無駄に緊きん張ちよう感のある声こわ音ねで呟いた。

　ラスボスって……まあ、属性的にそうかもしれないけど。

　それからさして間を置かずアール曰いわく「ラスボス」のふたりが現れた。

「……ひっく」

　誰かがノドを鳴らした。きっと驚きのあまり声が声にならなかったのだろう。

「ん？　どうした？」

「何か変なのか？」

　リアとコロナは自身の体を見下ろして小首を傾かしげる。

　ふたりの水着はそれぞれ赤と紫むらさきのビキニだった。余計な飾り気けがなく、デザイン自体はいたってシンプルなのだが……イリスの時も思ったけど、水着って着る人によっては凶きよう器きにもなり得るんだな。

「さすがは並み居る『ヒロイン』たちの中でも、トップツーのおふたりといった感じですね。あれたぶん水に浮きますよ」

「ぶふッ！」

　〝その映像〟をリアルに想像してしまい、思わず鼻を押おさえる。あ、危なかった……。

「烈火？　どうした？」

「後こう輩はい。やっぱり我はどこか変なのか？」

「おグぅッ！」

　ただ傍そばに立たれるだけでこの圧あつ倒とう的てき存在感！

　まさにラスボス！

「学外でまで問題を起こすなよ、問題児」

　桃音会長の忠告が耳に痛い。
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　というか……。

「おいおい、なんなんだあのレベル高い集団は……？」

「巨乳から貧乳、ロリからお姉さんまで幅はば広ひろく揃そろえてやがる……」

「統一感なさすぎだろ。何の集まりなんだ？」

「つーかあの男は何なんだ？」

「まさかあいつひとりであの人数を……!?」

「ホストか？」

「いや、そんな年ねん齢れいじゃないだろ」

「ハーレム神？」

「入信してぇ」

　おおう、なんか物もの凄すごく注目を集めてる。

「と、とりあえずみんな出てきたし、移動するか」

　俺は冷ひや汗あせが流れるのを感じながら、その場から逃にげるようにみんなに移動を促うながした。




▽




　ひとまず何人かは防水性の高いケータイを持ってきていたので、何かあればそれで連れん絡らくを取るということにして、いったんバラバラに解散した。いくらここが広いプールとはいえ、二十人近い人数が一緒になって遊べる場所はない。流れるプールだって全員で同じところに入ったら一集団で進路を完全にふさいでしまう。

　まあ、そういうわけなので各自思い思いの場所で遊ぶことになったのだが……なぜか俺は『必ず誰かと一緒に』かつ『ずっと同じグループで遊ばないように』と取り決めが最初になされた。

　そりゃあせっかくみんなで来たんだし、なるべく全員と遊ぼうと思っていたが、なぜわざわざルールとして定めるのか、彼女たちの真意がよく分からなかったが……まぁいいか。

「さて、烈火さんはまず誰のところに行きますか？」

「そうだなぁ……」

　俺はプールの端はしっこのフェンスに寄りかかりながらつらつらと考える。

　どうせ移動するのなら、俺も最初からどこかのグループに入ればいいんじゃないかと思ったのだが、なぜか「それだと取り合いで一日潰れるから」と言われて却きやつ下かされた。

　そういうわけで俺は今プールの端でぽつんとひとりでいる。

　彼女たちからはここで五分待って、あとから追いかけてくるようにと言われていた。ただし前述の通りひとりで遊ぶのは禁止。必ずみんなの内の誰かが遊んでいるプールを見つけ、その中に交じれと厳命されている。

「まぁ、これだけ人数も多いんだし、どのプールに行っても誰かしらいるだろ」

　ひとり遊び禁止といっても、この人数でバラけたらどこにだってひとりふたり、仲間の誰かがいるはずだ。

　だったら今の気分に従って、行きたいプールに行けばいいか。

　それで、俺が最初に選んだのは波のプールだった。

　手前は浅く、奥おくへ行くほど深く、一番奥には柵さくがもうけられ、その柵の奥から一定のリズムで波を発生させている。波といっても高さは二十センチ程度。あくまで波で体が上下するのを楽しむプール施設のひとつだ。

「おーい！　烈火にーちゃん！」

「「烈火さーん」」

　プールの中ほどで波間に揉もまれて遊んでいたのはファム。それよりも手前、膝ひざが浸つかる程度のところでレインとテトラは波と戯たわむれていて、三人は同時にこちらに気づいて手を振ってくる。

　そのすぐ近くにはシャーリーとガーネットがいて、どうやら三人の少女を監かん督とくしているらしかった。

「あら、もしかして私たちのところに最初に来たの？」

「ん？　まぁ、そうなるかな」

「それはうれしいわね。みんなが悔しがりそうだわ」

「？」

　俺が小首を傾げる横で、シャーリーはくすくすと笑う。

「シャーリーはどうだ？　プール」

「たまには太陽の下に出るのもいいわね。このところずっと研究続きだったから」

　シャーリーはレインたちとともに、俺の家のはす向かいの家に越してきたのだが、どうも彼女はその家の地下に自分の研究室を造ったらしい。レインとファムが外出している時や用のない時はずっとそこにこもっているのだとか。

「あんまり不健康な生活してんなよ？」

「健康的な科学者なんていないわ」

　しれっと言って、シャーリーはドームの開いた天てん井じようを見上げ、隙すき間まから差し込む陽光に手を翳かざす。

「でも……こうして烈火や友達と一いつ緒しよに遊ぶのは、なんだかいいわね」

「そうかい」

　楽しんでくれているならよかった……って、ん？

「今何で俺おれだけ友達の枠わくからはずして……」

　言ったんだ、と問う前に、「烈火にーちゃん！」とブンブン手を振ってファムがこちらへとやってきた。

「ほら！　こんなとこ突つっ立たってないで、もっと奥の方に行こうよ！」

「分かったって」

　腕を引っ張るファムに答えつつ、俺はテトラとレインの方を振り向むく。

「おーい！　奥の方に行くけどふたりも来るかー？」

「はいです！」

　テトラはすぐに返事をしてこちらへ来るが、

「あれ？　レインー？　行かないのかー？」

「あっ、えっと……」

　レインは視線を彷徨さまよわせ、もじもじと躊躇ためらっている。

「す、すみません。私はいいです」

「そうか？」

　まぁ本人がそう言うなら仕方ないか。

「じゃ、行くか」

「「おー！」」

　俺はテトラとファムと手をつなぎ、波のプールの奥の方へと向かった。
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　存分に波と戯れた俺はそれなりに時間が経っていることに気づき、レインたちの許もとをいったんお暇いとまして違う場所へと移動していた。

「次は誰のところへ行くんですか？」

「んー、まぁテキトーに」

　言葉の通り、その辺をキョロキョロしながらアテもなく歩いていると、

「烈火！　こっちだこっち」

　名前を呼ばれ、そちらを見やる。

　いたのは響とチェルシーだった。

「おう、ふたりは何してるんだ？」

「ちょっとチェルシーと競争をしていた」

　そう言って響はすぐ脇わきの二十五メートルプールを指す。

　六レーンあるプールはよく整備されているが、波のプールや流れるプールに比べると地味なためか少しばかり閑かん散さんとしていた。

「最初は流れるプールに行ってみたんだが、人が多くて自由に泳げなくてな」

　響は苦笑いしながら答える。

「ていうか、響ってば人に見られるのが恥はずかしくって逃げてきちゃったのよね」

「チェ、チェルシー！」

「ふたりは仲いいなー」

　俺もチェルシーに合わせて笑うと、響は少し憮ぶ然ぜんとしたあとでふぅと肩かたを竦すくめた。

「そうだ。烈火も一緒に競争していかないか？」

「うん？　いいぞ」

　俺は軽く準備運動をしてから、響とチェルシーと並んで飛び込み台にのぼる。

　まあ、特に本格的に水泳をやったことはないが、見よう見まねで飛び込みくらいできないこともないだろう。

「烈火さん。烈火さん」

「何だよ？」

　小声で話しかけてきたアールに小声で返す。

「横を向いてください」

「？」

　横って、別にフツーに響とチェルシーがいるだけだけど。

「おふたりが飛び込む瞬しゆん間かんを見み逃のがさないようにした方がいいですよ？　もしかしたらポロリイベントが発生するかもしれませんから」

「ブッ！」

　確かに響はビキニだし、チェルシーにいたっては肩かた紐ひもすらない水着だ。

　アールの言う「ポロリ」が起こらないとも限らない。

　余計なひと言のせいであっという間に俺の集中力は乱れ、足元がぐらぐらと揺ゆれ始める。ちゃんと前を向いていられないせいだ。

「うーん、せっかく競争するんだし何か賭かけましょうか？」

「賭け？」

　チェルシーの提案に響が首を傾げる。

「まぁ、あっちの売店で何か好きなものとかでいいんじゃない？」

「それくらいなら……烈火はどうだ？」

「え？　あ、ああ」

　慌てて答えると、肯こう定ていと取られたようだ。

「よし！　じゃぁ行くわよ～～。スタート！」
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　まぁ、俺がビリでした。

　響もチェルシーも速すぎだし……水の抵てい抗こうを考えるとむしろハンデがあるのになぁ。

　というわけで俺はふたりに何か奢おごることになり、屋台と売店の固まったスペースへとやってきた。

「うーん、何がいいかしらね？」

「チェルシーはかき氷って食べたことあるか？」

「フラッペのこと？」

「フラッペ？」

「どっちも似たようなものだ」

　そんな会話を三人でしながらあちこちの店を見て回っていた……と、妙みような人だかりを見つけた。

「あれ、何かしら？」

「さぁ……？　匂においからすると、焼きモロコシの屋台みたいだけど」

「行ってみましょ」

「お！　おう！」

　行くのはいいんだけどチェルシー、そう無造作に腕を引っ張るのやめてくれ。胸が当たるんだ胸が！

「むぅ……ほら、急げ烈火」

「響も背中から押すなぁ！」

　しかもどうせなら思いっきり手を突き出して押してくれ！　何でそんなくっつくように押す!?　響のも当たってるんですけど！

「楽しい意地の張り合いですね～」

　傍はた目めから見てるアールからすれば、そりゃ今の俺はよほど滑こつ稽けいだろうよ！

　人の壁かべはそれなりに厚かったが、割って入っていくチェルシーが美人だったためか、男の人は軒のき並なみ気け圧おされて道を譲ゆずってくれた。

　で、人ひと垣がきを抜ぬけて俺たちが見たのは。

「リア!?」

「もぐもぐ。ん？　烈火たちか」

　焼きモロコシを食べていたリアは俺の声に気づき、こちらを振り返かえる。

　彼女の足元には食べ終わった焼きモロコシの芯しんがうずたかく積まれ、その周囲には真っ白な灰になった男の人たちが四よつん這ばいになってうなだれていた。

　この構図……見るのははじめてだけど、前に聞いたことあるぞ……。

「リア……。もしかしてそこの人たちに奢らせたのか？」

「う、うむ。買ってくれると言うから、つい……」

　俺の声音に含ふくまれた微び妙みような感情を察したのか、しどろもどろにリアは答えた。

　つまり……またナンパしてきた男の人の財さい布ふがカラになるまで食べまくったのか。

「食べたいものがある時は自分のお金で買うようにって言っただろ？　そのためにアルバイト始めたんじゃないか」

「しかし、店長からお金をもらえるのはまだ先だし……それに残っていたお金もおとといこれを買うのに使ってしまったから」

　リアは言いながら、自分の胸を包つつむビキニの肩紐を引っ張ってみせる。

　特大の胸の上半分が露あらわになりそうになり、周囲がどよめく。って、止めなきゃ！

「と、とにかくもうやめとけ！　ほら、こっち来て！」

「あ、う、うむ……」

　リアの手を掴つかみ、俺は人の集団を抜ける。響とチェルシーもそれに続いた。

「なんだよー、満足するまで奢った奴がこのあとつき合えるんじゃなかったのかよー」

「つーかあれ彼かれ氏しかよ。釣つり合あってねー」

「ていうか、あの女の子たち全員アレの女なのか!?」

「催さい眠みん術じゆつでも会え得とくしてんのかあのガキ!?」

　段々、自分に向けられる殺意の視線にも慣れてきたな。あと催眠術なんて使ってない。

　とりあえず、焼きモロコシの屋台から充じゆう分ぶんに離はなれたところで、俺はリアの手を離した。

「まったく！　気をつけろよな。なんか、リアを満腹にさせた奴が今日一日つき合えるみたいな流れになってたぞ？」

「？　私はそんなこと言った覚えはないぞ」

「そりゃそうなんだろうけど……」

　あれは集まった男たちが勝手に言っていたことだろうが、無意味に逆ギレされることだってある。

「まぁ、あのままでもひとまず大だい丈じよう夫ぶだっただろう。あの場にいた全員が財布の中身をカラにしても、リアを満足させることなんてできなかっただろうしな」

　響がもっともなことを言う。

　もっともではあるんだけど……。

「とにかく、俺が心配になるからなるべくああいうことはやめてくれ」

「……分かった」

　最後に食べ終えた焼きモロコシの芯をゴミ箱に捨て、リアはマジメに頷いてくれた。

「……っと、奢る約束だったのに悪いなふたりとも」

「今戻もどったらさっきの連中と鉢はち合あわせになるだろ。帰りでいいさ」

「私もそれでいいわよ」

　ふたりと約束し、彼女たちとはいったんそこで別れた。

「さてと、リアはどっか行きたいところあるか？」

「ん～～～、そう言われると困ってしまうな」

　リアが腕を組んで真しん剣けんに悩なやんでいると、ふと向こうから見覚えのある銀ぎん髪ぱつと紫むらさき髪がみの少女たちが現れた。

「烈火。見つけた！」

「こんなところにいたのか、後輩」

　イリスとコロナはそれぞれ笑みを浮かべ、俺たちの方へ寄ってくる。

「ちょうどよかった。イリスとコロナはどこか行きたいところあるか？」

　せっかくだから今度はこのメンバーで遊ぼうと思い、希望を聞いてみる。

「う～んとね、じゃああれ！」

「……げ」

　イリスが指差した先を見上げて、俺は思わず呻うめき声ごえを上げた。

　彼女の指先が示していたのはアホみたいに高い飛び込み台だった……。
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「ここから飛べばいいのか？」とコロナ。

「いや、空を飛んではいけないらしいぞ」とリア。

「下のプールめがけて飛び込めばいいのよ！」とイリス。

　イリスがこちらを振り返る。

「ね？　烈火」

「ああ……」

　まぁ、バハムートの背中とか、ビルの屋上とか、結構いろんなところから俺って飛び降りてるよ？　中には悪あく魔まと一緒に空から自由落下なんてのもある。

　それらに比べたらむしろ低いんだけど、何で高いところから飛び降りるってこんなに怖こわいんだろう……。

『コラー！　飛び込み台にはひとりずつのぼりなさーい！』

　って、監かん視し員いんさんに怒おこられた。

　ほとんどイリスに背中を押されてのぼったから、注意書きをちゃんと読まなかったんだよなぁ……完全にミスッた。

「何だ？」

　こちらの常識に疎うといコロナが首を傾げる。

「早く降りろということではないか？」

　右に同じなリアも首を傾げながら答える。

「そうか」

　言うや否いなや、コロナは無造作に飛び込み台から飛び降りた。

「って、コロナ!?」

　思わず端に寄って彼女の安否を気き遣づかうが、まったく無用の心配だった。

「ぷはっ！」

　華か麗れいに着水したらしいコロナが水面から顔を出だす。

　さすが魔ま王おうというか、呆あきれた身体能力だ。あと度胸も。

「では私も」

「ってリアァ!?」

　リアまであっさりと飛び降り、空中でくるんと一回転までして着水。見ていたお客さんたちから拍はく手しゆが湧わく。

「それじゃあアタシたちも行きましょ！」

「イリスからお先にどうぞ……」

「えー、一緒がいい！」

　イリスは腰の引けている俺の腕を強ごう引いんに掴むと、こちらが止める間もなく宙へ身を躍おどらせた。

「いやいや！　ふたり同時は本気で危なッ!?」

「キャアアア――!!」

　俺の悲鳴とイリスの歓かん声せいが入り混じる。

　ビックリするほど長い数秒のあと、俺たちは派手な水柱を上げてプールに飛び込んだ。
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　あのあともちろん監視員さんにこっぴどく怒られ、俺はコロナに肩を貸してもらいながらフラフラとプールサイドを歩いていた。

「大丈夫であるか？　烈火」

「ああ……いちおう」

　コロナの気遣いになんとか返事をした。

　ちなみにイリスとリアは思いのほか飛び込みが気に入ったのか、まだあそこで遊んでいる。

「とりあえず、どこかで休むか？」

「あ、じゃあ……あっちにパラソルがあるから連れてってくれ」

「任せておけ」

　コロナはもっと俺の体重が自分にかかるようにぐいっと身を寄せてくる。

「……」

　これは彼かの女じよの好意なんだ。邪まな気持ちになるな。あと絶対に視線を下にさげるなよ、俺……。

「烈火さん。今です。そこで転んだフリをすればラッキーイベント確定ですよ」

　黙だまってろスク水未来人。

　俺は煩ぼん悩のうに打ち勝ち、見事に何事もないままパラソルとテーブルチェアのある休きゆう憩けいスペースに辿たどり着つく。

　休憩スペースは意外と混こんでいて、どこに座すわろうか迷ったが――幸いなことに先客がいた。

「なんだ問題児？　溺おぼれでもしたのか？」

「似たようなものです、桃音会長」

「そうか」

　あんまり心配していなさそうに桃音会長は軽く笑い、テーブルそなえつけのチェアをひとつ勧すすめてくる。ありがたくその席に座らせてもらった。

　テーブルは六人掛がけで、桃音会長のほかに常盤先せん輩ぱいにロザリンドにスズラン、それから俺を運んできてくれたコロナでちょうどピッタリ六人だった。

「先せん輩ぱいも休憩中ですか？」

「オレはこいつのお守りだ。緑里は体が弱いからな」

「……ぁ」

　桃音会長の言う通り常盤先輩はテーブルの上でぐてーっとしてる。

「おお、テーブルと体に挟はさまれて胸が潰つぶれイタッ！」

　アールがまたいらんこと言おうとしたので、こっそりとデコピンしておく。

「ロザリンドとスズランは？」

「ワシは流れている水が苦手じゃ」

　ロザリンドはそっけなく言う。

　そういや吸きゆう血けつ鬼きは流れる水が嫌きらいなんだっけ。

　なんて思っていると、桃音会長がこちらの会話にピクンッと反応して、

「ハハッ、流れ水が苦手とは、ロザリンドは吸血鬼みたいな奴だなー」

　と、冗じよ談うだんっぽく笑い飛ばした。

　学校の先輩ふたりにはロザリンドやリアのような、人でない者たちの正体を明かしていないから、まさか本物とは思ってないんだろうなぁ。

「……！」

　そこでぐてーっとしていた常盤先輩が急にずるずると、テーブルの上を這はっていったかと思うと――いきなりロザリンドに抱だき着いた。
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「ギャア！　な、何じゃ!?」

「……」

　常盤先輩は何かロザリンドに話しかけているが、声が小さすぎて俺には聞こえない。

「はぁ？　ワシが本当に吸血鬼なのかじゃと？」

　そういや常盤先輩ってそっち方面の話大好きな人だったっけ。

「えぇい！　耳元でくすぐったい！　ああ、そうじゃワシは……！」

「ロザリンド！」

　自分の正体を口走りそうになったロザリンドを慌あわてて止め、俺は必死に目で合図を送る。

「……って、本物の吸血鬼なわけがあるか！　いいからさっさとは・な・れ・ん・か！」

「ぁ……」

　ロザリンドに引っぺがされ、常盤先輩はまたズリズリとテーブルの上を滑すべって自分の席に戻る。

「って！　先輩！　水着っ水着！」

　俺は常盤先輩の水着の〝異変〟に気づき、とっさに手で目を覆おおう。

「……？」

「おいおい緑里。お前今ので水着がズレてるぞ」

　桃音会長のしょうがないなという声が聞こえ、待つことしばし。

「もういいぞ、問題児」

「はい……」

　ふぅー、危なかった。

「まったく、掴みどころのない娘むすめじゃな」

　ロザリンドが疲つかれたようにため息をつく。

「ご主人様。何か飲まれますか？」

　そんな彼女を気遣い、スズランが尋たずねた。

　すると、また桃音会長がピクンッと反応し、

「『ご主人様』って、なんかメイドみたいだな」

「……！」

　メイドと聞いて、常盤先輩も再び目をキランッと光らせる。

　体は弱いけど好こう奇き心しんはホント人一倍だなぁ。

　その後も危あやうくコロナの正体が魔王だとバレそうになったりしつつ、俺は彼女たちとしばらく過ごした。
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　気がつけば時計の針は三時を過ぎていた。アミューズメントパーク全体が閉園になるのは夜の八時だが、門限のある人もいるので六時半にはプールを出ることになっている。着替えを考えれば六時には更こう衣い室しつへ行く必要があるだろう。

　まぁ、まだ三時間近くある。急いでケガしてもアホらしいので、ゆっくりと次の目的地を目指した。

「次はどちらへ？」

「あとはウォータースライダーと流れるプールだけど……ウォータースライダーかな」

　特に理由もなくそちらに決め、分かれ道を左に曲がる。

　ウォータースライダーといえばプールの中でも人気の施し設せつだ。混み具合によっては並ぶ必要もあるため、あんまり一緒に遊ぶのには向かない施設だが……まぁ、せっかく来たのだし一回くらい滑っておきたかった。

　そんな感じでウォータースライダーへとのぼるエレベーターの手前までやってきたのだが。

「あ、烈火」

「澪」

　ちょうどひとりウォータースライダーの順番待ちをしていた澪を見つけた。

　たまたま空いている時に来たらしく、列には彼女しかいない。

「澪だけで来たのか？」

「ううん。つみきたちと一緒に来たんだけど、運が悪くて私だけあぶれちゃった」

　どうもここのウォータースライダーは一度に三人ずつ上へ行き、三人全員が滑ったら次の三人がエレベーターで上にのぼるというシステムらしい。

　ウォータースライダーはあまり間を空けずに人が滑ると危ない。そういった危険を減らすための処置なのだろうが、本人の言う通り澪は少し運がなかったようだ。

「でも、烈火が来てくれてよかった」

　澪ははにかむように笑った。

　どうやら俺はタイミングがよかったのかな。

　ふたりでたわいのない話を続けていると、やがて上からエレベーターが下りてきてポーンと音を立てて開く。

「前の人が滑り終わりましたので、次の二名様どうぞ」

「行くか」

「うん」

　係の人が押さえてくれているエレベーターのドアをくぐり、俺と澪はウォータースライダーの頂上へ向かう。

　さて、このプールのウォータースライダーだが、これがなかなか高いところにある。先さき程ほど俺おれがのぼった飛び込み台よりやや高いくらいだ。スライダーも右へ左へまた右へと何重にもカーブしていて、係の人の説明によると長さは県内一らしい。

　まぁこんな田舎いなかの県内一番がどれだけ凄すごいのかはともかく、なかなか滑り応ごたえがありそうなのは確かだ。

「澪は先に滑りたいか？」

「あ、えっと……」

　俺が尋ねると、澪は恐おそる恐るといった感じで下を覗のぞいて……。

「どうした？」

「お、思ったより高かった……」

　そう言って、少し上うわ目め遣づかいするように俺を見ると。

「烈火さえよかったら……一緒に滑らない？」

「え？　いいんですか？」

　後半は係の人への問いだ。

　係の人は頷うなずく。

「小さい方でしたら大丈夫ですよ。ご兄きよう妹だいですか？」

「あー……はい」

　本当は違ちがうのだが、違うと答えてやっぱりダメですと言われると澪が困りそうなので、この場はウソをつかせてもらった。

　そんなわけで、俺は澪を背中側から抱いて一緒にウォータースライダーを滑ることになる。

「もっと密着して抱いてあげないと、途と中ちゆうではぐれちゃいますよ。そうすると前の人が危険なので、ちゃんと腕うでを回してあげてください」

「はい……澪、いいか？」

「う、うん」

　緊きん張ちようした声で澪は答える。

　うーん、ホントにいいのかな？

　俺はドギマギしながら彼女のお腹なかに腕を回してギュっとした。こちらの胸むな板いたに彼女の小さな背中がピタリとくっつき、太ももなどもかなり触ふれ合う。

「じゃあ押おしますよー」

　そのまま俺たちはスタートする。

「……ひゃうっ！」

　カーブを曲がる時に遠心力で少し体の片側が浮うく度に、澪は身を縮こまらせる。

　あとおそらく反射的になのだろうが、俺の方へと体を押しつけてくるので、回した腕がはずれないようにいっそうギュっと抱く必要があった。

　っていっても、ただ怖いだけじゃつまんないよな！

「澪！　体後ろに倒たおすぞ！」

「え？　えっ？」

「そぉれ！」

「キャア！」

　俺は澪ごと体を仰あお向むけにする。

「どうだ？　これなら空しか見えないだろ？」

「わっ！」

　ウォータースライダーの滑り台だいは上部が開放されていて、そこから青い空がギュンギュンと流れていくのがよく見えた。
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　仰向けになれば遠心力で体が浮くのも抑おさえられるし、意識を下から上へと切きり替かえられるのでだいぶ恐きよう怖ふは減げん殺さいされるはずだ。

「凄いよ烈火！　速い！」

「そうだろ？」

　はしゃぐ澪を胸の上から落っことさないように支えながら滑り続け――不意に背中の滑り台の感かん触しよくがなくなる。

　ウォータースライダーの終点にある小型プールに着いたようだ。ゴールの衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん水中に沈しずむが、浅いのでさっさと立ち上がる。

「ブはッ！」

「けほっ！　けほっ！」

　澪も隣となりで咳せき込こんでいた。

「大丈夫か？」

「少し、水飲んじゃって……大丈夫」

「ほら」

　俺は手を貸し、澪を立ち上がらせる。

　俺たちのすぐ後ろに並んでいる人はいなかったが、あんまりゴールのプールに長居するのはマズい。後続の人が滑り降おりてくるかもしれないからだ。ちょっとだけ澪を急がせ、ふたりしてプールから上がる。

「楽しかったか？」

「うん。それに……」

　澪はなぜか頬ほおを赤らめ、

「れ……烈火の上に乗ってた時、ちょっとドキドキした」

「まぁ、いきなりやったからなぁ」

　急にあんなことされたら心臓も跳はね上あがるか。

　なんて思っていると――

「烈火！」

「レッカ様！」

「あ、あんたはぁ～！」

　――皐月、ハリッサ、つみきの三人がどこからともなく現れ、俺へ猛もう然ぜんと詰つめ寄よってきた。おそらく澪が滑り降りてくるのを待っていたのだろう。

「な、何でふたり一緒に滑ってきたのよ!?」

「ズルいです！　いくらなんでもこれはズルすぎます！」

「ていうか、アンタ澪を抱っこしてたわよね!?　ア、アイドルにそんなこと許されると思ってんの!?」

「お、おおう？」

　何で三人はこんなに怒ってるんだ？

　俺が困こん惑わくしていると、なぜか顔をトマトみたいに真っ赤にした皐月が目をグルグルさせながら、

「……次！　次はわらしの番！」

　噛かんだ。

　いったい何をそんなに慌てて、というかムキになってるんだ？

「……というか、たぶん小さな子じゃないと一緒に滑っちゃダメっぽいぞ？」

　俺は係の人に言われたことを思い出しながら言う。

「だったらウチは大丈夫だっぺさ！　さぁ！　レッカ様！　ウチと一緒に！」

「「ズルい！　ハリッサちゃんズルい！」」

　段々収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたぞ。

　――その後、係の人に聞いてみたら大人同士でも一いつ緒しよに滑っていいらしい。意外とそういう希望は多いそうだ。それならと思って、多少恥ずかしい気持ちを抑えて皐月やつみき、あとから現れたイリスやロザリンドなどとも一緒に滑った……のだが、何度も並ぶにつれて係の人の目つきがドンドン険しくなっていったのはなぜだろう？
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　結局、ウォータースライダーは全員と一回以上滑ることになった。水着を着ていても尻しりの皮が剥むけそうだ……。

　まぁ、これで全員と遊んだことにはなるのかな。

　特に大変なお題というわけでもなかったけれど、とりあえずノルマ達成ということで安あん堵どする。

　ちなみにウォータースライダーで遊んだあと、みんなは再びバラけて、また俺おれはひとりになっていた。

　また誰だれかを捜さがすかと思ってテキトーに歩いていると、キョロキョロと辺りを見回しているシャーリーと出くわす。

「あっ、烈火。レインを見なかった？」

「ん？　いないのか？」

「ウォータースライダーのところでみんなと解散したあとから姿が見えないのよ。まぁ、誰かと一緒だとは思うけど行き先を聞いてないから、見かけたら私に教えて」

「分かった」

「お願いね」

　シャーリーはそう言うとまたレインを捜して人ひと混ごみの中に紛まぎれていった。

「迷子ですかね？」

「うーん、まぁ誰かと一緒にいるんじゃないか？」

　なにしろ二十人近い大所帯だ。その全員を見失うのは逆に至難だろう。普ふ通つうに考えれば、誰かと行動をともにしているはずだ。

「シャーリーはレインとファムの保護者代わりみたいなもんだしな。いちおう捜してるんだろ」

「そうですね。で、次はどこに行くんです？」

「流れるプールにまだ行ってないし、そこかな」

「なるほど。そこで桃もも太た郎ろうよろしく新たな『ヒロイン』が流れてくるのを待ち構えると」

「おいバカやめろ。ホントに流れてきたらどうする！」

　あながちあり得ないと言い切れないところが怖い。

　そんな話をしている内に、俺は流れるプールのエリアへと辿り着く。

「さて、誰かいるかな？」

　流れるプールは何なんヶか所しよか蛇だ行こうしているものの、大きくは楕だ円えんを描えがいてつながっている。そのためドーム内の施設としては一番面積が広い。

　この中のどこかに誰かがいるか捜すのは骨だな。

「まぁ、流れていればその内会うかな？」

「いや、全員同じスピードで流れてるんですから永遠に会えないのでは？」

　冷静なツッコミどうもありがとう……。

　それじゃあしばらくプールの縁ふちに立って、誰かが流れてくるのを待つのが得策か。

　そう決め、俺は左から右へと流れる水流を逆に視線で追いかける。誰かが向こうから流れてこないかなと思っていたら――とんでもないものが流れてきた。

　たくさんの人や浮き輪わが流れるプールの中にあっても、ひと際きわめだつピンク色の髪かみ。

　レインだ。

　しかも溺れてる！

「クッ！」

　流れるプールに飛び込むのはマナー違い反はんだが、そんなこと言ってられなかった。

「レイン！」

　俺は急いで溺れる人にん魚ぎよ姫ひめの許もとへ泳いでいくと、暴れる彼女の両手を握にぎって落ち着かせる。

「いいか？　俺に掴まって、離さなければ大丈夫だからな？」

「は、はい……」

　今度は慎しん重ちようにレインの顔が水面から出るように泳ぎ、プールの縁から彼女の体をプールサイドへと持ち上げる。

　幸いたいして水は飲んでいないようで、数度咳せき込こむとすぐに彼女は平静を取とり戻した。

「ご迷めい惑わくをおかけしました……」

「気にするなって。それよりどうしたんだ？　人魚のレインが溺れるなんて」

　周りに聞かれないように最後は小声で尋ねる。

「その……お恥はずかしい限りなのですが」

「うん？」

「私……泳げないのです」

「……え？」

　つまり、こういうことらしかった。

　レインは故郷である海の星ベラノでは人魚の姿――つまり魚の尾おびれで泳いでいた。その頃ころから人間の姿になることはできたが、泳ぐ時はいつも尾びれだったらしい。

　要するに彼女は人間の足で泳いだことがないのだ。

　とはいえ、彼女も人魚。水中で生きる種族がまさか泳げないとは人に言えず、監かん督とく役やくのシャーリーの目から逃のがれて、こっそりと練習しようとしたそうだ。流れるプールを選んだのは「水流で勝手に進むかと思った」からとのこと。

「泳ぎの練習するなら、やっぱり最初はフツーのプールがいいと思うぞ」

「そ、そうですか……」

　こっそり練習しようとして溺れかけたレインはがくりとうなだれる。かなりもじもじとしており、だいぶ俺に見られたのが恥ずかしかったようだ。

「ん～～……よしっ。俺が泳ぎの練習つき合ってやるよ」

「えっ？」

　キョトンとするレインに俺は笑いかける。

「まぁ、教えるの上う手まいわけじゃないけど、バタ足する時に手を握ってるくらいなら俺にもできるって」

「あ……はいっ！」
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「ほい、ここなら最悪立てば足がつくから」

　俺はさっき響たちと競争した二十五メートルプールの、一番水深の浅い端はしっこのレーンにレインと一緒に入った。相変わらず人は少なくて、響たちも今はいない。運動不足の解消なのか、中年のおっさんがひとり黙もく々もくと反対側のレーンで泳ぎ続けているだけだ。

「ちなみに人間の足だとどこまでならできるんだ？　面かぶりとかは？」

「えっと、水の中に潜もぐるのは別に怖くありません」

「まあ人魚だし、水自体が怖いわけじゃないか。てことは、単純に泳ぎの型が分からないんだな」

「そうですね。あとは、息いき継つぎでしょうか？　本来人魚は水中でも呼吸できるのですが、人の姿になっているとその力も半減してしまうので、烈火さんたちのように息継ぎをしないといけません」

「分かった。じゃあ、まずはバタ足からだな」

「はい！」

　俺はレインの手を取る。

　彼女はこちらの手をしっかりと握り返してくると、そろそろと体を水に沈め、脚あしを浮かせようとするが、

「う～」

　どうにもそれが上手くいかない。

　浮かせようとしても腰こしが引けているためか、脚がドンドン沈んでいってしまうのだ。

「もっと体をまっすぐ伸のばしてみな」

「こ、こうですか？」

　レインの脚が少し浮き、かかとが水面に出る。

「そうそう。それで膝ひざも伸ばして」

　たぶん、レインは脚でどうやってバランスを取るのかが、感覚的に掴めていないだけなんだろう。それさえ克こく服ふくすればあとは簡単なはずだ。

「脚から力抜ぬいて。あとは俺の手に掴まればいいから。俺に体を預けるつもりで」

「っ！　は、はいっ！」

　なぜか頬を赤らめて、レインはさらにぎゅぅと手を握ってきた。

　ひとまず彼女の体が水面に浮いたので、次はバタ足の練習。バタバタバタ。

「上手い上手い」

　レインのスピードに合わせて後ろに下がりながら俺はエールを送る。

　そのまま二十五メートルプールを一往復して、二往復して……五往復もする頃には、だいぶ姿勢も安定して危なっかしさもなくなってくる。

　元々彼女は人魚だ。泳ぐ感覚そのものは慣れ親しんだものだし、尾びれと足の違いにさえ慣れれば、クロールどころか泳ぎの型なんて全種類泳げるようになるだろう。

　バタフライとかは俺には教えられないけど。

　練習を始めて約三十分。まだレインも余よ裕ゆうそうだけれど、余裕のある内にいったん休憩。

　彼女はプールの底に足をつけ、ふぅと息をつく。

「どうだ？　足の感覚には慣れたか？」

「はい……と言いたいんですが、まだちょっと怖いです」

　えへへと恥ずかしそうにレインは笑う。

「まっ、レインならもうちょっと練習すればすぐ泳げるようになるさ」

「……私はずっとでもいいのですが」

「？」

「あ、あの、烈火さん」

　レインがぐっと拳こぶしを握り締めて何かを言おうとした時、

「れぇ～～～～～～っか～～～～～～！」

　ドパァン！

　と、盛大な音と水柱が上がり、強きよう烈れつな波がこちらの顔面を襲おそった。

「わぶっ！」

　顔にかかった水を手で払はらいのけ、慌てて状じよう況きようを確かく認にんする。

　水柱と一緒に舞まい上がった水しぶきが霧きりみたいになって、キラキラと陽光を反射していた。あとは傍そばにレインがいて、向こうでは波で押し流ながされたおっさんがプールサイドに打ち上げられている。

　で、そんなことを仕出かした張本人はといえば。

「烈火！」

　水面から勢いよく顔を出したイリスが、水中とは思えないスピードでこちらへ詰め寄ってくる。

「な、何だよ？」

「なーんでレインとふたりでイチャイチャしてるのよ！　ズルいじゃない！」

「いや、そんなこと言われても」

　俺はレインの泳ぎの練習を手伝っていたことをイリスに伝える。

「だったらアタシにも泳ぐの教えてよ！」

「イリスはフツーに泳げるだろ？」

　それも俺よりずっと速く。

「も～～～！　そういうことじゃないんだってば！」

　なぜかイリスはプンプンと怒り出して、水をばしゃばしゃと叩たたく。

　その騒さわぎを聞きつけてか、あるいは先さき程ほどの水柱が仲間の仕し業わざだと察したのか、あちこちに散っていたはずのみんながぞろぞろとこのプールにやってくる。

「何やってるのよ？　烈火」と皐月。

「さっきの水柱は何だ？」と桃音会長。

　その後もドンドンみんながやってきて、あっという間に全員集合となった。

「レイン。こんなところにいたの」

　当然、その中にはシャーリーもいて、レインを捜していた彼女はまずホッとため息をつく。

「烈火も、レインを見つけたら私に教えてって言ったのに」

「あー、すまん。忘れてた」

「まったくもう。それで、ふたりはここで何してたの？」

「えっと……」

　ついさっきイリスにしたのと同じ説明をシャーリーたちにもする。

「へぇー。それでもう泳げるようになったの？」

「いえ、まだ……」

　シャーリーの何気ない問いにレインは首を横に振ふる。

「そう。今日一日では無理でも、烈火の言う通りしばらく練習すればすぐに上達するでしょ。何だったら明日からは私がつき合ってあげても……」

「あ……あの！」

　そこでレインは相手の言葉を大声で遮さえぎる。

「ダメです！　わ、私は烈火さんに教えてもらうんですから！」

　そう言って彼女は俺の手に自分の指を絡からめ、絶対に離はなさないし譲ゆずらないとでも言いたげにぐっと身を寄せてきた。

　シャーリーはしばしキョトンとした顔をしていたが、のちに肩かたを竦すくめた。

「い、いいですよね？　烈火さん」

「うん？　まぁそりゃいいけど」

　でも俺よりシャーリーの方が教えるの上手そうだよな。なんか、科学的根こん拠きよに基もとづいた凄いトレーニング法とか知ってそうだし……

「えへへ」

　……なんて思ったりもしたのだが、レインがあまりにもうれしそうだったので言うのはやめておいた。

　こんなに喜んでもらえるなら、俺だってうれしいしな。

「うぅ～～、もう！　だからアタシにも教えてよー！」

「いや、だからイリスはもう泳げ……」

「レッカ様！　じ、実はウチも泳ぐのは苦手でして」

「って、ハリッサも？」

　バシャバシャバシャ！

　もうみんなひと通りの施設で遊び終えていたためか、その後は二十五メートルプールでまとまって泳いだり水遊びしたりした。

　さっきまで泳いでいたおっさんもいなくなっていたし、元々人気が少なかったためか、帰る時間になるまで俺たち全員で使わせてもらった。
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　波のプールもウォータースライダーもおもしろいけど、やっぱり友達と一緒にいる方が楽しいし、人数が増えればもっと楽しくなる。

　あぁ、まったく、こういうのっていいよなぁ。

　そんな風にして俺の高校生最初の夏休み、その中のとある一日は、事件も不可思議も何にもなく、ただ夏の楽しげな陽気とともに過ぎていった。

―了りよう―







アールの特別任務　２







　さて、再び烈れつ火かさんの目を盗ぬすんで家を出る機会があったので、例の任務の方を進めていこうかと思います。

　特に今日は誰をと決めて出てきたわけではないのですが……そうですね、では最近烈火さんと出会った『ヒロイン』の方々のところに行きましょうか。

　コロナさんは調査済みですから、緑みど里りさん、桃もも音ねさん、澪みおさん、エリシアさん、リュンさんの五人になります。

「ふむ……」

　今度の五人はみなさん現在地がバラバラですね。

　異世界の方もいるので仕方ありません。

　では、サクサクと行きますかね。




▽




　はい。というわけで、精せい霊れい界にやってきました。

　どうやって来たのかは企き業ぎよう秘密です。

　本官に内蔵された特とく殊しゆ機能は百八つまであるぞ、という奴やつです。

　まぁ本官のできる子アピールはこれくらいにして。

　目的のリュンさんは妹のソフィさんと一緒に、やわらかそうな若草の絨じゆう毯たんの上で向かい合うように座すわっています。

「ほら、ソフィ頑がん張ばって」

「んん～～～」

　リュンさんに応おう援えんされながら、ソフィさんが顔を真っ赤にしながら手に持ったペンダントを力いっぱい握り締しめています。

　なんとまぁかわいらしい。

　何やってるのかはさっぱりですけどね。

「～～～～ぷはっ！　ど、どうかなお姉ちゃん？」

「どれどれ～？　……うん。さっきよりちょっと多く魔ま力りよくがたまってるわよ！」

「ちょっとかあ～」

　ソフィさんは両手両足を投げ出だして仰向けに倒れます。

　精霊さんはふわっとしたスカートを穿はいているので、なかなかドキッとする仕草ですね。烈火さんがこの場にいないのが残念です。どんな反応するか見たかったのですが。

　ともあれ、今の会話でこのペンダントが何なのか分かりました。

　おそらくアブラアムから技術を提供してもらって造った『魔力貯蔵器』のような物なのでしょう。

　前回の『物語』で精霊界はだいぶ痛い目を見ましたからね。これからは「緊きん急きゆう時に備えて蓄たくわえる」ということをするつもりのようです。この『魔力貯蔵器』はその一いつ環かんといったところでしょう。

「お姉ちゃんはどのくらいためられるようになったの？」

「ん？　よーし、見てなさいよ～んん！」

　ソフィさんに尋ねられ、リュンさんは気合いを入れます。

　姉の威い厳げんを見せつけようというのでしょうか。先程の妹さんの数倍の力でペンダントに魔力を込めていきます……ところで握あく力りよくと魔力の貯蔵率って比例するんですかね？

　やがて、リュンさんも「ぷはー」と息を吐はいて……

「どう？」とソフィさん。

「ん……ほらっ！　こんなに増えたわよ！」

　リュンさんはえへんと胸を張ります。

「すご～い！」

　ソフィさんは手をぱちぱちと叩いて我わが事のように喜んでいらっしゃいます。

　本当に仲のよい姉妹ですね。

　リュンさんは魔力入りのペンダントをソフィさんの首にかけて差し上げます。

「こうやって普ふ段だんから魔力をためたペンダントを身に着けていれば、もしもの時も大だい丈じよう夫ぶね」

「うん！　魔ま導どう師しの人ってこんな凄い物造れるんだね」

　ふと、そこでソフィさんは空を見上げます。

「……ナミーさんとハリーさんどうしてるかなー？」

　一いつ瞬しゆん誰だれかと思いましたが、烈火さんとハリッサさんのあだ名でした。精霊さんは三文字以上の名前をつけない習慣があるんでしたね。

「ナミーかぁ……」

　烈火さんのあだ名を呟つぶやきながら、リュンさんも空を見上げます。

　ちょうどいいですね。ここで『心しん裏り透とう過か装置』を使わせてもらいましょう。えいっ。

（ナミーとは結局アブラアムに行ったあと会う機会がなかったのよね……）

　そういえばハリッサさんの村から王城へ帰った頃には、もうリュンさんたちは精霊界に戻もどっていましたっけ。

（会いたいなぁ……）

　極きわめてストレートな感情を心の中に浮かべ、リュンさんはせつないため息を漏もらします。

　おお……これはなかなかレアというか、烈火さんの傍から離れられない状況ではまず見ることのできない『ヒロイン』さんの表情ですね。

　遠く離れているからこそ募つのる慕ぼ情じようというのもあるようです。

（会って何でもいいからお喋しやべりしたいなぁ……ううん、会うだけでもいいから、ひと目ナミーの顔が見たい）

　本官が『心裏透過装置』を使っている間にも、ドンドンとリュンさんの気持ちは膨ふくれ上がっていって……そして。

「よしっ！　ソフィ。出かけるわよ」

「え？　どこへ？」

「精霊王様のいる施し政せい宮よ！　異世界に渡わたる魔ま法ほうを使わせてくださいってお願いしに行きましょう」

　異世界に渡る魔法というのは、ハリッサさんが開発した縁えん辿たどりの魔ま術じゆつのことですね。

　前回烈火さんたちがアブラアムと精霊界の橋はし渡わたしをしたあと、彼かの女じよは縁辿りの魔術の術式と、アカイイトを原料にして造る触しよく媒ばいの組成式を、それぞれの世界に伝えていきました。また「地球（烈火さん宅）」「アブラアム（王城）」「精霊界（施政宮）」の三世界を、各世界の人たちが行き来できるように、「縁」の深い品を分配していたようです。

　もちろん烈火さんのご自宅にも、アブラアム行き用の品と精霊界行き用の品、それにコロナさんのために魔ま界かい行き用の品が用意してあって、触媒も充じゆう分ぶんな量を備び蓄ちくしてあるみたいです。

　それと世界を行き来する時に事前に伝えられるように、お互たがいの世界にメッセージを送る魔術も創つくったそうです。これも縁辿りの魔術の応用だとか。ただし極めて狭せまい範はん囲いにしか送れないようですが……。

　まぁ、ともあれリュンさんとソフィさんは烈火さんに会いに地球へ行くようですね。もっとも彼女たちの故郷の風ふう歌かの谷たにから施政宮のある王都まで、それなりの距きよ離りがありますから実際に行くのは夏休みの終わり頃になるでしょうが。
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　さてお次は地球へと戻ってきまして、エリシアさんのところへ向かいましょうか。

　彼女は『組織』の本ほん拠きよ地ちにいるようです。

　本拠地の建物の周囲には超ちよう能のう力りよく的な結界がたくさん張ってあるようですが、ササッと入らせていただきましょうか。お邪じや魔まします～。

　おや、意外と綺き麗れいな室内ですね。調度品も質しつ実じつ剛ごう健けんといった感じです。

　リーダーのヤンさんの性格が出ていますね。

　本官はふわふわと浮きながら廊ろう下かを進みつつ、エリシアさんのいる部屋を目指します。

　おっと、ここのようですね。

　どうやら室内にはエリシアさんのほかに、ヤンさんと『空間跳躍能力者テレポーター』のルーシーさんもいらっしゃるようです。

「じゃあ、マーガレット家との折せつ衝しようは終わったのね？」

　エリシアさんがヤンさんに確認を取るように尋たずねています。

「ああ、今回の件に関する事後処理の話し合いはだいたい終わった」

　ヤンさんはエリシアさんの質問に答え、ふぅと小さく息を吐き出しました。

　その話し合いとやらで疲つかれたんですかね。

「……マーガレット家の秘宝を盗みに入ったのは『組織』の方だ。もっと被ひ害がいの補ほ償しようのために吹ふっかけられるかと思ったが、当主のナルテシアが存外あっさりしていてな……いや、あれはどちらかと言うと、もはや我々に興味がないといった風だったか」

「烈火君が持ってきてくれた異世界の魔法の知識のおかげかしら？」

「だろうな」

　ヤンさんは深く頷うなずきます。

「彼かれには借りができた。いつか返す必要があるだろう」

　その言葉にエリシアさんは微ほほ笑えみます。

「ヤンが普通の人に対して、そんなこと言うなんてね」

「……あんな宿命を背せ負おった少年を普通と呼ぶのはおかしい気もするが……まぁ、言わんとしていることは分かる」

「昔より眉み間けんのシワが減った気がするしね」

　ルーシーさんが横から合いの手を入れます。

　部屋の中の空気がやや弛し緩かんしました。

「……まっ、烈火君に感謝しなきゃっていうのは、ワタシたち全員に言えることでしょうね。彼がいなきゃどうにもならなかった」

「そうだな。先程の借りの話もあるが……彼の持つ人脈は貴重だ。特に超能力に詳くわしい宇宙人の科学者。今後『組織』が超ちよう能のう力りよく者しやの救済のために在ろうとするなら、彼や彼女の助力は必ひつ須すとなる」

「なんだかそう言うと烈火君を利用しようとしてるみたいね」

「現状では一方的に頼たよっているだけだからな。だがそれを恥はじと見て、彼の力を借りないのは愚おろかだ……心苦しい話ではあるがな」

　ヤンさんは目を閉じ、唇くちびるを噛み締めました。

「彼は常に騒そう乱らんの渦か中ちゆうに巻き込まれる宿命を背負っている。彼との縁を切らずにつないでいれば、いずれ借りを返せる日も来るだろう」

「そのための日本支部ってわけね」

　日本支部？

　本官はエリシアさんたちの会話に耳を傾かたむけます。

　結果、どうやら彼女たちは日本に『組織』の支部を置くつもりだということが分かりました。

『組織』はこれから超能力者の互ご助じよ機関としてやっていくそうですし、今まで以上に広く世界に根を張って、生まれてくる超能力者たちを探して保護するための一環なのでしょう。

「エリシアには日本支部を任せることになるが、準備は順調か？」

「まだやることはたくさんあるわね。しばらくは日本とこっちを往復することになりそう。また少ししたら日本に下見に行くわ」

「あら？　目的はそれだけじゃないでしょ？」

　ルーシーさんが意味深な微笑みを浮うかべます。

「あれからしばらく経たってるものね。日本に行ったら、烈火君に会ってくるつもりなんでしょう？」

「なっ……!?」

　不意を打たれたのか、エリシアさんは顔を赤くします。

　本官はすかさず『心裏透過装置』をオンにしました。

「ルーシーったらいきなり何を言い出すのよ!?」

（確かに会いに行くつもりだったけど）

「まさかエリシアが年下趣しゆ味みだったとはね」

「ワタシはそんなんじゃないわよ！」

（年下だからってわけじゃないし……）

「でも、彼のこと気になってるんじゃないの？」

「それは……」

（だからってこんなところで言わなくてもいいじゃない！）

　ルーシーさんの指し摘てきに反論しながら、内心ではほとんど全肯こう定ていのエリシアさん。

　意外とかわいらしいお方です。

「ヤン！　ルーシーに何か言ってよ!?」

　エリシアさんは傍ぼう観かんしていたヤンさんに助けを求めます。

「ふむ……確か、彼は今十六歳さいだったな」

「？　それが？」

「日本では十八歳から結けつ婚こんできるらしいぞ」

「ヤンまで!?」

　エリシアさんの悲鳴が室内に響ひびき渡ります。

　うーん、もうちょっとこの寸劇を見ていたいですが、充分に楽しめ……いえ、充分に調査はできましたので、そろそろ次の方のところへ向かいますか。
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　本日は異世界や外国の方にも足を伸ばしましたが、ようやく日本に帰って参りました。

　と言っても烈火さんの住んでいる町ではありません。

　こちらは東京のとあるマンションです。

　とても広いお部屋ですね。

「……」

　その部屋の持ち主である澪さんは大きなクマのぬいぐるみを抱かかえて、どこかぼんやりと考え事をなさっています。

　……うーん、このままでは埒らちが明かないのでサッと『心裏透過装置』の方を使わせていただきますかね。

　ポチッとな。

（今日もダンスのレッスン大変だったなぁ……）

　ふむ。やはり悩なやみの内容もアイドルさんらしいものですね。

「……あ」

（水飲もう）

　澪さんはぬいぐるみを床ゆかに置いて立ち上がり、キッチンの方へ移動します。

　冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出して、小さめのコップに注いでひと口……やっぱり水道水なんか飲まないんですね。

　とはいえ、あくまで水は水なのか、澪さんはちょっと物足りなさそうな顔をします。

（甘あまいジュース飲みたいかも……でも次の衣装ってちょっとおへそ出てるし、この前プール行った時いつもより食べちゃったから、お腹なかがなあ……）

　澪さんは薄うす着ぎの上からお腹を触さわってらっしゃいますが、見たところ全然気にする必要ないと思いますがね。ミリ単位で精査スキャンできる本官が言うのですから間ま違ちがいありません。

（プール楽しかったなあ……あんな風に誰かと遊んだの、久しぶり）

　久しぶり、ですか。

　やっぱり普段はアイドル活動で忙いそがしいんでしょうね。

　どうやらこのマンションもひとり暮らしのようですし。親元を離れて、東京で活動中といったところでしょうか。

（烈火と一いつ緒しよに滑すべったウォータースライダーは……ちょっとドキドキしたけど）

　おや、ようやく烈火さんの名前が出ましたね。

（あんなに男の子とくっついたの、はじめてだったし……）

　その辺りはアイドルさんって厳しそうですもんね。月九のドラマでやってました。

（私の水着って変じゃなかったかな？　烈火はかわいいって言ってくれたけど。私って子供っぽいしなぁ……）

　そこで澪さんは自分の体を見下ろします。

　正確には、胸を。

（……烈火の周りにはおっぱい大きい人たくさんいたっけ）

　澪さんはむなしそうにご自分のエアバストを揉もむ仕草をします。

　うーん、烈火さんがロリコンなのかおっぱい星人なのかは、本官としても未いまだに読み切れない部分があるんですが――こういう話題を振ると烈火さんは「どっちでもない！」とムキになるんですが――実際のところどうなんでしょう？

　背が低い『ヒロイン』の中で一番胸が大きいのはリュンさんです。とはいっても巨乳というほどではなく、シャーリーさんより少し小さいくらいですが。

　彼女を見た時の烈火さんの反応が、他の『ヒロイン』と格段に違ちがっていたということもないですし、ホント、あの方の嗜し好こうは分かりません。

　分からないからこそ未来で大戦争が起こったとも言えますが。

（今度事務所の人に豊胸体操教えてもらおうかな……）

　非常に涙なみだぐましい結論を出しつつ、澪さんはミネラルウォーターを冷蔵庫にしまい、ぬいぐるみのところへ戻っていきました。

　立場上、『ヒロイン』の誰だれかひとりに肩かた入いれすることはできませんが、本官は彼女の努力が実るのを応援しています。

（烈火とは次いつ会えるのかな……）

　澪さんはアイドルでお忙しいですから、なかなか会うのは大変そうです。

「……そうだっ」

　名案を思いついたように澪さんはぴょこんっと頭を上げます。

（今度、ライブのチケットを送ってみよう）

　なるほど。そう来ましたか。

　前にも一度澪さんのライブにはつみきさんと行っていますし、烈火さんはその辺り律りち儀ぎですから、チケットを送られたら必ず観みに行くでしょうね。名案だと思います。

（この前のライブの時は楽屋まで来てくれたし……今度も来てくれるよね）

　澪さんはウキウキとケータイのスケジュール帳を開き、次のライブが予定されている日取りを確認しています。

　さてと。

　では、名な残ごり惜おしいですがそろそろ烈火さんたちの住む町へ帰りましょうか。
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　帰ると言っても、まだ桃音さんと緑里さんが残っているのですが。

　おふたりはちょうど緑里さんのお宅で一緒におられるようです。手間が省けてラッキーですね。

　というわけで緑里さんの家の彼女の部屋にお邪魔したのですが……凄すごい本の量ですね。

　カーテンが閉め切られて薄うす暗ぐらく、左右の壁かべを本ほん棚だなで埋うめ尽つくされた部屋の中心に、この部屋の主である緑里さんは丸まるように座っています。彼女の前には背の低いテーブルとノートパソコン。クーラーを効かせすぎているのか、真夏だというのに半はん纏てんを着ています。

　これが彼女の執しつ筆ぴつスタイルなのでしょうが、それに文句のある方がおひとり――

「寒いぞ！」

　――どうやらこのお部屋に呼ばれたらしい桃音さんが、ドアを開けるなり開口一番にそう仰おつしやいました。

　彼女は顔を顰しかめると、問答無用でクーラーをオフにし、カーテンを開けて窓を全開にします。

「……」

「文句を言うな！　空気が澱よどむと〝気〟が乱れる。ただでさえお前は虚きよ弱じやくなのだから、環かん境きようには気をつかえ」

　緑里さんの口がぽそっと動くと、それに対して桃音さんが返事をします。

　うーん、人基準の聴ちよう覚かくだと緑里さんの声が聞き取れませんね。桃音さんが緑里さんの言っていることが分かるのは、おふたりが幼おさ馴なな染じみだからでしょうか。

　仕方ありません。一時的に聴ちよう力りよくをアップさせましょう。

「うー、桃ちゃん、横暴」

　よし。今度はちゃんと聞こえますね。

「オレを桃ちゃんと呼ぶな」

「だって、桃ちゃんは桃ちゃんだし」

「まったくお前は」

　桃音さんはため息をつきます。

「で？　わざわざオレを呼んで、今日は何の用事だ？」

「ん……っと……ね」

　緑里さんはもぞもぞと半纏の両りよう袖そでで口元を隠し、上うわ目め遣づかいに桃音さんを見上げます。

「合宿、したいんだけど……」

「合宿？」

　お願いを聞いた桃音さんは怪け訝げんな顔をします。

　えっと、合宿というと例の軽文部の合宿でしょうか？

「つまり学校の合宿場を使いたいということか？　パソコンで文字を打つだけなのに、どうして学校でやる必要がある？　あそこには扇せん風ぷう機きしかないぞ」

「うん」

　確か軽文部には烈火さんも所属していましたね。

　これはおもしろそうな話です。

　より詳しく調査する必要がありそうですよ。

　というわけで、ポチッと。

「今、学園物書いてるから」

（ドリル使いのお嬢じよう様さまが出てくる奴）

「それはつまり学園物を書いてるから学校で書きたいという、単なる気分か？」

「うん」

「何度も言うがクーラーはないぞ？」

「いいよ。冷蔵庫あれば」

（アイス食べるし）

「アイスの食いすぎは腹を壊こわすぞ」

「冷えピタ貼はる」

（あと水みず風ぶ呂ろとか）

「まあ、行水すれば汗あせも流せるだろうが……」

　う～ん、烈火さん絡がらみの話にならないかと期待したのですが、なかなかそちらへ行きませんね。というか桃音さんって、緑里さんが一を言えば十を読み取る勢いですね。通じ合いすぎです。

　腕うで組ぐみをして考え込んでいた桃音さんですが、やがて首を振ります。

「やはり勧すすめられんな。もしお前が倒たおれたらどう――」

　と、そこで桃音さんは何かに気づいたようで。

「――そういえば今はあの問題児がいるのか」

「……！」

（烈火クン……）

　おっ！

「まぁ、ひとりでないなら問題は減るが……しかし、別の問題が出てくるぞ？」

「別の問題？」

「お前は女であいつは男だろうが」

　とぼけようとした緑里さんに、桃音さんがピシャリと言います。

「それが真っ当な恋こい路じならオレは応援するが、実際のところ緑里は波なみ乱だれ烈火のことをどう思ってるんだ？　何かあっても構わないと、そう思っているのか？」

　おおーっ！　桃音さんナイス！　ナイスです！

　なんとド直球な質問をしてくださるのでしょう。本官的にも非常に助かります。

　さて、緑里さんの反応は？

（んー烈火クンのことかー……おもしろい子だよねー）

　ふむふむ。

（モテモテでおもしろいし）

　どうもその辺について嫉しつ妬とするタイプではないようですね。

（反応がおもしろいし）

　まぁ、落ち着きのない方ではありますが。

（彼の周りもおもしろいし）

　……。

（何かとおもしろいし）

　あの……さっきからおもしろいとしか思ってません？

　うーん、緑里さんと桃音さんは固有の『物語』を持つ『ヒロイン』ではなくて、『本官の物語』に登場する『ヒロイン』ですからね。烈火さんと劇的な出会いや経験をしたわけではないので、恋れん愛あい感情が育つのもゆっくりなのでしょうか？

　なにしろまだ烈火さんと出会って日が浅いですから、まだそこまでハッキリと好意があるわけではないのかもしれません。

　むむむ。緑里さんはおっとり無防備系でお胸も大きいので、この結果はちょっと残念……。

（まぁ、烈火クンとなら何かあってもいいかな、別に）

「はやや!?」

　おっと、思わず大声を出してしまいました。誰にも聞こえてませんが。

　いや、というか一気に思考が飛びましたね。さすがの未来人もビックリですよ。

　緑里さんらしい気がすると言われれば、そんな気もしますが。

「烈火クンなら大丈夫だよ」

「緑里がそれでいいならまぁいいが」

　桃音さんは肩を竦めます。

　うーん、いくら幼馴染とはいえ心までは読めないはず。となると、今の緑里さんのセリフは、

「烈火クンなら（何もしてこないから）大丈夫だよ」

　とも、

「烈火クンなら（何かされても）大丈夫だよ」

　とも、どちらとも取れるはずです。

　ふむ。こんなセリフを言われた桃音さんの心情も気になりますね。

　今度は彼女に『心裏透過装置』を使ってみましょう。

（やれやれ、緑里の思いつきにも困ったものだな）

　合宿がしたいというのも、今書いている小説の内容が学園物だからだそうですからね。確かに思いつきで行動している感があります。

「言っておくが、本来なら合宿場の使用申しん請せいは夏休みに入る前にするものだぞ。来年からはちゃんと守れよ」

「はーい」

「それと、他の部の申請はもう通っているから、合宿場が空いてるのはお盆ぼんの三日間だけだ。軽文部が使えるとしたらその辺だけだが問題ないか？」

「私は大丈夫」

「問題児の方は？」

「あとで聞いてみる～」

「事後承しよう諾だくか」

　桃音さんは軽くため息をつきます。

（オレはいい加減慣れてきたが、あの問題児も緑里に振ふり回まわされて大変だな）

　あの方は『ヒロイン』に振り回され慣れてると思いますがね。

（まぁ、緑里が興味を持つのも無理ないかとは思うがな。オレの右目を見てああも簡単に受け入れたのは、あの問題児でふたり目だ。そうでなくとも、あいつはなかなかおもしろい）

　桃音さんは胸中で独白します。

　きっと前回の幽ゆう霊れい騒そう動どうとカップルアフロ事件のことを言っているのでしょうね。

（ふむ。さっきは緑里にああ言ったが、よくよく考えればオレも波乱烈火には興味を持っているのだな。色いろ恋こいなど頭を掠かすめたこともなかったが、オレとて花も恥はじらう年とし頃ごろだ。一度くらい興に乗るつもりで、そちら方面に関心を示してみるのもいいかもな）

　ふむふむ……これは。

　いまいち明確な好意とは言い難がたいですが、まさしく〝興味がある〟といった感じでしょうか。

　まぁ、本官には経験もないのでハッキリとは言えませんが、恋愛というのはまず興味から始まるのが普ふ通つうなのかもしれませんね。これはこれで健全な流れなのかもしれません。

（手始めに、オレもその合宿に参加させてもらおうか。そもそもとして、問題児ひとりに緑里のことを任せるのも心配だしな）

　あらあらまぁまぁ。

　はじめは緑里さんの思いつきで始まったことですが、これはなかなか大変なイベントになりそうですよ。烈火さん。







第二話　青春合宿







　常盤ときわ先せん輩ぱいに学校に呼び出された。

　世間的にはお盆の期間だが、特に親しん戚せき同士の集まりもなければ、両親も日本にいない俺は比ひ較かく的てき暇ひまで断る理由もなかったので、二十分くらいでそちらへ向かう旨むねだけ告げて承諾する。

　ハリッサに行き先だけ伝え、俺は自転車に乗って学校へと向かう。普段は皐さ月つきに合わせて徒歩通学だが、たまには自転車というのも楽でいい。風も気持ちいいし。

　そんなわけで学校に着き、常盤先輩のいる旧校舎の三階、軽文部の部室へやってきたわけだけども。

「おはようございまぬわあ！」

「おはよ」

　ドアを開けた瞬しゆん間かんに抱だき着つかれ、胸の感かん触しよくであいさつがすっ飛んだ俺に対して、常盤先輩はマイペースにあいさつを返してきた。

　私服の俺に対して、彼女は制服姿だった。ネクタイはなし。ややだらしなく服にシワが寄っているのもいつものことだ。第二ボタンまで開けられたワイシャツから制せい汗かんスプレーの香かおりがする。

「あの……部室でパソコンがある時は筆談（？）にしましょうって、この間言ったじゃないですか」

「そうだった」

　常盤先輩はあっさりと俺から離はなれると、自分のパソコンがある机に向かっていって、椅い子すに座るとこちらを手招きした。

　部室の中に一歩入ると、ややもわっとした。三階の日当たりのよすぎるこの部屋の気温は、窓を全開にした程度ではどうにもならないようだ。

　パソコンの画面を見やると、そこにはテキストソフトが立ち上げられていて、こんなことが書かれている。

『よく来たわね烈れつ火か！』

「……なんか普段と口調が違ってません？」

　そう指摘すると、キーボードの上の手がカタカタと動く。

『今書いてるキャラクターの口調そのままで書いちゃった』

「そうですか」

『気を取り直して。来てくれてありがとう、烈火クン』

「まぁ特に用事もなかったんで……それで何の用ですか？」

『それはとてもいい質問ね』

　一拍ぱく置いて――というか数行改行して――常盤先輩は続きを打ちこむ。




『今から軽文部の合宿をやります』




　と。

　俺は俺でその一文を何回か読み直し、

「……合宿？」

　と首を傾かしげた。

　合宿って、あの学校に泊とまって部活するアレだよな……？

『桃ももちゃんが他の部活動が休みになるお盆の三日間だけなら、合宿場を使ってもいいって』

「なるほど」

　桃もも音ね会長と常盤先輩は幼馴染らしいし、上う手まく取り計らってくれたのだろう。

　それはまぁいいのだが。

「……軽文部の合宿って何するんですか？」

　そこがいまいち謎なぞだ。

　仮に小説書けって言われても俺には無理だぞ？

『私ね、今学園物の小説を書いてるの』

「はい」

『だから、ちょっと普段の学校ではできそうでできないことをやってみたいなーと思って』

「えっと……学園物小説を書く参考のために、ってことですか？」

『そゆこと』

　それならまぁ難しいことはなさそうだ。

「分かりました。そういうことならつき合いますよ」

　俺が頷くと、不意に常盤先輩は椅子から立ち上がって、むにょん、と胸を押おしつけてくる。

「ありがと、烈火クン」

「あ、わわっ、ど、どういたしまして……って！　だからパソコンがある時は抱き着かないでって……！」

　相変わらず心臓に悪いなぁ！

　ただまぁ、そういう流れで。

　軽文部の夏合宿がスタートした。
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　しかし、「普ふ段だんの学校ではできそうでできないこと」と言ってもパッとは思いつかない。

「何かやりたいことってあるんですか？」

　俺の質問に、

「プール行こ」

　と、常盤先輩は答えた。

　それで彼女に従ってこうして学校のプールまでやってきた。

　裸足はだしで、もちろん消毒シャワーなんて浴びずに、ペタペタと少しトゲトゲしたプールサイドをふたりで歩く。

「あの、俺水着とか持ってきてないですよ？」

　ていうか、何にも持ってきてない。

　合宿やるなら泊まる用意とか、あとで持ってきた方がいいんだろうか？

　いや、そもそも常盤先輩と一緒に泊まるのか？　ふたりきりで？　さすがに学校の合宿場なら男女が分かれられるように部屋が用意されてるだろうけど……。

　なんて、俺が勝手にあれこれ想像して身み悶もだえていると。

「……ぃ」

　常盤先輩は蝶ちようの髪かみ留どめを飛び込み台の上に置いて――制服のまま、プールへと飛び込んだ。

「ええええ!?」

　俺が驚おどろきのあまりあたふたしていると、常盤先輩が水面にぷかーっと浮かび上あがってくる。

　それから、プールサイドで呆あつ気けに取られている俺に向かって、ちょいちょいっと手招きなんてしてきて。

「えっと……」

「烈火さんも入って、ということなんじゃないですか？」

　迷う俺にアールが補足してくる。

　えーと……つまり、これが「普段の学校ではできそうでできないこと」なのか？

　制服のままプールに飛び込む……確かに、やろうと思えばやれるんだろうけど、あんまりやる機会がないイベントだよなぁ。

　まぁ、俺は制服じゃなくて私服なんだけど。

　うーん。

　まっ、いっか。

　常盤先輩も呼んでるし、なにより気持ちよさそうだし。

「よっと！」

　軽いかけ声とともに俺もプールに飛び込む。

　この前みんなと行ったアミューズメントパークのことが思い出だされるが、なにしろ今回は服を着たままなので、あの時とはまた肌はだに感じる水の感触が違う。

　そのまま体の力を抜ぬくと、ぷかり、と体が浮いた。

「あ～」

　水面に出たところで、一度顔を手で拭ぬぐい、目を開ける。

　キラッキラした太陽がやたら眩まぶしかった。

　けれど体はひんやりしていて。

「気持ちい～」

　これはなかなかいい。

　さっきまで夏の日差しに照りつけられて火ほ照てっていた体が冷れい却きやくされて、耳元では水がちゃぷちゃぷと音を立てている。

　他の部活動も休みだから、遠くから聞こえてくるのはセミの鳴き声だけ。

　少し頭を動かして横を見れば、常盤先輩も気持ちよさそうにぷかぷかと浮いている。

　彼かの女じよに誘さそわれなければ、この気持ちよさを一生知らずに過ごしていたかもなぁ。

「……」

　そこでふとばしゃっと音を立てて、常盤先輩が立ち上がる。

　俺もなんとなくそれに従って体を起こし、プールの底に足をつけた。

　すると、濡ぬれた上着の重さがドッと肩かたにのしかかる。今日も太陽は絶好調なので、プールサイドでひなたぼっこでもすればあっという間に乾かわくだろうか。

「えっと、常盤先ぱッ!?」

　単に服を着たままプールに入った感想を述べようと思ったのだが、そのセリフは中断されることになった。

　常盤先輩のワイシャツが濡れて、ブラジャーが透すけて見えていることに気づいてしまったせいだ。

「あ、あの常盤先輩……服」

　冷えたはずの頬ほおが再び熱くなるのを感じながら、かろうじてそれだけ伝える。

「……？」

　常盤先輩は相変わらずマイペースな動作で自分を見下ろし、ワイシャツ越ごしにうっすらと浮き上がるピンク色を見……まぁいいやとでも言う風に水面をぱしゃぱしゃと叩たたいた。

　いや、隠して欲ほしいんですけど。

　こちらの願いもむなしく、常盤先輩は濡れた前まえ髪がみを後ろへ払はらったり、水を手ですくってはこぼしたり、そんなことばかりしていた。制服でプールに入ったという、この状じよう況きようをできるだけ楽しもうとしているようだ。

　どうしたらいいんだ……と、俺が若じやつ干かん途と方ほうに暮れていると、

「おい！　お前ら！」

　唐とう突とつに浴びせられた第三者の声。

　これが先生とかだったら大いに慌あわてたところだが、振り返かえった先にいたのは見知った人物だった。

「桃音会長」

　そこにいたのは我わが校こうの生徒会長様だった。

　常盤先輩と違ってこちらはキッチリと制服を着こなし、手にはなぜか竹刀しない。片側を眼帯で隠したその目はかすかに怒ど気きをはらんでいる。

　やっぱり制服でプールに入るなんて行こう為いは、生徒会長の彼女からすれば看過できないことなのだろうか？　それで怒おこっているのかもしれない。

　俺は何かこの場を取とり繕つくろう言葉を探すが、

「緑みど里り。そんな格好でプールに入ったら風か邪ぜを引くだろ。早くあがれ」

　その前に桃音会長は竹刀の先せん端たんを常盤先輩に向けて、そう告げた。

「……ぃ」

　常盤先輩はちょっと残念そうな顔で、こちらに目配せをしてくる。「あがろっか」と言われた気がして、その通りに従った。

　プールサイドに上がると桃音会長がやってきて、あらかじめ用意していたらしいタオルを一枚俺に放ってくる。

「問題児はそれで勝手に拭け。緑里はこっちに来い」

　そう言うと、桃音会長はもう一枚持っていたタオルで、強ごう引いんに常盤先輩の頭やら体を拭き始めた。彼女がたまにイヤイヤをしてもお構いなしだ。まるで濡れた子こ猫ねこを無理やり拭いているような光景だ。

「まったく、心配して来てみれば案の定だったな」

　どうやら桃音会長は軽文部の合宿の様子を、というか常盤先輩の様子を見にきてくれたらしい。

「……ぁ」

「あ？　言い訳するなバカ者。お前は基本的に体が弱いということを忘れるな」

「……」

　怒られ、常盤先輩は少し頬を膨ふくらませる。

　まるで心しん配ぱい性しような姉に対してむくれる妹のようだ。

　なんて微ほほ笑えましく思っていたら、いきなりバシンッと竹刀で頭を叩かれた。

「お前もちゃんと緑里を止めろ。こいつが病弱なのは知ってただろ」

「……はい」

　まったく言い返すこともできず、俺は素す直なおに頷うなずき、痛みをかき消すようにタオルで頭をわしゃわしゃとかき回した。
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　でまぁ、プールから上がったあと俺はいったん家に帰って、着き替がえとか諸もろ々もろを取ってきた。ハリッサはちょうど買い物に出かけていたようなので置き手紙だけを残し、再び学校に戻もどってくる。

　当初は男女ふたりで泊まるのはマズいんじゃないかと考えていたが、そこに桃音会長が加わったことで逆に大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかって気がしていた。いや、だってあの人がいる前で間違いとか起きそうにないし。

「いやはや、まさか烈火さんのひと夏のアバンチュールのお相手が、学校の先せん輩ぱいお二方になるとは、このアールの目をもってしても見み抜ぬけませんでしたね」

「お前に何か見抜けたことが一度でもあったか？」

　アールの戯たわ言ごとを軽くいなしつつ、俺は事前に教えてもらった合宿場へと向かう。板いた敷じきの廊ろう下かを進むと、ほどなく襖ふすまが開け放たれた部屋を見つける。どうやら合宿場は和室らしい。

「戻りましたー」

「おう」

　返事をしたのは桃音会長で、常盤先輩はその横で手をひらひらと振っている。

　軽文部の部室から運んできたと思おぼしきパソコンをちゃぶ台の上に置き、彼女はカタカタとキーボードを打ちながら、時折メモ帳に走り書きをしていた。さっきのプールで何かインスピレーションが湧わいたのか、打だ鍵けんの音はほとんど途と切ぎれることがない。

「男部屋は隣となりだ」

「はい」

　桃音会長に指示され、荷物を隣の部屋に置いてきて、また戻ってくる。

「……」

「……」

　カタカタカタカタ

　特に話題がないためか、誰も口を開かない。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになって畳たたみの上に腰こしを下ろし、脚あしを伸のばして大きく息を吐はいてみた。疲つかれが抜ける感じもするが、同時に体も重くなった気がして、そのまま仰あお向むけに寝ねっ転ころがった。

　窓も襖も開け放っているためか、風が部屋全体を通とおり抜けて意外と涼すずしい。部室に比べて日ひ陰かげになっているのも涼しさの要因のひとつだろうか。

　あー……なんかこのまま昼ひる寝ねしたいな……。

　その時、どさっと音がして、何かと思って薄うす目めを開けると、俺の寝転んでいるすぐ隣に桃音会長があぐらをかいていた。

「むっ！　一見無造作に見えて、組んだ脚とスカートの裾すそで完かん璧ぺきに防ぼう御ぎよしていますね。さすがは独どく眼がん竜りゆうといったところでしょうか」

　アールも何を興奮気味に会長のスカートを覗のぞこうとしてんだ。

「暇ひまだな、問題児」

「まぁ……基本的に俺ら、常盤先輩の付つき添そいみたいなものですからねぇ……」

　その常盤先輩が文章を書くのに集中している状態では、俺たちには雑談くらいしかやることがない。

「桃音会長は夏休み何してたんですか？」

「ん？　まぁ、そう人と変わらないな。勉強をして、部活に出て、友達と遊んで……あとはウチの爺じじいに稽けい古こをつけてもらったり、たまに妖よう怪かい退治したりするくらいか」

「……妖怪退治はフツーじゃないんじゃ？」

「そういうお前はどうなんだ？」

「俺ですか？」

　勉強……宿題がたんまり残ってる。

　部活……してない。

　遊び……この前プール行った。

　あとは……異世界に行って魔ま王おうを助けたり別の魔王と戦ったり、超ちよう能のう力りよ者くしやの『組織』の計画を止めたり、アイドルと知り合ったり、精せい霊れいと知り合ったり……。

　うん。俺も人のこと言えなかった。

「……いろいろありました」

「ふぅん」

　桃音会長は片方の目を訝いぶかしげに細めたが、結局追つい及きゆうはしてこなかった。

「まぁ、この前みたいな幽霊騒動があれば吉き備び神社に来い。相談くらいには乗ってやる」

「ありがとう……ございます」

　意外にもやさしいひと言をいただき、眠ねむ気けが少し飛ぶ。

　なんだかんだで面めん倒どう見みのいい人なんだな……。

　本人に言ったらまた竹刀で叩かれそうなことを考えていると……不意に、ドタドタという駆かけ足あしが廊下から複数聞こえてきた。

「烈火「ッカ。ヤッ「てるん「じゃ！「にーちゃ「だ」」」」」」

　飛び込んできたのは、いくつものセリフが重なり合ってもはや意味が分からない声の連れん鎖さ。そのどれもが、どうやら俺に向けられたもののようだ。

　ほとんどなだれ込むように合宿場の一室に現れたのは皐月・イリス・ハリッサ・リア・ロザリンド・スズラン・レイン・ファム・コロナの九人。いったいどういう経けい緯いでこの面子が集まったのか、まったくもって謎だ。

「……どうしたんだ？」

　何よりも謎なのは、彼女たちがこの合宿場に現れた理由だけど。

「それは、ハリッサちゃんに……！」

　真っ先に部屋に現れて後ろから来た面子に押し潰つぶされていた皐月が、苦しげに呻うめきながら何かを言いかける。

　とりあえず、彼女の口から名前の出たハリッサに目をやると、

「レッカ様の置き手紙にあった『合宿』の意味がよく分からなくて、サツキさんに聞いたら美人の先輩と学校でお泊まりだと聞いて！　それで……！」

　そこまで言ったところで、やはりハリッサも皐月と同じようにほかの誰だれかに押し潰される。

「とにかく、そんなことアタシは許さないんだからね！」

　イリスの叫さけび声ごえに、幾いく人にんかがコクコクと頷く。

　これは要するに俺おれと常盤先輩がふたりで合宿場に泊まるんだとみんなが勘かん違ちがいして、何か間ま違ちがいが起きないように監かん視ししにきたということでいいんだろうか？　……ホントに信用ないな俺……。

　まぁ、中にはファムのように「みんなで烈火にーちゃんと遊ぶんだろー」と別の目的で来たのもいるようだが。

「急に賑にぎやかになったものだな」

　桃音会長が呆あきれた風に肩を竦すくめた。

　確かにさっきまで常盤先輩のキーボードを叩く音くらいしかなかった部屋が、途と端たんに姦かしましくなった。

　そこでふと気づく――そういえば、カタカタカタという音がやんでいる。

「烈火クン」

　声とともに、胸むな板いたの上に重量感。

　ギョッとして仰向けのまま入口の方へ向けていた視線を戻せば、いつの間にかパソコンの前から離れていた常盤先輩の顔が間近に迫せまっていた。

「「「「「「「「「ああああああああ!!」」」」」」」」」

　少女たちの悲鳴が部屋中にこだまする。

　それをそよ風のように聞き流して、常盤先輩は俺の耳元に口を近づけ、

「次は、青春っぽいことしたい」

　と言った。
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　夏。青春。

　以上のキーワードから、俺の乏とぼしい脳みそが導き出したアンサーは『野球』だった。

　甲こう子し園えんの季節だしな。

　あと人数もドッと増えたし。なんだかんだで来てくれた彼女たちを放置するわけにもいかない。だったら、みんなでできることをやろう。この人数でやるとしたらスポーツだ……なんていう思おも惑わくもあったりするが。

　まぁ、ともかく諸々の説得と紆う余よ曲きよく折せつを経へて、俺たちは学校のグラウンドで野球をすることになった。道具は学校の備品を貸し出してもらう。リアとかコロナとかあからさまに部外者もいたが、そこは桃音会長がとりなしてくれた。

　あとから来た面子と俺・常盤先輩・桃音会長で計十二人だったので、六人ずつのチームに分かれた。九人に届かないので、セカンドベースをナシにして、三角ベースボールをやることにした。守備側はピッチャー・キャッチャー・ファースト・サード・ライト・レフト、という配置になる。攻こう撃げき側がわは盗とう塁るいとタッチアップ禁止。審しん判ぱんはセルフジャッジという感じになった。

　どうせみんな細かいルールなど知らないので、とにかく振って走って獲とれというシンプルルールが採用されたわけだ。

　で、肝かん心じんのチーム分けだが……なぜか戦力を均等に分けるのではなく、くじ引きが採用された。

　イリスとリアとコロナとロザリンドが固まったら、もはや勝負にならない気がするのだが、断固としてくじ引きということになった。曰いわく、チーム分けで陽が暮れるから、だそうだ。似たようなフレーズを前にも聞いた気がするなぁ……。

　そういうわけでくじを引いた結果、こうなった。

『赤チーム　俺　皐月　リア　ファム　桃音会長　常盤先輩』

『白チーム　イリス　ハリッサ　ロザリンド　スズラン　レイン　コロナ』

　見事にイリス・ロザリンド・コロナの強力メンバーが固まった。こっちにもリアがいるが、戦力差は否いなめない。

「ええぃ！　敵同士になったからにはレッカ！　容よう赦しやせぬぞ！」

　やけくそ気味に叫びながらバッターボックスに立ったのはロザリンド。くじを引いた瞬間「ぬがぁー！」と天を仰あおいでいたし、どうもたまった憂うさをバットで晴らすつもりらしい。

　対してこちら赤チームの布ふ陣じんは、ピッチャーがリア、キャッチャーが俺、ファーストがファムで、サードが常盤先輩、レフトが皐月で、ライトが桃音会長だ。

　基本はリアのパワーで相手の強力打線を抑おさえ込む方針だ。正直、それ以外はザル。特に皐月のいるレフトへ飛ばされたら確実に一点を献けん上じようするに違ちがいない。あいつ運動はホントダメだからなぁ～。

「烈火。行くぞー」

　特に気負いのない声でリアが手を振り、ゆるりとついさっき覚えたばかりの投球モーションに入る。

　まぁ、実際遊びでやる野球なのだし、彼女のように気楽に楽しむのが正解なのだろう。常盤先輩だってあくまで青春がしたいのであって、ガチで野球を究きわめたいというわけではないのだから。

　そんな風に思っていたら――

「よっ！」

　――とんでもない豪ごう速そつ球きゆうがミットに叩き込まれ、球圧で後方へ思いっきりブッ飛ばされた。

　背後のフェンスにメットをかぶった頭をぶつけながら、ようやく思い到いたる……ああ、そういやリアの球を受け止める時のことを考えてなかった……と。

「大丈夫か烈火!?」

　ゲームは初しよっ端ぱなから試合中断。

　とりあえず大事はなかったので、リアには俺が受けられる程度にまで球速を抑えてもらうことにして、試合再開……したのだが。

「せやッ！」

「えいッ！」

「ほっ！」

　ロザリンド、イリス、コロナの三連打を浴びて、あっという間に三打点。いかにリアでも手加減した投球では棒球にしかならず、全すべてホームランを打たれてしまった。

　その後はレインとハリッサをあっさり打ち取り、スズランには危あやうくヒットを打たれかけたが、桃音会長の好プレーでなんとかスリーアウト。

「おいおい、なんだこの超ちよう人じんベースボールは？」

　赤チームのベンチに戻って開口一番、桃音会長はごもっともなセリフを口にする。

　まぁ、ほのぼの青春野球が超人ベースボールと化してしまったわけだが、なんだかんだでこちらの攻こう撃げきチャンスだ。

　一方的な展開というのはつまらないから、なんとかこっちも点を入れたい。

「頑がん張ばれーリアー！」

　俺がバッターボックスに立つリアに声せい援えんを送ると、彼女はうれしそうに手を振ってくる。

「ウギギギ……！」

　なぜかこちらのやり取りを見て、ピッチャーのロザリンドが歯は軋ぎしりをしていた。

「もはや一片の容赦もなく潰してやるぞ、リア！」

　怒りのボルテージでパワー二百パーセントといった感じだ。

　ロザリンドがその小さな体を引ひき絞しぼり、一気に解き放つ。

「うリャッ！」

　白球が生み出した豪ごう風ふうで、ピッチャーマウンドからコロナが構えるキャッチャーミットまでのラインで土つち埃ぼこりがブワッと舞まい上がった。

　バシィン！

　ストライクワン。

　フフンッとロザリンドが鼻を鳴らす。

　そういえば白チームはキャッチャーがコロナだから、ピッチャーのロザリンドが力を抑える必要がないのか……これはまた大きなハンデだ。

「むっ！」

　それでもさすがはリアというか、見事に二球目を打って塁るいへ出た。ただし、一いち塁るい打だに終わる。

　そして、二番打者は俺……なんだけど。

「ロザリンドー」

「何じゃ？」

「……手加減してくんない？」

「断る」

　ですよねー。

　いや、手加減してくれないと打てる気がしないんだけど……。

　で、途と中ちゆうロザリンドがボール球を二球放ったものの、最終的にはストライクを三つ取られて終わった。

　続くは桃音会長。

　ロザリンドは危なっかしい投球でカウントをスリーボールにしてしまいつつも、結果的には桃音会長を三さん振しんさせる。

「……ロザリンドの奴やつ、どうにかソフトボール部に入れられないものかな？」

　どうやら我が校の会長はソフトボール部の強化を目もく論ろんでいるご様子だが、たぶんその目論みが成功することはないだろう。ロザリンドが普通の学生に交じって部活をする姿とか想像つかないし。

　まぁ、それはそれとして四人目の皐月もあえなく三振。攻こう守しゆ交替。

　さてこのまま一方的な展開か――に思えたが。

「やれやれ。遊びで本気を出すつもりはなかったが、このままじゃおもしろくないな」

　この意味深なセリフを吐いたのは我らが独眼生徒会長様だった。

「ピッチャー交代だ。いいか？」

「うむ？」

　桃音会長に問われたリアは、視線で俺に問うてくる。

　……何か秘策がありそうだし、ここは彼女に賭かけてみるか。

　俺が頷くと、リアはマウンドを降り、桃音会長に替かわってライトに陣じん取どる。

「行くぞ、波なみ乱だれ烈火。ちゃんと取れよ」

「？」

　振ふりかぶる前に桃音会長が言ったセリフの意味を、俺が理解したのはボールが飛んできたあとだった。

「何ィ!?」

　ロザリンドがミートする直前に、ボールが大きく軌き道どうを下げた。

「うっわっととと!?」

　危うく俺もボールを見失いかけた。

　いわゆるフォークという変化球だ。

「何なのじゃこれは!?」

　人類の叡えい智ちとも言うべき魔ま球きゆうによって、ロザリンドはあっさり三振する。

　その後もフォークのほかにカーブやチェンジアップ……あとは俺の知らないようなメチャクチャな軌道を描えがく変化球なども駆く使しして、桃音会長はイリスとコロナも三球で仕留めた。

「……桃音会長がソフトボール部入ればいいんじゃないですか？」

「オレは生徒会長と家の修しゆ行ぎようで忙いそがしい」

　呆れ気ぎ味みに言った俺のセリフをさらりと受け流し、桃音会長はグローブをはずしてベンチに放ほうる。

　さて、生徒会長様の万ばん能のうっぷりで守備は何とかなりそうだが、点を取らないことにはいかんともしがたい。四点、最低でも三点入れなければ、一方的な結果に変わりはないのだ。

　でまぁ、次はファムの打順なのだが。

「うりゃ！」

　あっさり三振で終わった。仕方ないっちゃ仕方ない。

　そして、常盤先せん輩ぱいの番が来た。

「……」

　常盤先輩はバットを両手で持ち、どこかボーッとした顔で二、三度とスイングしてみるが、その度によたよたと転びそうになっていた。

「だ、大丈夫ですか？」

「……」

　ジッとこちらを見上げた視線にハッとして避よけようとしたが、こちらの後ろに下がる動きを完全に読んでいた常盤先輩はそのままガバチョッと俺に抱だき着ついてくる。

　汗あせでしっとりとした肌がこれでもかというくらい押しつけられた。

「大丈夫」

　そこかしこから悲鳴と非難の声を上げさせておいて、常盤先輩はたったそれだけを俺に告げるとトコトコとバッターボックスに向かった。

　こうしてベンチから見ると、その立ち姿はこれまた細く見え、とてもではないがロザリンドのあの豪速球を打てるとは思えなかった。

「常盤先せん輩ぱい大だい丈じよう夫ぶですかね？　バット振った勢いで転びそう……」

「まぁその可能性もなきにしもあらずだが、意外とやるかもしれないぞ」

　バコーッン！

　桃音会長の声に重なるようにして、大きな金属音がバッターボックスの方から響ひびいてきた。

　どうやら常盤先輩の振ったバットがボールを掠かすめ、打球が後ろのフェンスにぶつかったようだ。つまりはファール。普ふ通つうならストライクカウントがひとつ増えただけなのだが……。

「……当てた？」

　そっちの方がこの場合は問題だった。

　なにしろ相手はロザリンド。吸きゆう血けつ鬼き。彼女の投げる球は制球力こそいまいちだが、とんでもない威い力りよくとスピードを有している。それに素人しろうとがバットを当てるだけだって至難の技わざだ。

「緑里は昔から目がやたらいいんだ。運動ができない以上、完全に宝の持もち腐ぐされだがな」

　言われてみれば、常盤先輩って時々妙みように反応がいい気がする。

　そんな風に俺が感心している内に、常盤先輩はストライクゾーンに入った球は全てファールにして、ボール球だけはキッチリ避け、気がつけばカウントはツーストライクスリーボール。

「ウリャァ！　アッ!?」

　力みすぎたのか焦あせりすぎたのか、最後の一球はロザリンドの手からすっぽ抜けていった。

　フォアボール。

　これで常盤先輩は一塁に進めるが、彼女に走らせるのはどう考えても無む謀ぼうなので打順が一番あとになるファムに代走を任せる。

「よーし！」

　元気いっぱいにファムは飛び出していき、入いれ替かわりに常盤先輩が戻ってくる。

「凄すごかったですよ、常盤先輩」

　俺がそう褒ほめ称たたえると、彼女はニコッと微笑んだ。

　そして打順は一周し、次のバッターはリア。

「ほッ！」

　彼女は一回裏同様、見事にロザリンドの球を打ち返して塁に出た。

　今回の野球は二塁がない三角ベースボールなので、これで満まん塁るいだ。

　そんな大事な場面。打者、俺。

　……誰か代わってくれないかなぁ。

「……」

　満塁にされたのが腹立たしいのか、ロザリンドもなんか無言。怖こわい。そのままボールを投げてくる。

　一球目。空から振ぶり。

　二球目。ボール。

　三球目。ボール。

　四球目。ストライク。

　……あっという間に追おい詰つめられた。

　やはり振ったところで俺のバットはロザリンドの投げる球に掠りもしない。

　こうなったらあと二球続けてボールになるのを祈いのるべきだろうか？　常盤先輩みたいにボールの見み極きわめができるわけでもあるまいし、その選せん択たくはない。

「……」

　これは常盤先輩がせっかく作ってくれたチャンスなのだ。

　奇き跡せきでも何でもいいから物にしたい……！

　ロザリンドが五度目の投球モーションに入るのを見ながら、俺は考える。考える。考える。少しでも可能性の高い方法を……！

「ッ！」

　とっさに俺はバットを横に倒たおし、バントの構えを取った。

　もちろんバントの技術なんて持ってない。単に振るよりはまだ当たりそう、という程度の考えだ。

　目を皿にして、ロザリンドが球を投げる瞬しゆん間かんを凝ぎよう視しする！

　そこでまずひとつ目の奇跡が起こった。

　カァンッ！

　ほとんど勘かんで差し出したバットに、重いボールの感かん触しよくが伝わる。

　もう当てたというより当たったという方が正しい。まさに運任せ。ラッキーパンチが最初に出た。

　バットに当たった白球は地面に激しく当たり、大きくバウンドする。

　当然、俺は死しに物もの狂ぐるいで走った。一塁のリアも、三塁のファムも全力で駆け出している。

「ぬぅ！　おのれ！」

「おっとっと！　おわっ！」

　そこでふたつ目の奇跡発動。地球の重力に従って落下してきたボールをキャッチしようとして、ピッチャーのロザリンドとキャッチャーのコロナが激げき突とつして尻しり餅もちをつく。

「しまった！」

　叫んだのはロザリンドだった。

　彼女の視線の先は、ホームベースへ向かうファム。しかし、彼女を止めようにもキャッチャーのコロナが前へ出てきてしまっている。

　そちらは間に合わないと判断したロザリンドは、慌ててボールを拾って三塁に向かって全力で投げた――これが三つ目の奇跡。

「キャァ！」

　三塁を守っていたハリッサは、自分めがけて飛んできた豪速球を思わずしゃがんで避ける。その間にリアは三塁を通過。

「何をやっておるのじゃハリッサ！」

「あんなのウチには取れないですよぉ！」

　答えるハリッサは半泣き。その言い分はまったくもって正しい。俺だってリアの全力球を受けて吹ふっ飛とばされたのだ。俺より力のないハリッサがロザリンドの全力を受け止められるはずがない。

　ロザリンドはコロナ相手に遠えん慮りよなく全力投球してきたのが裏目に出たようだ。

「もー！　何やってるのよあんたたちー！」

　叫ぶのは外野手のイリス。彼女の守備位置は一塁に近いライトだったが、レフトを守っていたレインよりはるかに足が速い。もう間もなくグラウンドの端はしっこに転がっていったボールに追いつきそうだ。

　リアもすでにホームインしているが、コロナもホームに戻っていた。彼女ならイリスのキャノンショルダーから放たれる返球だって捕とれるだろう。

　要するにあとは俺が間に合うかどうか。

「……！」

　三塁ベースを蹴ける。

　もうここまで全力で走ると、勢いよく振った腕うでに釣つられて脚が前へ出て、脚が地面を蹴ったのに釣られて逆サイドの腕が前へ出る。意識するよりも先に体が走り、ただひたすら前へ、前へと突つき進すすむ。

　ホームではリアの隣でファムがブンブンと腕を回していた。

　ベンチでは皐月と桃音会長が何かを叫んでいる。

　それから同じベンチにいる常盤先輩は――大きな声こそ出せないが――確かに「ガンバレ」と口を動かしていた。

　彼かの女じよの大きな目が走る俺の影かげを追っている。

　まだ数歩先のホームベース上で、コロナがミットを構えた。イリスの投げ返した球がそこに収まるのは、あと一秒後か二秒後か――ッ！

　視界の端に白い影を捉とらえながら、俺は思いきってヘッドスライディングをかます。

　ザザザーッと体の下で地面を削けずる音がして、指先には硬かたいホームベースの感触。

　耳みみ奥おくで自分の激しい鼓こ動どうを聞きながら、どうなったんだろう……と、全力を出だしたあとに陥おちいる鈍どん化かした思考で考える。

「――セーフ！」

　最初に聞こえてきたのはファムの声だった。

「セーフセーフ！　やったな烈火にーちゃん！」

　歓かん声せいを上げながら、ファムは俺の体の上にのしかかってきて、喜びを表すようにバタバタと暴れる。まるで子犬にじゃれつかれているみたいだ。

　基本的にセルフジャッジなので――つまり言ったもん勝ちみたいなところがあるので、人によってはアウトかセーフかで喧けん嘩かになりそうな場面なのだが。

「まぁ、今のはセーフだったかのう」

「我もそう思うぞ」

　そこは俺たちの信しん頼らいの固さというか、仲のよさがいい方に作用する。少し無口になっていたロザリンドも、土まみれになった俺を見て、仕方ないという風にため息をついた。

　あくまでこれは遊びなわけだし、本気ではやっても、楽しくやるのが大前提。そういうものだろう。

「んじゃ！　これで同点ってことで再開といくか！」

　俺がバッと立ち上がってシャツの土を払はらうと、それを合図にみんな自分の持ち場へと戻っていく。

　それから陽ひが暮れるまで俺たちは遊び倒した。




▽
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　夕食はみんなでカレーを作った。

『のぞみや』で仕事を終えたつみきが来た時はどうしようかと思ったが、

「私も手伝……」

「さすがにみんなで食べるカレーが大だい惨さん事じになったらシャレにならないです」

　と、一いつ緒しよに来たテトラが厳重に監かん督とくしてくれたおかげで、なんとかことなきを得た。

　つみきが海の苔りを巻いたおにぎりを夜食に歓かん談だんし、皐月やレインのように待っている人がいる面子は家へと帰り、残りのメンバーは合宿場に泊とまる流れとなった。

　みんなお風ふ呂ろに入って歯を磨みがき、俺だけ「じゃあおやすみ」と言って男部屋に移動し、さて寝るか……と布ふ団とんに横になってから、二十分ほど経たった頃ころ。

「……烈火クン」

　耳元で名前を囁ささやかれ、もう少しで寝ね入いりそうだった意識が覚かく醒せいする。

「？」

　まぶたを持ち上げれば、間近に人ひと影かげ。驚おどろかなかったのは、半分まどろんでいたからだろうか？　それともいい加減見慣れたからだろうか？

「……常盤先輩？」

「起きて」

　いつものように抱き着かず、枕まくら元もとで四よつん這ばいになって俺に耳打ちしてきた常盤先輩は、やさしい手つきで体を揺ゆする。

　眠ねむるのを邪じや魔まされたことに腹が立たないのは、出会った当初からなにやら独特な雰ふん囲い気きを持つ先輩が相手だからだろうか。俺は彼女の言う通り上半身を起こし、ちょいと目を擦こする。

「どうしたんですか？」

「ちょっと来て」

　やはり抱き着かずに四つん這いで囁いて、常盤先輩は立ち上がる。

　さすがに「何だろうな？」とは思ったが、俺はおとなしく彼女のあとに続いて靴くつをはいて、合宿場を出た。
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　常盤先輩に連れてこられた場所はそんなに遠くなかった。

　というか、旧校舎の屋上だった。

「よく鍵かぎとか持ってましたね」

「桃ちゃんにこっそりマスターキー持ってきてもらったの」

　それって結構問題なのでは？　管理的な意味で。

　もっとも俺は先生でもなければ警備会社の人でもないので、明日の朝にでも返しておけばいいのかとテキトーに考え、そのことは頭の隅すみにやってしまう。

　で、肝心の常盤先輩はといえば、屋上の真ん中辺りまで行くと、そこにゴロンっと寝転んでしまった。それから少し頭を上げて、俺のことを手招きする。

　傍そばまで近づくと、今度は手の平を下へ――俺も寝ろ、ということなのだろう。

　指示通り屋上に直接寝そべると、手の平にザラザラとしたコンクリの感触が触ふれる。後頭部が痛くならないようにゆっくりと頭を屋上の床ゆかにつけ……見上げた空は、綺き麗れいな星空だった。

「おぉ」

　息を呑のむような……とまでは残念ながらいかないが、俺の住む町はわりかし田舎いなかなので、きっと都会に比べたらずっと星が綺麗に見えるのだろう。さすがに山やま奥おくとかと比べたら一段劣おとるのかもしれないが、それでも充じゆう分ぶんキラキラと輝かがやいていた。

「普通に見上げるよりも、寝そべった方がなんだか綺麗に見えますね」

　あとは場所も関係しているのだろう。この田舎じゃ学校の屋上より高い建物なんてまずない――隣となりの新校舎の屋上は旧校舎よりも高いが、それでも直上の視界を遮さえぎりはしない――障害物のない視界いっぱいの星空というのは、こんなにも違って見えるのか。

「屋上で夜中に星を見るミッションコンプリート」

　隣で、常盤先輩が独り言みたいに呟つぶやいた。すぐ近く同士で寝ねそべっているので、彼女の小さな声も充分聞き取れる。

「あっ、これも合宿の一部だったんですね」

「そう」

　それならば用事はもう済んだはずだが、ふたりともその場を動かない。お互たがいに確かく認にんせずとも、もう少しここで話していたいと思ったのだ。

「今日は、楽しかった」

「ですね。プールも入ったし、野球もしたし、カレーも作ったし……」

「ううん。そうだけど、そうじゃなくて」

　頭をぐりぐりと横に振る気配が伝わってくる。

「……私ね、病弱だから、ホントは体育とかほとんど出られないの。プールも、よっぽど体調のいい日じゃないと入れないし」

「あれ？　でもじゃあ、この前のプールは……？」

「あの日、私ほとんどプールには入ってないよ。桃ちゃんに止められて」

　言われてみれば俺が常盤先輩を見たのは休きゆう憩けいスペースとウォータースライダーと……あとは最後にみんなで二十五メートルプールのところに集まった時か。そういえば、あの時も彼女はプールに足をつけているだけだった。

　道理で今日彼女がプールに入ったのを見て桃音会長が怒おこったはずだ。そりゃ心配にだってなる。ふたりは幼おさ馴なな染じみだというし、きっと幼い頃から彼女が常盤先輩の面めん倒どうを見てきたのだろう。

「まあ、こんなだから運動部なんて入れないし、修学旅行にも結局行けなかったんだよね……だから、今日はすごく楽しかった」

　ごろん、と常盤先輩の顔がこちらを向く。

　ぱらりとかかった前まえ髪がみの隙すき間まから、彼女の瞳ひとみが俺を覗のぞいていた。

「これも烈火クンが軽文部に入ってくれたおかげだね」

「いや、そんな俺は」

「ううん。野球ができたのも、みんなでわいわいカレーを作れたのも、烈火クンがいてくれて、みんなが集まってくれたからでしょ？　私だけじゃ、あんな風にはならないもの。だからね……」
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　そこで常盤先輩の口がゆるやかなカーブを描いて、見み惚ほれるような微び笑しようを形作った。

「ありがとう、烈火クン」

　な、なんだろうこのむずかゆくって、こそばゆい感じ！

　真夜中の学校の屋上で、美人の先せん輩ぱいとふたりきりでいるせいだろうか。その上そんな笑え顔がおまで向けられて、妙に心臓が高鳴ってしまう！

「アバンチュール。アバンチュール。ひと夏の過あやまち」

　アールうるせえええええええええええええ！

　逆側の耳から囃はやし立たてんな！

　ツッコミたいが、ここで大声を出したら変人だ。アールが俺以外に見えないってのが本当に恨うらめしい！

　なんていう風にアール相手に気を逸そらさなければ、頭がパンクしてしまいそうな状じよう況きようだった。常盤先輩はずっと視線を逸らさないし、妙なこそばゆさはそのままだし！

　そんな本気でどうにかなってしまうんじゃ――っていう、まさにその時。

「「「「「「キャアアアッ！」」」」」」

　ドタバタバッタン！

「!?」

　突とつ然ぜん湧わき起おこった多数の悲鳴と騒そう々ぞうしい物音に飛び上がり、慌あわてて屋上の入り口の方を振り返かえると、そこにはいつから覗いていたのか合宿場で寝ているはずの面々が折り重なって倒れていた。

「な、何やってるんだお前ら？」

「何やってるはこっちのセリフよ！　何してんの烈火たちってば！」

　そう最初に叫さけんだのはイリスだった。上に乗った少女たちをはね飛ばして起き上がり、こちらに向かって詰め寄よってくる。

「そそっそうですよ常盤先輩！　こんなところで烈火とふたりきりで、いっ、いったい何の話をしてたんですか!?」

「そうじゃ！　だいたいお主ははじめに会った時から、その体でレッカをたぶらかしおって！」

　続けてつみきにロザリンド、その後ろからも続々とみんなが詰め寄ってきて、俺と常盤先輩はあっという間に彼女たちに囲まれ、あーだこーだと騒さわがれまくる。

　俺なんかはその対応に四苦八苦していたのだが。

「……クスッ」

　常盤先輩は自分の名前をたくさん呼びまくる彼女たちを見て、なんだか妙にうれしそうに笑っていたのだった。

―了りよう―







アールの特別任務　３







　夏休みも残すところあと十日ほどです。

　そろそろスパートをかけていきましょうか。

　烈れつ火かさんは今まで放置気味だった宿題を大急ぎでやっている最中ですし、この隙すきに『ヒロイン』の方のお宅にお邪魔するとします。

「ん～～～？」
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　本日最初の訪問先は～～～～。

　ダカダカダカダカダカダカ

　ジャン！

「こちらの紅あかいお屋や敷しきで～す」

　要するにロザリンドさんのお家なんですがね。

　ちょっとこの前観みたテレビの真ま似ねをしてみました。

　というわけで、サクサク入らせていただきましょう。

　外観もそうですが、相変わらず中も広いですね。

　さてロザリンドさんは三階のお部屋にいるようですがっと、あれは……？

「ほれ、早く窓を拭ふけ」

「や、やってるだろ、で、ですよ！」

　窓拭きをしているウラウラさんと、それを後ろで監督しているコロナさんを発見しました。

　ウラウラさんは『ヒロイン』ではありませんし、コロナさんはすでに調査済みですのでスルーしてもよかったのですが……つい本官は彼女たちの方へ引き寄せられてしまいました。

　だってメイドなんです。

　メイドなんですよ。コロナさんが。

　そういえばここの主であるロザリンドさんは大のメイド好きでしたね。

「あの～魔ま王おう様？　窓拭きは我、いや、私に任せて、どこかで休んでていいぞ、いや、ですよ？」

　なんだかウラウラさんすご～くへりくだってらっしゃいますね。前はもっと傲ごう慢まんな感じだったはずですが。

　やっぱり元悪あく魔まとしては、異世界とはいえ魔王をやっていたコロナさんは畏い怖ふの対象で逆らえないんですかね。

　その異世界の魔王様は「休んでていいですよ」と言われても腕うで組ぐみを崩くずさず、

「休めと言われてもな……。お前はよく仕事をサボるからと、ここの主に監かん視しを命じられたのだ」

「それもサボっちゃえばいいじゃないですか～。我、いや、私ゼッタイちくりませんから～」

「居候いそうろうさせてもらっているのだ。少しは働かねばなるまい。生あい憎にくと、お前やスズランと同じ仕事は『向いていない』と言われてしまったのでな」

　まぁ魔王ですしね。家事なんて知りもしなかったのでしょう。

　いやはや、コロナさんのメイド服姿を見られるなんて眼福でしたね。

　さて、つい寄り道してしまいましたが、今度こそロザリンドさんのいる部屋へ向かいます。

　三階に到とう着ちやくした本官はサッとロザリンドさんのいる部屋を割り出し、扉とびらを通とおり抜ぬけて中へと入りました。

　ロザリンドさんは安楽椅い子すに座すわり、天てん井じようを見上げていました。

　その視線は意外と真しん剣けんで、何か考え事をしているようです。

「ふぅ……レッカの奴め」

　ツインテールの先をイジりながら、彼女は小声で呟きます。

　烈火さんのことを考えているんですかね？　ちょっと覗かせていただきましょうか。

（アイツときたら、いつもいつもほかのおなごとばかり遊びおって……もっとワシのことを気にかけるべきではないか？）

　ん～？　プールの時も合宿の時もロザリンドさんはいたような気がしますが。

　それとも自分「だけ」を呼んで欲ほしいってことですかね？

（ワシのことを幸せにすると言ったクセに……）

　微び妙みように違ちがいますが、おおむねその通りのことを烈火さんは言ってましたね。彼かれ自身にその自覚があるかどうかは不明ですが。

　ロザリンドさんはイライラと安楽椅子を揺らします。

（それなのにワシではなく、ほかのおなごとばかりイチャイチャと……万ばん死しに値あたいする！）

　おおっ、安楽椅子がもう安楽とは思えない勢いで揺れまくってますね。

　彼女の小さな体がそのまま放り出されないか若じやつ干かんハラハラしていましたが――不意にその揺れがピタリと止まります。

（それともまさか……ワシに魅み力りよくがないのか……？）

　いやいやいやいや、とロザリンドさんは首を振ります。

　けれど烈火さんがロクなアプローチをしてこないのが――というか、あの人は誰だれに対してもロクなアプローチをしていないんですが――彼女の中の疑念を膨ふくらませるのか、ドンドン表情が青ざめていきます。

　そこへ、コンコン、とドアがノックされました。

「ご主人様。紅茶をお持ちしました」

「ああ……スズランか……入れ」

「失礼いたします」

　そう言って入ってきたのは、メイド服を着たスズランさんです。

　彼女はティーポットを載のせた配はい膳ぜん車を押おして室内へ入り、ロザリンドさんのすぐ傍まで来ると、安楽椅子の隣にあるアンティークなテーブルの上に紅茶とお茶ちや菓が子しを準備していきます。

　それにしても実に見事な手て際ぎわですね。

　元ホムンクルスのスズランさんがメイドになってまだ半年も経っていないはずですが、もはや熟練の域に達しています。よほどメイドが性に合っていたんでしょうか。

　スズランさんの作業を無感動な目で見つめていたロザリンドさんは、ふと彼女の顔を見つめます。

「……のう、スズラン」

「はい？　何でしょうかご主人様？」

「うむ、その……いや、そんなことは絶対にあり得ぬのだが、念のため、万が一に備えて、ある種の参考意見として、大事を取っていちおう聞いておきたいのだが……」

「はい」

「…………ワシに女として魅力に欠けるところがあると思うかのう？」

「率そつ直ちよくな意見と忌き憚たんのない意見どちらがよろしいですか？」

「どちらかといえば率直な……ん？　どちらも同じではないか？」

「では率直な意見を」

　ロザリンドさんのツッコミを鮮あざやかにスルーし、スズランさんは居住まいまで正してから口を開きます。

「あくまで、〝あえて〟欠けているところを挙げるならば、という意見としてお聞きください。その上で率直に申しますと、ご主人様は幼すぎるのかと」

「なっ……！　だ、だがこう見えてワシは五百歳さいを超こえて」

「年ねん齢れいではなく容姿の話です。私の中にある知識と照らし合わせると、ご主人様は致ち命めい的てきにおっぱいが足りません」

「お、おっぱいじゃと……!?」

　スズランさん、本気でストレートですね。

「四足歩行動物はお尻しりでセックスアピールをするそうです。ですが、二足歩行の人間のお尻は見えづらいため、お尻の代わりにおっぱいがセックスアピールとして機能するらしいです。その点、ご主人様は女として主張すべき器官が未発達です」

　ガーンッという効果音が聞こえてきそうなくらい、ロザリンドさんは愕がく然ぜんとしています。

　スズランさんの嫌いや味みっぽくなく淡たん々たんと事実を話しているところが、逆にロザリンドさんの心を抉えぐっているようですね。

（なんと……！　吸血鬼の間では〝夜の宝石〟とまで謳うたわれたこのワシが、よもや従者ごときにここまで辛しん辣らつな評価を下されるとは……！　いや、人間が胸の膨らみに魅力を感じるのは知っておったが、あんな物脂し肪ぼうの塊かたまりではないか！　あくまで最後に物を言うのは気品と高貴さであろうに……）

「ぐぬぬ……！」

　吸血鬼と人間の微妙な価値観の差異に呻うめき声ごえを上げるロザリンドさんでした。

　まぁ、実際のところ人間の価値観は千せん差さ万ばん別べつなので、決して胸の大きさが女性の価値に直結するわけではありませんが。おっぱいの貧富に貴き賎せんなし、です。

「ご主人様？　紅茶が冷めてしまいますが？」

　スズランさんは首を傾かしげてロザリンドさんに尋たずねますが、彼女には聞こえていないようです。

（言われてみればレッカはイリスやリアに抱き着かれると、殊こと更さら挙きよ動どう不ふ審しんになっていたような気がするのう……！　クッ！　どうすればいいのじゃ!?　吸血鬼は成長せぬ。つまりワシの胸が大きくなることは今後一いつ切さいない！　いったいどうすれば……）

　ロザリンドさんの頭の中で思考がグルグルと回ります。

「ご主人様。落ち着いてください。私は事前に〝あえて〟と言いました」

「む……？」

　スズランさんに肩かたを揺すられ、ロザリンドさんが正気に戻もどります。

「先さき程ほどのはあくまで人間の生物学的見地に則のつとったもので、ご主人様は充分に魅み力りよく的てきです」

「じゃが、ワシには胸が……」

「有利な武器を持っていることが、必ずしも勝敗を決するわけではありません」

　スズランさんに真しん摯しな眼まな差ざしで見つめられ、ロザリンドさんはようやく落ち着きを取とり戻します。

「……うむ。その通りじゃな。スズラン」

「ご理解いただけて幸いです。ご主人様」

　謎なぞの感動的場面ですね～。

　今回の任務は『心しん裏り透とう過か装置』によって、『ヒロイン』の皆みなさんが心の奥で思っていることなどを調べ、今までより詳しよう細さいなレポートを作る――つまり烈火さんに対する好感度などを報告することですので、「ロザリンドさんが胸の大きさで悩なやんでいる」というのは微妙に趣しゆ旨しからズレている気がしなくもないですが……これはこれでおもしろいのでオーケーですね。

　というか、そもそも今回の任務って何か変な気が最初からします。

　正直、各おの々おの多少の差異はあれど『ヒロイン』さんたちが烈火さんに好意を持っているのは、今まで送ったレポートで充分未来に伝わっていると思います。

　第一、「烈火さんを『ヒロイン』の誰かとくっつけて未来を救う」という本官の任務は、結局のところ烈火さん当人が誰を選ぶか、という点が重要なのです。

　つまり、「『ヒロイン』の誰だれ々だれが烈火さんをどのくらい好きか？」を調べるくらいなら、「烈火さんは『ヒロイン』の誰々をどのくらい好きか？」を調べる方がよほど有意義ということです。

　いったい未来の『機関』の方々は何を考えてらっしゃるんでしょうね？

　なんてことを本官がつらつらと考えている下で、ロザリンドさんはスズランさんが淹いれ直した紅茶を飲んでいらっしゃいます。すっかり心の迷いは晴れたようですね。

「ところでご主人様。実は私も相談に乗っていただきたいことがあるのですが……」

　ロザリンドさんの傍で控ひかえていたスズランさんが、ふと切り出します。

「ふむ。何じゃ？」

　紅茶の味を楽しみながらロザリンドさんは問い返し――

「私は子供を産んでみたいのですが、どうしたらいいでしょうか？」

「ファッ!?」

　――盛大に紅い液体を噴ふき出しました。

「い、いきなり何を言い出すのじゃ!?」

　ロザリンドさんはむせながらご自分の従者を問とい詰めます。

「ホムンクルスであった頃は生せい殖しよく機能がありませんでしたが、前々から人の持つ家族というコミュニティに興味があったのです」

「な、なるほどのう」

　なんともおもしろい話になってきましたね。

　今度はスズランさんの心の中を覗かせていただきましょうか。

「子供の作り方に関する知識はあるのですが、そういった行こう為いをなすにはまず男性の方と親密になる必要があるというのは分かります」

（波なみ乱だれ様とは良好な関係であると判断できるのですが……）

「しかし、ただ親しければそれでいいわけでもないらしく、何か一線を越こえなければその先には行けないようなのです。その基準が私には分からなくて……」

「そ、そうか……」

　ロザリンドさんは冷ひや汗あせをかきつつ頷うなずきます。

（波乱様と）

「一線を越えるにはどうしたらいいのでしょうか？」

　先程からスズランさんは目的語を明確にされませんね。本官には『心裏透過装置』があるので、対象が烈火さんであることが分かりますが。

　明確にしない理由がロザリンドさんを恋こい敵がたきだと本能的に理解しているからなのか？　それとも「そういう対象になり得る男性」が烈火さん以外にいないからなのでしょうか？

　その辺りはスズランさん自身の中でも明確になっていないようで、心を読んでも分かりません。

　ただまぁ以前のレポートでは彼女のことを「まだ人になって日が浅く、自分の抱いだいている感情の正体が分かっていない」と評しましたが、そこから少しずつ前へと進んでいる。そうと分かっただけでも収しゆう穫かくでしょうか。

　ここでの調査はもう充分のようですね。次の方へと参りましょう。




▽




　次はどの『ヒロイン』の調査をしようかと思っていたのですが、ちょうど皐さ月つきさんのお宅でおもしろそうなことをしてらっしゃるので、そちらにお邪魔することにします。

　ちなみにそのおもしろそうなことというのは――浴衣ゆかたの着付けですね。

「ハリッサちゃん。どうかしら？　苦しくない？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　この場にいるのは皐月さんとハリッサさん、それに皐月さんのお母さんですね。皐月さんのお母さんがふたりの着付けを手伝ってくれているようです。

「ハリッサちゃんが着られそうなのは、その水色のと、あとこっちのピンクの花はな柄がらのだけど、どっちがいいかしら？」

　どうやらハリッサさんが着せてもらっているのは、皐月さんのお古みたいですね。

「うーん……どっちも綺麗で迷ってしまいます」

「そう。じゃあ、両方着てみましょうか」

「はい！」

　ハリッサさんはうれしそうに浴衣を脱ぬぎ脱ぎします。

　おお……下着つけてないんですね……！

　古きよき日本の伝統を継ついでくれていて何よりです。いい物を見させていただきました。あっ、決してこれが見たくて次の調査地をここにしたわけじゃないですよ？

「う～ん……」

　一方、皐月さんの方は自分の浴衣を姿見に映しながらうなっていらっしゃいます。

　現在身に着けている帯と、手に持った帯とを見比べているようですね。

「お母さん。ちょっと」

「なぁに？」

「この浴衣、どっちの帯が合うと思う？」

　ちなみに皐月さんが着てらっしゃるのは、白地に蓮れん華げの模様が鮮やかな浴衣です。帯はそれぞれオレンジに近い黄色と紫むらさき色いろのものですね。両方とも綺麗です。

「どっちでも似合うわよ」

「もうっ！　こっちもマジメに見てよっ」

　お母さんは本官と同意見のようでしたが、皐月さんには不満な答えだったようです。それだけ真剣に選んでいるということなのでしょうね。

　ちょっとこの辺りで『心裏透過装置』を皐月さんに使ってみましょうか。

　えいっとな。

（うーん、黄色と紫、烈火はどっちがかわいいと思うのかしら……。プールの時はイリスさんと響ひびきさんに遅おくれを取っちゃったから、週末の夏祭りで挽ばん回かいしないと！）

　なるほど。水着の借りは浴衣で返すといったところですか。

　皐月さんはこういうところ、本当にマメと申しますか、つくづく献けん身しん的てきなお方ですね。烈火さんのためにこんなに一いつ生しよう懸けん命めい帯を選んでらっしゃるとは。

　こんな幼馴染がいるというだけで人生勝ったも同然でしょうに、まったく烈火さんはしょうがない人ですねぇ。

「ふぅ……」

　思わずため息が漏もれます。

　さて、愚ぐ痴ちを言い始めても仕方ありません。烈火さんがそういう人というのは、任務に就つく前に受けた講義で充分すぎるほど教えられたことなのですから。

　とりあえず、今は任務を続けましょう。

　次はピンクの浴衣を着直したハリッサさんの番です。

「わあ！　こっちも凄すごくかわいいです！」

　ハリッサさんは着付けをしてくださった皐月さんのお母さんに喜びを伝え、ご自身が着ている浴衣をうれしそうに眺ながめています。

（レッカ様。これ見たら喜んでくれるっべかなぁ？）

　おや、ハリッサさんって心の中だと異世界方言が出るんですね。

　ハリッサさんは浴衣の袖そでを振ふりながら、体をくねくねとさせて。

（もしウチの浴衣にレッカ様がメロメロになったけぇ、今夜こそウチの部屋に……）

「きゃぅぅ！」

「ハ、ハリッサちゃん？」

　突とつ然ぜん黄色い声を上げたハリッサさんに他のふたりが驚きます。

　ハリッサさんは慌てて誤ご魔ま化かし、頭の中から妄もう想そうを打ち消しました。

　ふむ。八月のはじめにアブラアムへ里帰りして長老へのあいさつを済ませて以来、少しばかり彼かの女じよは変わりましたね。

　まぁアブラアムの習慣では「長老へのあいさつ＝結けつ婚こんのあいさつ」ですから、それも当然でしょうか。

　これで「初夜」の習慣もアブラアムにあったら、本官の任務も終しゆう了りようしていたかもしれませんね～。残念ながらそうはならなかったので、ハリッサさんは毎夜ご自身の部屋のドアを烈火さんが叩たたくのを待っている感じです。

　つまるところ烈火さんとハリッサさんの生活は表面上前と変わりないのですが、彼女の側の意識が変化している状態ですかね。ハリッサさんの認にん識しきからすれば、他の『ヒロイン』さんから自分が大きくリードしている、と。

　それが今後のふたりの関係に――あるいは未来に――好こう影えい響きようを与あたえるのか悪あく影えい響きようを与えるのかは……まっ、その時になってみないと分かりませんが。

「きゃぅぅ！」

「ハ、ハリッサちゃん？」

　まぁ、今のところは妄想が先走って赤面しちゃってるハリッサさんの、そのかわいらしさをひたすら愛めでるくらいしかできることはありませんが。

　とにもかくにも、ハリッサさんの烈火さんに対する愛情は前にも増して強力になっている、と未来には報告しておきましょうか。







第三話　猫ねこ娘むすめトラブルバスター







「ほかの地底人？」

『のぞみや』で皐さ月つきやイリスと一いつ緒しよに昼飯を食べていた俺おれは、配膳をしてくれたテトラから聞いた話に首を傾げた。

「テトラたちの村……ジズ村に住んでる人たち以外にも、地底人がいるっていうのか？」

「まだ確信があるわけではないのですが……」

　お盆ぼんを胸に抱きながらテトラは眉まゆを「ハ」の字にする。

「何人かが裏山で『目の光る人間』を目もく撃げきしてるのです。ジズ村の人かと思って声をかけても逃にげてしまうらしくて、もしかしたらテトラたちとは別の場所に住んでいる地底人じゃないかって噂うわさになってるです」

「ふ～ん……」

　テトラたちとは別グループの地底人ねぇ……。

　彼女たちの住むジズ村に行くための地上の出入り口は、俺たちの通う三みつ橋はし高校の裏山にある。つまり彼女の話が真実なら、かなりのご近所に別々の地底人のグループが住んでいることになるが……。

「何かの勘かん違ちがいじゃないのか？　いくら何でもそんな近くにテトラたち以外の地底人が住んでるなんて……」

「そうは思うですが、目撃したという話は本当みたいなのです」

「むぅ……」

　そもそもテトラたちはただの地底人ではない。バハムートという獣けものの王を封ふう印いんした門を見張る守り人の子孫で、元はといえば神様が創つくった存在なのだ。

　じゃあ、テトラたちとは別グループの地底人も同じ神様が創ったのか？　だとしたら神様は何の目的で創ったんだ？　それとも全然神様も何も関係ないのか？　というか、その別グループの地底人はいったいどこに住んでるんだ……？

「うーん、さすがに情報が少なすぎて分からないなぁ」

「やっぱりです？」

「ちなみに何か実害というか、困ったこととかあるのか？」

「いえ、それはないです。さっきも言った通り、相手はすぐに逃げてしまうですから」

「じゃあ、新しく何か分かったら教えてくれ」

「はいです」

　とりあえず、そこでこの話はいったん打ち切りになり、俺は目の前の定食を片づける作業に戻る。イリスはとっくに食べ終わっていて、皐月ももうすぐ終わりそうだ。

「……ていうか、アンタたち夏休みなのに何でウチで一緒にご飯食べてるの？　みんなカバン持ってるし」

　さて急いで食べるかと思ったところで、今度は暇ひまそうにしていたつみきが話しかけてきた。おたまを手元でプラプラさせている。

　夏休みに俺たちがわざわざ一緒に外食している理由が気になったようだ。

「このあとふたりと図書館行って勉強するんだよ」

「……えっ？　アンタが図書館で勉強!?　皐月さんたちと一緒に!?」

　俺が勉強するって言ったからって、なにもそこまで驚おどろかなくてもよくないか？

「仕方ないだろ？　いい加減宿題が手つかずのままだし、ふたりに頼たのんで勉強見てもらうんだよ」

「なっ、ちょっ……何で私は誘さそわれてないのよ!?」

「え？　いやだってつみきは『のぞみや』の手伝いで忙いそがしいだろ？」

　お盆や家族旅行の時でもない限り、定食屋は夏休みも普ふ通つうに営業している。そう思ったから声をかけなかったのだが。

「そ、それはそうだけど……」

　つみきは納なつ得とくしたのかしてないのか微妙な声を上げ、しどろもどろになっている。

「……？」

　そんなに勉強会に出たかったのか？　物好きな。

　なんてことを思いつつ、俺は昼食を済ませて皐月とイリスと一緒に『のぞみや』を出た。つみきは最後まで何か言いたそうにしていた。
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　その日の夕方。

「ああ～～～疲つかれた～～～」

　勉強のしすぎで若干やつれた気がする。まぁ、おかげでだいぶ宿題も片づいたが……まだまだ残りはたくさんある。

「ていうか、受験なんてまだまだ先なのに何でこんな問題集たくさんやらされるんだよ……？」

　図書館からの帰り道を皐月とイリスと一緒に歩きながらぼやく。

「あのね烈れつ火か。まだ先といってももう高校生なんだから、そろそろ真ま面じ目めに勉強しなきゃダメよ？」

「でも面めん倒どうだしなー……」

「アタシも面倒くさーい」

　イリスが俺に同意してくれる。これで二対一。多数決的に勝利。

「まぁ、面倒でも何でも二年後には受験生だけどね」

　むなしい勝利だった……。

　皐月の正論に打ちのめされ、がっくりと肩を落とす。

「はぁ……二年後には入試制度撤てつ廃ぱいになってないかな？」

　ぼやきにぼやきを重ね、問題集が入って重たい鞄かばんのショルダーベルトをかけ直す。

　そんな風に宿題の残りを数えて嘆なげいたり、今週末にやる今年最後の夏祭りをどうするかなんて話をしていたら、イリスと別れるＹ字路まで来た。

「そういやリュンとエリシアも週末遊びに来るとか言ってたけど……っと、イリスとはここで別方向だっけ？」

「呼び出せば宇宙船はどこにでも来るから、別にこのまま一緒に烈火の家まで行ってもいいけどね～」

「そう頻ひん繁ぱんにアブダクションが起こると大おお騒さわぎになるからやめてくれ。ていうか、イリスって未いまだに宇宙船で生活してるんだな」

「楽だし。それに日本の部屋って狭せまいのよ」

「それはごもっとも」

　土地の少ない都会よりはまだマシだと思うんだけどな。

「じゃあ烈火、また明日も会おうね」

「おう……って、明日も図書館で宿題の続きか」

「烈火は家でもやっておきなさい。週末のお祭りに行けなくなるわよ？」

「うぐっ、分かりました……」

　そんな会話を最後に、今日はこのまま別れよう――と思った時だった。

「ん？」

　イリスが何かに反応する。

「どうした？」

「何か聞こえたー。人の声、かな？」

　そう言いながらイリスは耳を澄すますように口を噤つぐみ、やがてＹ字路から少し離はなれたところにある街灯の下を指差す。

「烈火。あれ！」

　彼女の指が示す先には、人ひと影かげらしきものが倒たおれていた。

「「「……」」」

　三人で顔を見合わせ、誰ともなく頷くと、全員で倒れている人の方へと小走りに駆かけていく。

　相手は帽ぼう子しをかぶっていたので顔はよく見えなかったが、体つきからしてどうも少女のようだった。

「大丈夫ですか？」

　皐月が相手をやさしく抱き起おこす……と、少女がかぶっていた帽子が落ちた。

　ピョコン

「「……は？」」

　帽子の下から現れた〝それ〟を見て、俺と皐月は思わず変な声を出だしてしまう。

　ただしイリスだけは、

「あら？　この娘こも宇宙人？」

　なんて、俺たちとはやや感性の違った反応をした。

「え？　宇宙人？　いや、でも……ん？」

「別に大銀河連れん邦ぽうじゃ珍めずらしくもないわよ――」

　イリスは気絶している少女――の頭部に生えた〝それ〟を指差し、

「――猫ねこ耳みみが生えてる宇宙人くらい」

　と言った。
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　とりあえず件くだんの〝猫耳〟少女が宇宙人かどうかはともかくとして、見たところケガをしているようだったので、ひとまず俺おれの家へ運んだ。

　ソファに寝ねかせ、皐月とハリッサに治ち癒ゆ魔ま法ほうとかをかけてもらうと、数分して少女は目を覚ました。

「……にゃッ!?」

　そして、覚かく醒せいした彼女が真っ先に示した反応は、逃とう走そうだった。

　まさしく猫のような身軽さでソファから飛び降り、窓へと直進する。勢いからして、そのまま突つき破やぶるつもりなのは明らかだ。

「って、おい！」

　反射的に捕つかまえようとした手はあっさりと空を切る。

　しまった――と思ったのもつかの間。

「もー、いきなりどこ行くのよアンタ？」

「は、離すにゃ！」

　イリスに首根っこを掴つかまれ、猫耳少女はじたばたともがく。

　だが、地球人の数倍の身体能力を持つフィネリタ星人の腕うではビクともしない。

「どうする烈火ー？　なんか暴れてるけど」

「うーん、そうだなぁ……」

　まずはこちらに敵意がないことを伝える必要がありそうだが、この様子では話を聞いてくれそうに……。

「……烈火？」

　不意にピタリと暴れるのをやめ、猫耳少女が俺の名を呟つぶやく。

　猫耳がくりくりと動いて、彼女の目と耳が両方ともこちらを向いた。

「……烈火？」

　少女はもう一度俺の名前を呼ぶ。まるで何かを確かめるように。

　……？

　そこでふと既き視し感かんを覚える。

「？　急におとなしくなったわね」

　イリスはそう言って、もう拘こう束そくの必要はないと思ったのか掴んでいた手を離す。

　猫耳少女はもう逃げようとしたりせず、反対にこちらへと近づいてきて……なんかクンクンと俺の匂においを嗅かぎ始めた。

「なっ、何だよ？」

「……」

　少女は答えずに俺の顔をまじまじと見つめてくる。

　この少女とは初対面……のはずなのだが、なぜだろう、そのくりくりと動く目と耳のクセに見覚えが……。

　少女はふと俺から視線と耳をはずし、今度は皐月の方をまたくりくり。

「……皐月？」

「え？」

　突然名前を呼ばれ、皐月がぎょっとする。

　あれ？　皐月の名前を何であの少女が知っているんだ？

　俺と皐月と目の前の猫耳少女に何か接点があるのか？

　猫耳少女……猫耳……猫？

「あ――」

　俺。皐月。猫。

　この三者もとい、ふたりと一匹ぴきを結ぶ記き憶おくなら、ひとつある。

　それはずっと昔の子供の頃ころの記憶。

「――アイか？」

　それは昔ふたりで神社の縁えんの下したで世話をしていた子こ猫ねこの名前だ。

　アイと呼んだ瞬しゆん間かん、猫耳少女はパァーッと表情を明るくして、

「にゃん！　やっぱり烈火だにゃん！　久しぶりだにゃあ！」

　と、子猫の頃のように俺の胸に飛び込んできて、うれしそうに耳をぱたぱたさせた。
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　拾ってきた猫娘の正体はやはり、昔俺と皐月が拾った子猫――アイのようだった。

「えーと……つまりアイは妖よう怪かい？　だったのか？」

　そう尋ねると、アイはその名前の由来にもなった藍あい色いろの猫耳をくりくりと動かし、首を横に振る。

「だったっていうか、なったのにゃ」

「なった？」

「私も最初は普通の猫だったにゃ。でも、にゃんか気がついたらこうなってたにゃ。私みたいなのを猫ねこ又またっていうらしいにゃ」

「へぇー、猫又ねぇ」

「猫又はみんな尾おっぽがふたつになるにゃ、ほらにゃ」

　アイはこちらにお尻を突き出し、短い丈たけのズボンを少しずり下ろすと、その中に隠かくしていた二本の尻しつ尾ぽを露出させる。

「にゃ？」

「あっ、いや、分かったから！　早くズボンを上げるんだ！」

「？」

　アイはキョトンとした顔を傾けさせる。

「いや、ホント頼む！」

　なぜならズボンを下ろしたせいでお尻が半分見えてるから。それと後ろにいる三人の少女が凄く俺のことを睨にらんでるから。特に後者の方が緊きん急きゆう性せいは高い。

「昔助けた動物が美少女になって帰ってくるとは、やや古典的ですが烈火さんはその辺りも手て堅がたく押おさえていますね」

　未来人はアゴに指を当てて、いつも通り。

　アイはズボンを戻すと、再びこちらに向き直る。

「それにしても烈火も皐月も大きくなったにゃ。最初分からなかったにゃ」

「アイは変わったな」

　姿形的な意味で。

「いちおう、元の姿にも戻れるにゃ。みんなも普ふ段だんはそれで生活してるにゃ。町に来る時は人の姿になるけどにゃ」

「？　何で？」

「尾っぽがふたつの猫なんてめだつにゃ。人の姿になれば尻尾は服の中に隠せるし、耳も帽子かぶればいいにゃ」

「なるほど」

　猫は服を着れないしなぁ。

　考えてるんだなーと俺は感心して頷く。

「ところで、何でケガしてたんだ？」

「あ……それは……」

　途と端たんにアイはにゃむにゃむと口ごもる。

　深刻そうな様子に、俺もつい前のめりになる。

「何かあったのか？　俺にできることがあれば力になるぞ」

「にゃん……烈火と皐月になら話してもいいんにゃけどにゃ……」

　アイはチラリとイリスとハリッサを見やる。ふたりがいると話しにくいということだろうか？

「何よーアタシたちはダメってわけ？」

「私たちの問題にあんまり人間を介かい入にゆうさせたくないのにゃ。ヘタに騒さわがれると、あとあと困るのは私たちの方だにゃ」

　俺と皐月には昔の恩があるから信用してもいいということなのだろう。

　アイにそう言われてハリッサはおろおろし始めるが、イリスはぷくっと頬ほっぺたを膨ふくらませて。

「その耳とか尻尾の秘密がバレると困るってこと？　だったら――ほら」

　何をするのかと思えば、イリスは普段体の中に隠している尻尾をスカートの間からにゅっと出してアイに見せつけた。

「アタシだって尻尾くらい生えてるわよ」

「にゃにゃ!?　お、お前も妖怪なのかにゃ!?」

「宇宙人よ」

　腰こしに手を当て、胸をバーンッと張って、イリスは堂々と告げる。

「……いや、あの……イリス？　スカートめくれてるから早くしまってくれ」

　今度は皐月とハリッサの形相が凄いことになってるから。

「まっ、まぁ俺の周りってこんな感じでな。実は――」

　驚きよう愕がくの表情で固まっているアイに俺は『波なみ乱だれの血筋』について簡単に説明する。

「――というわけで、俺の仲間は信用してくれていいぞ。基本的にみんな非常識なことに慣れてるから、おもしろ半分にアイのことを言いふらしたりしないって」

「わ、分かったにゃー……」

　一度に与えられた情報量が多すぎたのか、アイは目をぐるぐるさせて、はにゃはにゃしながらかろうじて頷いた。

「えっと……話は、アイがみんなと一緒に山を下りたところから始まるにゃ」

　しばらくして気を取り直したアイは改めて話し始める。

「みんなっていうのは、猫又の仲間たちか？」

「そうにゃ。猫又はみんなで一緒に暮らすにゃ」

「猫ってのは一匹が好きかと思ってたけど、猫又は違ちがうのか？」

「尾っぽが二本だとなかなか生きづらいからにゃー……まぁ、それは置いとくにゃ」

　右と左の尻尾を別々に揺ゆらし、アイは話を続ける。

「でにゃあ、実は私たちが住んでる山に最近やたらと人がたくさん出入りするようになってにゃ。見つかったら大変なことになるから山を下りることにしたんにゃけど、そこで別の妖怪たちのグループといざこざになってにゃ……私以外の猫又はみんな捕まっちゃったにゃ」

「なんだって？」

　俺は思わず声を大きくした。

　仲間が全員捕まったって――一大事じゃないか！

「にゃん。私だけはなんとか逃げ出したんにゃけど……行くアテもなくて、途と中ちゆうで倒れてしまったにゃ」

　そこを俺たちに助けられたのか。

　状じよう況きようは把は握あくした。

「よし。それじゃ、早くアイの仲間たちを助けにいこう」

「……いいのかにゃ？」

「いいのかにゃって、いいに決まってんだろ」

「でも、縁の下にエサを持ってきてくれるのとはわけが違うにゃ。烈火たちもケガするかもしれないにゃ」

「大丈夫だって」

　もっととんでもない事態に巻き込まれたことだってあるし、それに姿形が変わったからって、困っているアイを見捨てる選せん択たく肢しなんて端はなっからない。

「あ、ありがとうにゃ……け、けど無理はしないで欲ほしいにゃ」

　アイが何度も注意を促うながすのももっともだ。

　いつもより規模は小さいとはいえ荒あら事ごとは荒事……捕まった彼女の仲間がどうなるか分からないから急ぐ必要はあるが、何の準備もナシにというのは無防備すぎる。

　そんな時、ふと思いつくのはとある人物の顔。

「……そうだな。じゃあこういう時は〝専門家〟に相談してみるか」
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　目的の人物に連れん絡らくを取ってみると、偶ぐう然ぜんにも『のぞみや』で夕飯を食べているところだったと言うので、俺たちはアイに帽子をかぶらせ、商店街の定食屋へと足を運んだ。

　ガラガラと戸を開けると、俺たちがやってきたのに気づいたテトラが反応する。

「いらっしゃいませです」

「あれ？　烈火たちじゃない。今度は夕飯？」

　厨ちゆう房ぼうのカウンターから身を乗り出して、つみきもこちらに声をかけてくる。

「って、増えてるわね。テーブル空いてるかしら？」

　俺の後ろから入ってきた皐月、イリス、ハリッサ、アイを順に見やり、つみきは店内に視線を巡めぐらす。五人で座すわれるテーブルがあるか確かく認にんしたのだろう。

「いや、今度は――」

「よう、問題児」

　俺が用件を告げる前に、横合いから声をかけられた。

　振り向むけば、そこにはカラの皿が並んだテーブルに肘ひじをついた眼帯少女の姿が。

「桃もも音ね会長。あんまり近所でその呼び方しないでくださいよ」

　学校の生徒会長に問題児呼ばわりされてるのを、もし顔見知りの人に聞かれたらと思うと冷ひや汗あせが流れる。

「そりゃ悪かったな。で、オレに頼みたいことというのは何だ？」

　桃音会長はこちらの抗こう議ぎを受け流し、さっさと本題に入る。

　幽ゆう霊れいや妖怪の専門家といえば、この国では僧そう侶りよや巫み女こと相場が決まってる――家が神社で自身も巫女で、さらに霊れい視しという能力まで持つ桃音会長はまさにうってつけの相談相手だ。

　俺たちは彼女と同じテーブルの椅い子す――足りない椅子はテトラが持ってきてくれた――に座り、少し声を落としてことの次し第だいを説明する。

「ふーん、猫又と他の妖怪が諍いさかいねぇ……」

　つまようじを咥くわえながら、桃音会長はアイに視線をやる。

「まぁ、なんだ。お前の仲間が弱くてよかった」

「……それはどういう意味にゃ？」

「怒おこるな。ホントによかったと思ってるんだよ。無む駄だに力が拮きつ抗こうしてて戦いが長引けば、人間にも被ひ害がいが出ていたかもしれない。そうしたらもう専門家オレたちはお前らをまとめて駆く逐ちくしてたぞ」

「……！」

「ちょっ、桃音会長？」

　俺は慌あわてて話に割り込むが、桃音会長は鬱うつ陶とうしそうに手を振る。

「だから運がよかったんだよ。この辺で妖よう怪かい絡がらみの異変が起こればウチの爺じじいのとこに報告が来る。それがないってことは被害らしい被害も出てないってことだろ。野生の熊くまだって人里に下りてこなきゃ撃うち殺ころされないのと一緒だ。百パーセントじゃないがな」

「えっと……つまり、協力してくれるんですか？」

「どうするかねー。妖怪同士の諍いの仲ちゆう裁さいなんぞ、微び妙みように管かん轄かつ外という気がしなくもないが……」

　桃音会長はテーブルに肘をついてアゴを載のせ、つまようじをピコピコさせる。

「……そういえばお前『山から下りてきた』と言っていたが、それはどの辺の山だ？」

「この近くの、人間の学校のすぐ裏にある山だにゃ」

「ほう……そりゃたぶんオレの学校の裏山だな」

　要するに俺たちも通う三橋高校のことだ。

　それを聞くと桃音会長はなぜかニヤリとして、つまようじを灰皿に捨てた。

「さて、行くか。案内しろ猫又」

　どこへ、と聞く必要はなさそうだ。これまでの話の流れで、アイに案内させる場所なんてひとつしかない――彼女の仲間が捕まっている場所だ。

　しかし、どうにも解げせない。なぜ急に桃音会長はやる気になったのか？

　それを尋たずねると、彼女は、

「前にも言っただろ。オレはあの学校の生徒会長で、あの学校はオレのものだ。そこで起きた問題はオレが解決する――その範はん囲いを、たまには裏山まで拡大してもよかろう」

　なんて言って、やはり笑った。

　随ずい分ぶんと持って回った言い方だが……要するに助けてくれるということだろう。遠回しな言い方をするのは照てれ隠しか？　それとも専門家として管轄外の仕事に介入する口実を作るためか？

　まぁ聞いても答えてくれないだろうから、勝手に後者だと思っておこう。

　それはつまり、わざわざ自分に言い訳してまで、俺たちに手を貸してやろうと桃音会長が思ってくれたということだから。

「ちょっと烈火！　ウチを待ち合わせ場所に使うなら何か食べていきなさいよ！」

　早さつ速そく出て行こうとする俺につみきが文句を言う。

「スマン。今は飯食ってる暇はないんだ」

「ふーん……」

　つみきは半目で俺を睨むが、後ろにいるアイを見て、また何かあったのだと察してくれたようだ。

「それじゃあ交こう換かん条件」

「条件？」

「あ、明日の勉強会に私も交ぜなさい」

　なぜか少し怒った口調でつみきは俺の顔におたまを突きつけてきた。

　そういや昼間に勉強会の話をした時に、妙みように気にしていたが。

「店の手伝いはいいのか？」

「たっ、たまには休みくらいもらえるわよ」

「そっか。来てくれるならもちろん歓かん迎げいするって。人数は多い方がはかどるしな」

「よ、よし。言ったわね。もう取り消せないわよ？」

　取り消す気もないのだが、つみきはやたらと念を押してきた。

「おい、さっさと行くぞ問題児」

「あ、はい。じゃあ、また明日な、つみき」

「ん……また明日」

　つみきはこくりと頷うなずいて、おたまを振って俺たちを見送ってくれた。

　先に行っていた桃音会長は、追いついてきた俺を見て――なぜか呆あきれたような顔をする。

「お前はなんというか、周りをやきもきさせる天才だな」

「はい？」

「なあ？　お前らもそう思うだろ？」

「な、何のことですか会長？」

「アタシも知らなーい」

「……うー」

　桃音会長の問いかけに三者三様の反応をする皐月とイリスとハリッサを見て、俺は首を傾かしげた。
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　俺たちの住んでいる町は何度も言うように田舎いなかで、駅前と国道沿いから離れれば離れるほど人家が減って、田んぼや何でもない空き地が増える。

　そうした土地のド真ん中に、ロザリンドの屋や敷しきがある丘おかにかつて建っていた廃はい工こう場じようが使っていた倉庫群がある。当然、工場が閉へい鎖さになったのだから倉庫も使われていない。

　アイが案内して指差したのはそんな倉庫群の中のひとつだ。

「あれにゃ。あの中にゃ」

「あそこにお前のお仲間が捕まっているのか」

「そうにゃ」

　桃音会長は一度家に帰って取ってきた木刀で肩かたをぽんぽんと叩たたく。

「そういや聞き忘れてたが、相手の妖怪ってのはどんな奴やつらだった？」

「んーーーーー」

　アイはたっぷりと頭をひねる。

「いっぱいにゃ！」

「猫なのに鳥頭か貴様」

　桃音会長はわざとらしく肩を竦すくめた。

「？　アイは猫だにゃ？」

「だろうな」

　桃音会長は俺の方を見る。

「行くぞ」

「もう行くんですか？」

「あんな倉庫ひとつに人ひと質じちと一緒に入れるなら数はたかが知れてる。霊視で見るに、強力な妖怪の気配もない。時間を置いても仕方ないだろうし、オレは早く帰って風ふ呂ろに入りたいんだ」

「あー……了りよう解かいしました」

　まぁ時間が経たつとアイの仲間が危ないかもしれないし、会長の言う通り即そく断だん即そつ決けつで救出に向かう方がいいのかも。

「ハリッサは倉庫の外で待って、あとから何か来ないか見張っていてくれ」

「分かりました」

　ハリッサを残し、俺たちは桃音会長を先頭に件の倉庫の扉とびらへと向かう。

「猫又。お前はここで待ってろ」

「な、何でにゃ!?」

「声がデカい……いいか？　お前と一緒に突とつ入にゆうすると、捕まってる猫又どもを人質に使われる可能性が高まる。かといってお前がいないと助けた猫又どもが、オレが妖怪をまとめて退治しに来たと勘違いするかもしれん。だから、オレたちが他の妖怪を制圧したあとでお前は入ってこい」

「……にゃにゃ？」

「大だい丈じよう夫ぶだから。俺おれたちに任せて、安全になったらアイは入ってきてくれ」

「分かったにゃ！」

　俺がフォローするとアイは素す直なおに頷く。

　だが、そのやり取りを見て、桃音会長はおもしろくなさそうな表情を浮うかべる。

「そういえば問題児。これ、貸しひとつだからな」

「え？」

「その内返してもらうから覚かく悟ごしておけ」

　なにそれ怖こわい。

　しかし、俺が言い返す間もなく桃音会長は倉庫の扉を開けてしまう。

「あっ、ちょ！」

　慌てて俺たちも中に入り――そこにいた妖怪たちと相対した。

「に、人間!?」

「何でこんなとこぎゃに!?」

「あぼぼぼぼおぼぼぼぼぼぼぼ！」

「うんがったうんがったうんがった」

　それはまるで妖怪博覧会。

　百ひやつ鬼き夜や行こうなんて言葉があるわけだし、それに比べればグッと数は少ないが、倉庫の中には人の言葉を喋しやべるタヌキや魚頭の人間、飛ぶ人頭や火の玉に、水が溢あふれ続けるひしゃく、顔がなく肉の塊かたまりみたいな四し肢しと胴どう体たいの人間、脚あしの生えた傘かさや桶おけに入った幼女などなど……まぁつまりいろんな種族の妖怪が一堂に会している。

　その奥おくの方にアイと同じく猫耳の人たちが縄なわで縛しばられ転がされていた。

「おおう……」

　前に響ひびきと妖怪だらけの異世界に行ったことのある俺は、驚きこそしたもののなんとか息を呑のむだけで動どう揺ようを堪こらえた。イリスは宇宙に存在する様々な種族と会った経験があるゆえか、ちょっと彼かれらの姿形に引く程度で済んでいた。専門家の桃音会長はほぼ無反応。

　だが。

「きっ……キャアアアアアアアアアアア!?」

「うおっ!?　さ、皐月!?」

　居並ぶ妖怪たちですら耳を――手のある奴は――ふさぐほどの大絶叫を上げ、皐月は全力で俺の腰にしがみついてきた。

　そういや前に常盤ときわ先せん輩ぱいを幽霊と勘かん違ちがいした時も、彼かの女じよはこんな反応を……！

「さ、皐月！　怖いの苦手なら何でついてきたんだよ!?」

「油断してたの！　アイが全然怖くなかったから、ほかの妖怪もそんな感じだと思って油断してたの！」

　皐月は閉じたまぶたをほんの少しだけ開け、チラッと妖怪たちの姿を再確認して、

「イヤァ！　ヤダァ！　助けて烈火ぁ！」

　さっきよりさらにキツくギュッと目を閉じて、テコでも離れないという風に俺の腰に回した腕に力を込める。それはもうほとんど締しめ上げるような強さで……。

「おぐッ！」

「ちょっと皐月！　烈火から離れなさいよー！」

「いっぃぃいやああああああ！」

「お前ら何しに来たんだ？」

　桃音会長が呆れた顔をする。

「なっ、なんかよく分からんがおいらたちがここに住んでることを、人間に知られるわけにはいかん！　全員かかれ！」

「「「おおおー！」」」

　どうやらリーダーらしきタヌキの号令によって、妖怪たちが一いつ斉せいに俺たちに襲おそいかかってくる。

　しかし。

「さ、皐月！　離れてくれ！」

「だめええええええ！」

「烈火！　いい加減皐月から離れて！」

「え!?　俺が悪いの!?」

　桃音会長を除いた俺たち三人はまるで対応できていない。

　で、唯ゆい一いつ身軽な桃音会長は右目の眼帯をはずし、再度ため息。

「問題児」

「は、はい？」

「貸し、二だ」

　言うや否いなや、彼女の持つ木刀が閃ひらめいた。

　瞬間、こちらへ飛びかかろうとした妖怪たちがまとめて薙なぎ払はらわれる。

「スゴ……」

　何じゃそりゃと思うくらい桃音会長は強かった。

　彼女が木刀を振ふるう度に、妖怪たちが次々と打うち倒されていく。

　よく見れば彼女の持つ木刀は全体がわずかにだが発光していた――それは彼女の右目と同じように、常に明めい滅めつと色の変化をくり返している。
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「あギャッ!?　手、手に負えんぎゃあ！」

「ど、どうすっべ、ポンさん!?」

　空飛ぶ人頭に問われたタヌキ――ポンさんは未だにアホやってる俺たちを指差す。

「こっ、こうなったらあっちの弱そうな奴らを人質にするんだ！」

　実は後ろにいる猫又たちも人質になるのだが、それを向こうは知らない。桃音会長の狙ねらい通りだ。

　とはいえ、それが最後の活路だと妖怪たちは全力で俺たちを狙い始め、

「チッ！　行ったぞ問題児！」

　ついに桃音会長の手をすり抜ぬけ、空飛ぶ人頭がこちらへ突とつ進しんしてくる。

「いやあああああ！　一番怖いのがきたあああああ！」

　皐月は涙なみ目だめで悲鳴を上げる。

　俺も彼女に抱だき着つかれて動けない。

　そこへ人頭が襲いかかってくるが、

「邪じや魔まよ！」

「へヴんッ!?」

　イリスが放った回まわし蹴げりが人頭を吹ふっ飛とばした。

「「「ヒトウさーん！」」」

　床ゆかに転がって白目を剥むいている人頭の名前を妖怪たちが合唱する。

「おお、なかなかいい蹴けりだな」

　桃音会長は笑ってイリスを褒ほめ、さらに木刀を振るって妖怪たちを叩きのめした。
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　十分後。

　立ち向かってきた妖怪たちを全員叩き伏ふせ、桃音会長は木刀の先でドンッと床を突く。

「さて、そっちの集団の代表はお前でいいのか？」

「……」

　桃音会長に見下ろされ、タヌキのポンさんは黙だまって頷く。

　彼（？）の後ろでは木刀で打ちのめされた妖怪たちが身を寄せ合い、ぶるぶると震ふるえていた。

　なんか俺たちが悪者になった気分……。

　ちなみに猫又たちはすでに解放してあり、アイや周囲を警けい戒かいしていたハリッサも倉庫の中に入ってきていた。猫又たちは多少のケガこそあったものの、基本的にみんな無事だった。

「オレはそっちの男に頼たのまれ、お前らが起こした諍いの仲裁に来た。問答無用に討滅しに来たわけではないから安心しろ」

「……本当か？」

　ポンさんの問いに桃音会長は首しゆ肯こうする。

「この辺で起きる異変関連を担当してるウチの爺は元々、害のない妖怪には手を出ださない方針だ。孫のオレもそれに従う」

「じゃあ嬢じようちゃんはあの吉き備び神社の〝鬼おに斬ぎり〟の孫か……道理で強いわけだ」

　得心がいったようにポンさんはため息をついた。それには若じやつ干かん、安あん堵どの色も込められていて、桃音会長の言が本当だと納なつ得とくしたのだろう。

「おい猫ねこ娘むすめ。こっちに来い」

「はにゃっ！」

　桃音会長に促され、アイが猫又たちの群れから出てくる。

「まず猫又の事情から聞く。何でお前ら山を下りた？」

「それは……最近山に出入りする人間の数が多くなって住めなくにゃって、新しい住すみ処かを探しに来たにゃ……」

「なるほど」

　次に桃音会長はポンさんを見やる。

「この辺は土地が有り余っていそうだが、こいつらを受け入れることはできないのか？」

「……今の世の中は、どこも妖怪にとって生きづらい。特に人間たちの中に溶とけ込む術のない奴らは寝ね床どこに苦労する。昼間も夜も人の目につかない場所ってのは限られるんだ」

　そう言ってポンさんが振り返かえる先には、どこからどう見ても人間には見えない妖怪たち……確かに彼らが人の中に紛まぎれ込むのは難しそうだ。

「それに食くい扶ぶ持ちの問題もある。食しよく糧りようの豊富な土地にはとっくに別の妖怪たちが縄なわ張ばりを持ってて、おいらたちが住めるのは極ごく限られた土地だけだ。だからこいつらのことはおいらが……」

　そこでいったん言葉を切ると、ポンさんは頭に木の葉を載せて「むんっ！」と気合いを入れ――たちまち三十代くらいの男の人に変身してみせる。

「……こうやって人に化けて、町で必要なもんを手に入れてるんだ」

　言い終わると、ポンさんはまたタヌキの姿に戻もどった。

　特別に強そうでもない彼が、この集団のリーダーをやっているのはそういうことか。

「だがおいらだけじゃ手に入る物資も限界がある。とてもこれ以上の数を養えない」

「なら猫又どもにも手伝わせたらどうだ？　こいつらなら人の中に入るのも容た易やすいだろう」

　桃音会長は提案するが、ポンさんは……首を横に振る。

「……ダメだ。そうしたらここにいる全員が猫又を頼たよる構図になる。最初はいいかもしれないが、その内おいらたちは猫又たちに逆らえなくなっちまう」

「奴ど隷れいにされるのはごめん、というわけか」

「私たちはそんなことしないにゃ！」

「どうかな？　猫ねこは縄張り意識の強い生き物だろ」

　アイの否定にもポンさんは懐かい疑ぎ的てきな姿勢を崩くずさない。

　うーん、話は平行線だ……。

「皐月。どう思う？」

「アイを疑うつもりはないけど、あっちのタヌキさんの言い分も理解できるわ。自分たちの生命線を一部の種族に握にぎられるのは不安でしょうね」

「けど今だってあのポンさんが必要なものをほとんど全部集めてるんだろ？　だったらアイたちに手伝ってもらった方が……」

「そこは信しん頼らい度どの差もあるし……それに、たとえば猫又たちの協力で今より多くの物資が手に入るようになって――つまり今より〝贅ぜい沢たくできる〟ようになって――もし突とつ然ぜんそれを止められたら？」

　一度覚えた贅沢は簡単には捨てられないのよ、と皐月はつけ加えた。

　贅沢を続けるには猫又たちに頼るほかなく、結果として他の妖怪たちは猫又のご機嫌を取らなくてはならなくなる……桃音会長が言った「奴隷」っていうのはそういう意味か。

　アイはなおも言い募っているが、ポンさんはやはり難しい表情のままだ。

　彼らを説得してここに猫又たちを住まわせてもらう交こう渉しようは難航しそうだ……ん？

　そういえば……。

「アイ」

「にゃ？　なんにゃ？」

「そういや何で最近になって人がよく山に出入りするようになったんだ？」

　俺は桃音会長に視線を移す。

「桃音会長。ウチの学校の裏山で最近何か変わったことってありましたっけ？」

「……そういえば特に人が出入りする理由が思い当たらないな。これといって山に人が入るイベントも催されていないはずだし、町が山を切り開いて開発を進めるような計画を立てているなんて話もない」

「ですよね」

　この数ヶ月の間に俺も何度か裏山に入ったことがあるが、人の手が入った様子なんて微み塵じんもなかった。

「どういうことだ？　オレにウソをついていたというなら容よう赦しやせんぞ？」

「ウ、ウソなんてついてないにゃ！　ホントにたくさん、それこそ毎日のように人間が山に入ってくるようになったにゃ」

　慌てた様子のアイは手をバタバタと振って大変さをアピールする。

「毎日……ってことは、何か目的があるってことですよね？」

「しかもその『たくさんの人間』の目的は全員同じだろうな。となれば、そいつらに何か〝共通点〟があってもおかしくはないが……」

「アイ。その山に入ってくる人間たちに何か共通する特徴ってあるか？」

「あ、あるにゃ！」

　猫耳をピーンと尖らせ、アイは言う。

「あの山に入ってくる人間たちは、みーんな〝目が光る〟にゃ！」

「「「「目が光る？」」」」

　俺、皐月、イリス、ハリッサは「目が光る人間」と聞いて顔を見合わせた。

　思い浮かぶのはついさっき『のぞみや』で会ったばかりの少女の顔だ。

「どうしたんだ？　波乱烈火」

　ひとり怪け訝げんそうに桃音会長が尋ねてくる。

「えーと……なんか、たぶんですけど、俺にならその問題解決できそうです」

　俺は頭を掻きながらそう答えた。
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　それから三日後。俺は自室で残りの夏休みの宿題を片づけていた。

　コンコン

　と、不意に窓を誰だれかがノックする。

　……って、ここ二階なんだけど？

　訝しみつつ窓の外を見ると、そこには帽ぼう子しをかぶったアイの姿があった。

「どうしたんだ、アイ？　ていうか、ここ二階だぞ」

「にゃー。私は猫にゃ。屋根にのぼるくらい簡単なことにゃ」

　その言葉の通り、アイは一階の屋根を伝って俺の部屋の窓まで来たようだ。

「よく俺の部屋が分かったな？」

「ここだけ明かりがついてたにゃ」

　要は当てずっぽうか。まぁ、ハリッサはとっくに寝ねてるだろうから、彼女の部屋に行かなくてよかったけど。

「入っていいかにゃ？」

「ん。靴くつ脱げよ」

　アイは素直に靴を脱いで俺の部屋に転がり込む。

「おお！　ベッドだにゃ！　ふかふかにゃ！　寝ていいかにゃ？」

「来ていきなり寝るんかい！」

「猫はいつでも寝てばっかりだにゃ」

　にゃははと笑い、アイはごろんっとベッドに横になった。

　だがさすがにまぶたまでは閉じず、その目を俺へと向けてくる。

「烈火ー」

「ん？」

「頭撫でて欲しいにゃー」

「何で？」

「撫でて欲しいだけにゃー、昔みたいに」

「―――」

　昔って……皐月と一いつ緒しよに神社で世話してた頃ころのことか。

　そう言われたら断れないよな。

　俺はベッドに近寄って端に腰かけ、横になっているアイの猫耳の間を撫でる。

　毛並みを撫でるのと髪かみの毛を撫でるのではやはり勝手が違うが、撫でている内に段々アイはベッドの上でふにゃーっとなっていった。

　彼女は顔を傾けて、今度は耳の裏を俺の手に擦りつけてくる。

　俺は彼女の望むがままに撫でてやった。

「ごろごろ」

　ノドをカリカリとかいてやると、本当にうれしそうに目を細める。

　……頼んだら猫の姿に戻ってくれるかな？

　できればもふもふしたい。猫充的な意味で。

　そんなことを半ば本気で考え、わりと真しん剣けんに頼もうかと検討していたところで、ふとアイが目を開けて俺を見やる。

「烈火。ありがとにゃー」

「うん？　別に撫でるくらいいいさ」

「そっちじゃないにゃー。あの……何て言ったっけ……ああ、地底人だっけかにゃ？　あの目の光る人間たちとアイたちの間を取り持ってくれて」

　ああ、と思って俺は頷く。

　数日前にアイたち猫ねこ又またが山の住処を離はなれ、地元の妖よう怪かいたちといざこざを起こした件――猫又たちが山を下りた根本的な原因を聞いた俺たちは、すぐに閉店間ま際ぎわの『のぞみや』へと取って返した。

　テトラが言っていた「テトラたち以外の地底人」という話を思い出したのだ。

　地底人と猫又にはとある共通点がある――目が光ることだ。

　そして、地底人代表のテトラと猫又たちを引き合わせ、相互に話し合いをさせた結果お互たがいの疑問は解消された。

　ジズ村の地底人が裏山で見たのは、暗闇で目を光らせた猫又であったこと。

　同じく猫又たちは目の光る地底人を「同じ猫又だ」と思い込んで不用意に近づき、耳や尻しつ尾ぽがないことに気がつくと逃にげ出していたこと。

　ジズ村への出入り口は裏山にあるのだから、人の出入りが多くなるのは当然だ。地底人たちの多くはテトラと同じようにアルバイトを始めていたので、それこそ毎日のように地上と地下を往復している。それが猫又たちの不安を増大させていたようだ。

　猫又と地底人は話し合いの結果、それぞれの秘密が外部に漏れないように留意する協定を結んだ。ほかにも「猫又の物資の調達を地底人が手伝う」「ジズ村への出入り口が一般人にバレないよう猫又たちが交替で見張る」なども協定には盛り込んであり、お互いに利益のある話し合いになったみたいだ。

　――それと猫又たちと喧けん嘩かした妖怪たちだが、桃音会長が少しばかり面めん倒どうを見てやるそうだ。「対価にたっぷりとこき使ってやろう」とか言っていたので、多少不安ではあるが。

　まぁそんな感じで今回のお話も丸く収まったのだった。

「烈火はいつでも私を助けてくれるにゃー」

「たまたまだって」

「何かお礼がしたいにゃー」

「お礼？」

「私にできることなら何でもいいにゃよ？」

　そう言って、なぜか期待するような目でアイはこちらを見上げてくる。

　何でもいい、か……。

　俺は少女の姿をしたアイの全身をもう一度眺め――熟考の果て、結論を出す。

「アイ――」

「ごろにゃん」

「――一回猫の姿に戻って、思う存分もふもふしていいか？」

　どんがらがっしゃんとなぜかアイはベッドから転げ落ちた。

　一部始終を見ていたアールが、それはもう盛大にため息をついて、

「やれやれですね」

　と呟つぶやいた。

―了りよう―







アールの特別任務　４







「ほら！　早くやらないと明日の夏祭りに行けないわよ！」

「ぴゃぁぁぁ！」

　……というわけで、今回はシャーリーさんたちが住むお宅にお邪魔しているわけですが、ちょうどファムさんが泣きながら数学の問題集を解いているところでした。

「まったく！　自由研究と読書感想文は自分でやっておくようにって言ったのに！　どうして今日まで放っておいたの!?」

「だって本読むと眠くなるんだもん！」

「だってじゃない！」

「あうぅぅ……」

　怒られてヘコむファムさん。

　そこで少し言い過ぎたと思ったのか、シャーリーさんはふぅとため息をついて肩の力を抜きます。

「ファムは午前のお勉強タイムも度々抜け出してたんだから、数学と英語のドリルだってまだ終わってないんでしょう？　このままじゃ本当にお祭り行けないわよ？」

「うぅぅ、お祭り行きたい……」

「だったら頑がん張ばりなさい」

「分かってるよー！」

　半泣きのままファムさんは数式と睨めっこしていますが、進捗具合はあまりよろしくないようですね。

「頑張ってくださいファムさん。私も手伝いますから」

　そんな彼女の様子を見かねたのか、レインさんがそう申し出ます。

「うぅ～ありがとレイン～」

「レイン。教えるのはいいけど、あなたが代わりにやっちゃダメよ？」

「分かってます」

「さて、それじゃあ私は自由研究の題材でも探してきましょうか。一日でやれるものとなると限られてくるけど……」

「シャーリーもありがとう」

「はいはい。頑張って終わらせて、明日のお祭りにみんなで行きましょうね」

「うん！　烈れつ火かにーちゃんと花火観みるんだ～」

「「……！」」

　ファムさんの何気ないひと言にレインさんとシャーリーさんが反応します。

「……ファムさん。いつの間にそんな約束を烈火さんとしていたのですか？」とレインさん。

「え？　えーっと、この前にーちゃん家でゲームした時かな」

「つまり宿題をサボって烈火の家に遊びに行った時ってことね」とシャーリーさん。

「え？　う、うん」

「「……」」

　途と端たんにレインさんとシャーリーさんが怖い顔になります。

「……どうするレイン？　ふたりでアイス食べながらテレビでも観る？　観たいドラマあったでしょ？」

「迷いますね」

「えっ、えぇぇええ!?」

　唐とう突とつなふたりの裏切りにファムさんが悲鳴を上げます。

　いやまぁ裏切られた理由は明白なんですが、彼女はいまいち分かっていないらしく。

「なっ、何でだよー!?　さっきまで手伝ってくれるって言ってただろー！」

「「うーん……」」

　レインさんは頬ほおに手を当て、シャーリーさんは腕うで組ぐみをして、それぞれ考え込みます。

　沈黙するふたりを見て、さらに泣きそうになるファムさん。

　何気に今のは烈火さん絡がらみの思おも惑わくが絡んだ話題でしたし、ここはレインさん・ファムさん・シャーリーさんの順に、それぞれ考えていることを覗のぞかせていただきましょうか。

（ファムさんったらズルいです！　またそんな抜け駆けして烈火さんと遊ぶなんて……！　それとも私が奥手すぎるのでしょうか？　けれどお母様も女性はお淑やかさが大事と仰っていましたし……ああ！　お母様、私はどうしたらいいのですか？）

（うぅぅ！　何でふたりとも急にイジワルなこと言うんだよー！　そりゃー宿題やってなかったあたしが悪いんだけどさー……うぅぅ、宿題終わらないと烈火にーちゃんと花火観れないよー！　やだー！）

（うーん、烈火とファムのことだから本当に遊んでいただけなんでしょうし、そのくらいならあんまり目くじら立てるものじゃないけど……やっぱりちょっとおもしろくないわね。具体的にはそこに私がいないのがおもしろくない）

　次々と読み取る思考を切り替えていくと、三者三様の考え方の違ちがいが見えておもしろいですね。特にレインさんとシャーリーさんが、同じ嫉しつ妬とでありながら至る結論の違いが非常に興味深いです。

　とまぁしばらくハラハラする静寂が続いたのですが、やがてシャーリーさんがファムさんたちに微ほほ笑えみかけます。

「……ふふっ、冗じよう談だんよ。ファム。ちゃんと手伝ってあげるから安心なさい。ほら、レインも分からないところは教えてあげて」

（……まっ、抜け駆けのちょっとしたペナルティはあとで決めるとして、宿題の方はちゃんと手伝ってあげましょうか。ファムだけ置き去りにしていったら、烈火の心証も悪いしね）

　言ってるセリフだけ聞くと慈悲深いんですが、思考も一緒に聞くとなんだか腹黒っぽく聞こえますねー。やさしさ半分計算半分といったところでしょうか。

　もっとも、計算高いというのは、裏返せば何が何でも烈火さんのハートをゲットしようという気持ちの表れなので、本官としてはまったく問題ないのですが。任務的な意味で。

　それに半分は紛れもなくやさしさなわけですしね。

　さてレインさんのお宅も拝見しましたし、最後はテトラさんと、この前加わったばかりのアイさんのところですかね。




▽




　おふたりはちょうど裏山にある地底への隠かくし出入り口の前にいらっしゃいました。

　そういえば地底人と猫又の方々はこの前協定を結んでらっしゃいましたっけ。その第一回目の報告会のようなもののようです。

「――というわけで、この出入り口に人間が近づいたって報告はないにゃ」

「ですか。ありがとうです」

　アイさんの報告を聞いて、テトラさんが頷うなずきます。

　おふたりがそれぞれの種族の代表なんですね。烈火さんつながりでお互いの種族は交流を持ったわけですし、自然とこのふたりが代表になったのでしょう。

　報告を聞き終えたテトラさんが、今度は彼女の方から口を開きます。

「念のため商店街でアルバイトをしている村民の方々に調べてもらったですが、猫又の方たちにつながるような噂うわさは今のところ広まっていないようです」

「そっかにゃ。よかったにゃ」

　アイさんはホッと胸を撫で下ろします。

　猫又の方々は一時期山を下りていらっしゃいましたからね。噂が広まっていないかどうかは最大の懸け念ねん事項だったのでしょう。

「あっ、それと」

　テトラさんは屈んで、足元に置いてあった紙袋を持ち上げてアイさんの方に差し出します。

「これ、頼まれていた服のクリーニングです。量が多かったのでリアさんに頼んでしまいましたが、ちゃんと洗剤と柔軟剤も使ったので臭いも取れてると思うです」

「おおー！　ありがとうにゃ！」

　アイさんは紙袋を受け取り、くんくんと鼻をひくつかせました。

「私たちも洗濯はしてたんだけどにゃー。やっぱり限界があったから、すごく助かったにゃ」

「これくらいならお安い御用です」

　テトラさんはにこりと微笑み……急にマジメな顔になると、こそこそとアイさんの耳に顔を近づけ、

「……ところで、アイさんって烈火さんと昔から知り合いだったです？」

　と、小声で彼女に尋ねました。

「にゃにゃっ？」

　耳に息がかかってくすぐったかったのか、アイさんは首を竦すくめます。

「あっ、ごめんなさいです」

「別にいいにゃよ」

　アイさんは気にしてないという風に首を振ります。

　そんなやり取りを見つつ、本官は『心しん裏り透とう過か装置』のボタンをポチッと押おしました。だっておもしろそうな話題なんですもん。

「あの、それで烈火さんのことは……？」

「烈火にゃー。確かに昔、まだ子こ猫ねこだった頃にお世話してもらったにゃー」

「ぜ、ぜひその頃のお話を聞かせて欲ほしいです！」

「何でにゃ？」

「子供の頃の烈火さん知りたいです！」

（アイさんの昔話が聞きたかったんです！）

　テトラさん。本音と建前が逆になってますよー。

　本人も叫さけんでから気づいたのか、あわあわと手を振ってなんとか誤ご魔ま化かそうとしています。

　それにしても烈火さんの子供時代を知りたいだなんて、なんとも乙おと女めチックですね。好きな人のことなら何でも知りたいという心理でしょうか？　非常にかわいらしい。

　あわあわするテトラさんを見ながら、アイさんは「んん～～～」と首を傾かしげて、

「もしかしてテトラは烈火のことが好きなのかにゃ？」

　と核心を突つく質問をズバリ投げかけました。どう考えてもデッドボールですが。

「はわっ!?　い、いきなり何を言ってるですアイさん!?」

　案の定打ち返せなかったテトラさんはさらに挙きよ動どう不ふ審しんになり、目をぐるぐると回し始めます。

「違うのかにゃ？」

「えっ、あっ、うー……ち、違うです」

（本当は違いますけど……）

　心の中で否定の否定をしながら、テトラさんはしどろもどろに答えました。

「そうなのかにゃ。私は烈火のこと好きだけどにゃー」

「!?　!?　!?」

　アイさんはもしかして言葉のキャッチボールじゃなくてドッジボールがしたいんでしょうか？　さっきからテトラさんが受けている衝しよう撃げきが半はん端ぱないです。

　ともあれチャンスですので、ここで『心裏透過装置』の対象をテトラさんからアイさんに切り替えましょうか。

「あ、あの、あの、烈火さんが好きって、えっと……好きってことです？」

「？　当たり前にゃー。好きは好きだにゃ」

「で、ですか……」

「そういえばこの前烈火の部屋にお邪魔しに行った時に、助けてもらったお礼がしたいにゃーって言ったんにゃけど」

「烈火さんの部屋にお邪魔!?　お礼!?　そ、それでどうなったんですか!?」

　テトラさん、このままじゃ高血圧になっちゃいそうなくらい興奮してますね。

「お礼に何でもするにゃーって言ったんにゃけど、全身を撫でくり回されて終わっちゃったにゃー」

「ぜ、全身を、な、撫で……」

　テトラさんは立ちくらみにでもなったみたいに、フラフラとよろけてしまいます。

　その全身を撫で回されて云々というのは、アイさんが猫の姿になった状態での話なんですけどね。断片的にしか情報を与あたえられていない彼かの女じよには分かりません。

　うーん、それにしてもアイさんはセリフと心の中で考えていることが完全に一致しているので、『心裏透過装置』を使った意味がまるでないですねー。何かひとつでも報告書に書けることを考えてくれると助かるのですが――なんて、思っていたら。

（私としては本当に何でもする気だったんだけどにゃあ。烈火はまだ私のこと子猫だと思ってるのかにゃ？　もう子供だって産めるんだけどにゃあ。……まぁ、この前は撫でられるだけで終わっちゃったにゃけど、来年の春になって発情期に入ったら、もう我が慢まんできにゃいかもしれないにゃー。そういえば人と猫又の子供ってどっちに似るのかにゃ？）

　……予想以上の思考が読み取れてしまいましたね。

　固有の『物語』を持たない『ヒロイン』さんは、通常のラブコメよろしく恋れん愛あい感情が育つのに時間がかかると踏んでいたのですが……。

　それとも元が猫さんなので、人間のように恋愛を複雑化させないんですかね？　好きになる時は好きになる。好きになったらあとはもう一直線、みたいな？

　最後の最後でとんでもない大物が釣れた感がありますが、これで無事に特別任務終しゆう了りようですかね。

　さて、あとは帰って……ん？

『――通信』

　おや？　こんなタイミングで未来から通信ですか。

『――特異分ぶん岐き点てん観測者アール。与えた特別任務はどうなっている？』

『滞りなく進んでいます。ご心配なく。途と中ちゆう経過報告書も数日前に送ったかと思いますが』

　何の問題もない――そう思って返事をしたのですが……。

『――途中経過報告書は読ませてもらった。しかし、これでは不ふ充じゆう分ぶんだ』

『はい？』

『――我々はもっと詳しよう細さいな報告を求める』

　何言ってんですか、この上官は。

『詳細な……と言われましても、現状ではあれ以上報告する事項もありませんし、もうすぐ夏休みも終わります。学校が再開されれば通学その他、烈火さんは日に何度も移動をくり返すようになりますから、そうなると気づかれないように本官が傍そばを離れるのも難しくなります。これ以上の調査は……』

『――ならば、残る夏休みの間に追加調査を行なえ』

　は、はぁ？

　夏休みの残りって、あと二日と少ししかないんですが。具体的にはあと五十三時間ほどしかありません。

『お言葉ですが、全『ヒロイン』の追加調査をこれから夏休みが終わるまでの間に行なうとなると、丸二日以上烈火さんの傍を離れる必要があります。それでは烈火さんに本官の不在がバレるリスクが高まりますし、そもそも本官が常にあの方の傍にいるのは……』

『――反論は許さん。黙って命令を受け入れろ』

『……了りよう解かいです』

『――健けん闘とうを祈いのる』

　そこで通信は終わりましたが、本官はしばらくテキストウインドウが浮うかんでいた宙を睨み続けていました。

　元々この特別任務には不信感を抱いだいていましたが……ここへ来てまた理不尽な追加注文が来たものです。

　本官の立場からすると上官の命令は断れないので、従うほかないのですが……。

「面倒なので明日からにしましょう」

　それに明日は夏祭りです。『ヒロイン』さんもそのほとんどが集まりますし、追加調査をやるには絶好の機会でしょう。

　というわけで、当初の予定通り本日の調査はこれまでにして、さっさと烈火さんの家に帰ることにしましょう。家を出る前は残りの宿題をおひとりで片づけてらっしゃいましたが、さてさて終わっているんですかね？

　そんな風に思考を烈火さんの方へ傾けて上官に対する不満を脇わきへ追いやりつつ、本官は家路へと就きました。







第四話　未来からの刺客と夏祭り







「お……終わっだああぁぁぁぁぁぁ……」

　ズサーッと頭を机の上に投げ出だし、俺おれは手に持っていたシャーペンを床ゆかに落とす。

　あれほど山積みだった問題集がなんとか夏祭り前に片づいた。

「これで明日の夏祭りは気兼ねなく行けるな……」

「おめでとうございます」

　アールが気のない拍はく手しゆをぱちぱちと鳴らす。

「しかし烈れつ火かさんは最終日に慌あわてて宿題を終わらせるか、もしくは終わらせられず先生に怒おこられるタイプかと思っていましたが」

「町内夏祭りは毎年やってて、皐さ月つきがいつも行きたがるから」

「ああ、それで彼女の浴衣ゆかた姿が見たいがために」

「いや、終わらせないと怒るから……」

　しかも怒鳴るとかじゃなく、無言でじーっと見てきて頬を膨ふくらませるのだ。

　あの顔をされると胸が痛むんだよなぁ……。

　まぁだから毎年夏祭り前が俺の宿題〆切日となっているわけだ。

「そういえば夏祭りってどこでやるんですか？」

「少し坂をのぼったところにある公民館の広場」

「何やるんです？」

「出店とか。ああ、そういやつみきとテトラは商店街の出店の手伝いするって言ってたっけ……。あとは櫓組んで上で太鼓叩たたいたり、最後は花火上げたり」

「おおー、花火は楽しみですね」

　基本的に物に触ふれられないアールは目で楽しめる花火に興味を示したようだ。

　どうせならこいつも楽しめる方がいいに決まってるよな。

「隅すみ田だ川がわとかの花火には敵わないけど、ここの花火も綺麗だから、今年は少し早めに行ってみんなで場所取ろ……」

「ぜひぜひ」

　若じやつ干かん食い気味にアールは頷く。

　いつも通り無表情だが、なんとなくうれしそうだ。

　宿題を終えて自由の身になった心地よい虚脱感の中、明日の予定に思いを巡らせていると――




　バシンッ




　――と、空気が裂けるような音がした。

「!?」

　慌てて椅い子すのキャスターを動かして背後を振ふり返かえる。

　異変を感じたのはベッドの上――の何もない、いや、何もなかったはずの空間。

　裂け目ができていた。

　バリバリと耳障りな音を立てながらドンドン裂けていく。

　空気がなんてもんじゃない。

　空間が裂けていた。

「何じゃこりゃ……？」

　非常識な体験に慣れているとはいえ、驚おどろきを禁じ得ない。

　まさか自分の部屋で勉強しているだけで、こんな謎なぞ事態に巻き込まれるなんて……巻き込まれ体質がレベルアップしているんじゃなかろうか？

「……」

　アールは無言で空間の裂け目を見つめている。

　やがて人ひとりが通れるくらい縦に伸びた亀裂が、グイッと横へ広げられた。

　そして、奥おくから小柄な人ひと影かげが現れる。

「ふぅ。やっと着いた！」

　裂け目から出てきた第一声はそれだった。

　年ねん齢れいはハリッサやアールより少し上くらいだろうか？　まきびし（？）柄の赤い振ふり袖そでを身にまとい、黒いニーソックスに包まれた脚あしの先にはおしゃれな下駄を履いている。そのファッションとツリ目気味な顔立ちから、なんとなくおませな印象を受ける女の子だ。

　彼女は下駄を履いたまま俺のベッドの上に着地し、バンザイするように伸びをする。

「う～ん……っよしと！　さぁて任務頑張っちゃおうかな～……」

　そこではたと少女の動きが止まる。

　彼女は俺を見て、目を丸くしたまましばらくフリーズしていた。

「……」

　少女は機械的な動作で振袖の袂に手を突っ込み、一枚の紙――たぶん写真――を取り出し、それと俺を交互に見比べる。

　何度か視線を往復させたあと、彼女はこちらを指差し、

「あっ、あああーーー！」

　唐突に悲鳴を上げた。

「何で!?　何で!?　出現位置はターゲットから離れた位置に設定されてるはずなのに!?」

「!?」

　何だ？　何なんだこの展開？

　どうして俺はいきなり部屋に現れた少女に悲鳴を上げられてるんだ？

　相手はしばしあわあわと慌てていたが、急にコホンっと咳せき払ばらいすると背筋を伸のばし、キリッとした表情を作ってみせる。

「タ、ターゲット捕捉！　任務開始ィ！」

　言うや否いなや、少女は袂から銃を取り出してみせる。

「は？」

　銃といっても拳けん銃じゆうではなく、どちらかというとイリスが持ってるレーザー銃に似たデザインで……ってタンマタンマ！　まだ展開についていけてない。

「死ね！」

「ちょっちょっちょっと待っ、おわっ！」

　向けられた銃口から逃れようと体をのけぞらせるが、後ろに体重をかけすぎて椅子がひっくり返ってしまった。

　少女がトリガーを引く。

　瞬しゆん間かん、殺意のこもった赤い光が俺を消滅させようとして――直前で、半はん透とう明めいの青い壁かべに阻まれて拡散した。

「なっ!?」

「……!?」

　赤い少女は驚く。俺も驚く。

　そして――

「――特一級秘匿権限により制限解除。シールド展開。認にん識しき阻害ソナー発信。ともに良好」

　青い少女はいつも通り淡たん々たんと意味不明なことを呟き、俺を背にして護るように赤い少女と対たい峙じする。

「ア、アール……？」

「烈火さんは本官から離れないでください。ハリッサさんのことならご安心を。室内で起こる音や衝撃は外へ漏もらしませんし、部屋全体もシールドで覆っています。彼女がこの騒ぎに気づいて部屋にやってくることはありません」

　アールは帽ぼう子しの位置を正し、敵対者に視線を送る。

　彼女の静かな眼まな差ざしに対し、いきなり銃をぶっ放してきた少女は瞳ひとみに苛烈な色を宿した。

「……アール！」

「保護居住区画から姿を消したとは聞いていましたが、こんなところで何をしているのですか？　……エル」

「うるさい！　アンタには関係ないわよ！」

　赤い少女――エルは激昂したようにもう一発トリガーを引くが、赤い光線はアールが張るシールドに防がれる。

「攻こう撃げきは無意味です。本官のシールドは超々々弩級戦艦の主砲クラスでもなければ撃ち抜けません」

「～～～クソッ！」

「敵対行動をやめ、投降してください。本官は貴女との対話を望みます」

「黙れッ！」

　エルは銃を袂にしまうと、今度はクナイを取り出した。

　クナイの先から赤熱する刃が伸び、彼女はそれを思いっきりシールドに叩きつけた。

　しかし、アールは揺らがない。

「超電磁電槍ですか。揃えた装備は最新のようですね。さて、先さき程ほどの時空渡航装置のものによると思われる出現といい、貴女の背後にいる首謀者は誰だれなのですか？」

「冷静に喋んなっ！　ムカつく！」

「会話になりませんね」

　アールはシールドを張ったまま微動だにしない。

　エルは必死にこちらを攻撃し続けたが、十数回の失敗でようやく無む駄だだと悟ったのか後ろへ下がろうとして……俺の部屋に落ちていた辞書につまずき後頭部から床へズッコケた。

「イッタァ～！」

「「……」」

　なんか随所随所でドジるなこの娘こ……。

　俺とアールが黙だまって視線を注いでいると、頭の後ろを手で押さえていた少女はハッと顔を赤らめて、取とり繕つくろうように急いで起き上がり、こちらに人差し指を突きつけてきた。

「クッ！　いいわ！　こっちへ来て即遭そう遇ぐうなんて想定外だったし、いったん退いてあげる！　でも覚えておきなさいよ――」

「わっ!?」

　喋しやべっているエルの姿が下駄の先から段々と消え始めた。な、何だこれ？

「――私の方が絶対アンタより優れてるんだからね！　アール！」

　最後にそう言い残し、エルの姿は完全に見えなくなった。

「……粒子化転移装置まで用意していたのですか。少々面倒ですね」とアール。

「な……何だったんだいったい？」

　事態の渦か中ちゆうにあったというのに、物もの凄すごい置いてけぼり感を喰らっている。

　えっと、要するに今俺って襲われたんだよな？　で、アールはあのエルって娘この襲撃から俺を護ってくれて……ていうか。

「アール……お前って実は凄すごい奴やつ？」

「はい？　何を言ってるんですか、烈火さん」

　アールは肩かたを竦めた。

「本官はとっても高性能だと、前々から言っていたではありませんか」
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　真夜中の襲撃を乗り切った翌日。

　夏祭り当日である今日、俺の家には異世界からのお客が遊びに来ていた。

　風精霊シルフイードのリュンとソフィである。

「ふーん、こっちの世界じゃこの〝クツ〟っていうのをしなきゃいけないのね」

　リュンは俺が手渡した草履を回したりひっくり返したりしている。

　精霊は基本裸足はだしらしいので、俺の方で彼女たち姉妹の分を用意しておいたのだ。

　で、ふたりとも試しに家の中ではいてみる。

「……指の間がムズムズするわ」

「でも、なんだかかわいいよ。お姉ちゃん」

「そうね。ソフィ」

　いちおう小判形でかわいらしい女の子用のものを買っておいたのだが、気に入ってもらえたようで何よりである。

「まぁ、あとは頭のリングさえ引っ込めてくれれば、風精霊シルフイードの衣装はワンピースっぽく見えるし、そんなに違和感なく溶とけ込めると思うぞ」

　それに行くのはお祭りだ。多少の違和感は仮装か何かだと思ってくれるだろう。

「そういえばミオは？」

「曲の収録があってどうしても来られないって。スゲー残念がってたけど」

　天下のトップアイドルである澪みおは夏休みであっても忙しく、そう何度も都合よく休みを取れないらしい。この前のプールも結構無理して来たらしいし。

「そっかー。ミオの歌また聞きたかったんだけど」

「それならこの前ライブ行った時に新曲買ってきたから、それ聞くか？」

「ホント？　ナミー」

　風精霊シルフイードの姉妹としばらく談笑していると、玄関のチャイムがピンポーンと鳴る。

　やってきたのはイリスに響ひびき、チェルシーに、それからエリシアだ。

「ヤッホー、烈火」

「この前のプール以来だな、烈火」

「烈火君の家って久しぶりね～」

「ワタシはそもそもはじめてだけど」

　四人ともそれぞれあいさつを交わし、リビングへ連れて行ってリュンたちと合流させる。

「時間通りだと思うが、ほかのみんなは？」と響。

「つみきとテトラは商店街の出店の手伝い。リアもふたりと先に行くって。ロザリンドとスズランとコロナは、屋や敷しきから直行。常盤ときわ先せん輩ぱいと桃もも音ね会長も向こうで合流だな。レインたちはファムがまだ宿題終わってないらしいから、みんなで手伝ってから来るってさ」

「皐月とハリッサは？　そういえばハリッサが家にいないようだが？」

　キョロキョロと響は台所の方を見やる。

「ああ、ハリッサなら皐月の家で――」

　と噂をすれば、再度チャイムが鳴った。

　ドアを開けた向こうにいたのは、予想通り皐月とハリッサ――ふたりとも浴衣に着き替がえている。

　ハリッサの浴衣は皐月が子供の頃ころの物だ。ふたりは隣りん家かで皐月のおばさんに着付けをしてもらっていたのだ。

「お待たせ。少し着付けに時間かかっちゃったわね」

　後ろで髪かみを結った皐月は片手に巾着を持って、もう片方の手でハリッサの手を引いている。下駄に慣れていない彼女が転ばないように気を遣っているのだろう。

「……」

　下駄というと昨日のエルが脳裏を過ぎるが、顔には出さないように気をつけた。

　エルのことは、基本的に俺とアールの問題だ。

「ど、どうでしょうか？」

　浴衣姿のハリッサはなぜか緊きん張ちよう気味に俺を上うわ目め遣づかいで見てくる。

「どうって？　そりゃ、似合ってるぞ。かわいいかわいい」

「あ、ありがとうございます！」

　ハリッサは照れたように頭を下げてくる。

「烈火。私は？」

「ん？　皐月の浴衣は去年と一いつ緒しよだろ？」

「バカ！」

　涙なみだ目めでチョップされた。

「……とってもかわいいです」

「遅いわよ」

　ツーンとそっぽを向いて、皐月は鼻緒から指を抜ぬいた。

　ふたりをリビングへ通すと、浴衣を知らない面子が多かったので物珍しそうに集まってきて、わいわいと盛り上がった。

「まったく。烈火さんの鈍感さにはほとほと呆れ果ててしまいますねー」

「うるせー」

　先程の皐月とのやり取りをほじくり返してくるアールに俺は言い返す。

　そういや、今はみんな皐月とハリッサの浴衣の話題で盛り上がっているし、あのことをこいつに聞くにはちょうどいいタイミングか。

「ところで、あのエルのことはホントに心配しなくていいんだよな？」

「ええ。ご安心を。本官にお任せください」

　アールはその場でコマのように回りながら答える。

　昨日の余よ裕ゆうの撃退っぷりを見れば、確かに頼もしくはあるんだが……。

「ていうか、お前が俺を助けてくれるなんて珍しいな」

「今回は烈火さんの体質とは無関係ですからね」

「へ？」

「あれは未来からの刺客です」

「刺客!?」

　さらりと出た単語に驚きよう愕がくする俺。

「み、未来ってアールのいた時代か？」

「未来なのに過去形とはこれいかに。まぁ、認識としては合ってます」

「何でそこから刺客が送られてくるんだよ？」

　当人の性格はともかくとして、アールとはそれなりに良好な関係を築いてきたと思っていた。それなのに彼女が来たのと同じ未来から刺客が送り込まれるとはどういうことなんだ？

「まぁ、今も昔も未来も、人というのは一枚岩にはなれないということですよ」

「？」

「烈火さんの死によっても『全ての戦争オールオブウオー』を回避できる可能性がある、という話は覚えていますか？」

「あ、ああ」

　そういう話をアールに聞かされたことならある。

「本官は――正確には本官の属する『機関』は、烈火さんに『ヒロイン』の誰かを選んでもらうことで未来を救う、という目的で行動しています。しかし、それが未来における全次元全世界全種族全協定間における共通見解というわけではありません」

「要するに？」

「烈火さんという根本因子を排除することで『全ての戦争オールオブウオー』を止めよう、という目的で動いている輩もいるということです」

「……」

　そう改めて言われると、なんかショックだった。

「けれど、まぁ安心していいですよ」

　だが、アールはといえば楽観的な態度を崩くずさない。

「そういった『強硬派』はハッキリ言って少数意見に過ぎません。未来の、とりわけ『機関』は平和的解決を望んでいますし主流派です。だからこそ、昨日のような事態に対しては特例措置として、本官が烈火さんを護ったわけですし」

　つまり、『物語』や『波なみ乱だれの血筋』に関することには相変わらず手を貸さないが、未来絡がらみの諸問題云々についてはアールも手を貸してくれる。そういうことか。

　どうせならいつも手を貸してくれとも思うが、今いま更さらその辺りに文句を言ってもしょうがないかなという気もする。まぁ、『ヒロイン』のみんなもまとめて護ってくれるらしいので、素す直なおにありがたいと思っておこう。

「本官は烈火さんの味方ですよ」

「……ふと思い出したんだけど、お前って出会った当初、俺が死んでも未来人的にいい気味的なこと言ってなかったっけ？」

「嫌ですねェ烈火さんったら。初対面の緊張をやわらげるための、ぷりてぃーきゅーとなアールちゃんの小粋なジョークを真に受けるなんて」

「無表情＆淡々口調で小粋なジョークが喋れると思うな」

　そんな風にアールとやり取りしていると、皐月たちに声をかけられた。

　さて、心配事もあるにはあるけど、とりあえず夏の最後の思い出作りに出かけるとするか。
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「ふぅ」

　少し息が切れるくらいの坂道をのぼり終え、俺たちは夏祭りが開かれている公民館へとやってきた。

　満車状態の駐車場を通り抜け、出店の並ぶグラウンドを目指す。

　坂道でも祭りへ向かう人たちをたくさん見かけたけれど、グラウンドの中ときたらそれはもう人人人の荒波でごった返していた。「この町ってこんなに人いたっけ？」と思うレベルだ。

「わあ、凄い人の数ですね」

　からん、ころんと下駄を鳴らして隣に並び、ハリッサが俺と同じ感想を呟つぶやく。

「お祭りの騒さわがしさはどの国でも同じね」

「チェルシーはいろんな国のお祭り知ってそうだよな」

「まぁね。トマト投げたりオレンジ投げたりしたこともあるわよ。あっ、あと携けい帯たい電話を投げたことも」

「……それってお祭りなのか？」

　トマト投げ祭りならかろうじて聞いたことあるが、携帯電話を投げる祭りなんてあるのか。世界は広いなぁ。

「リオのカーニバルも凄かったわよ。烈火君には刺激が強いかもしれないけど」

　リオのカーニバルってアレだよなぁ……なんかちょっと派手というかエロい感じの格好してパレードするお祭り……確かに刺激が強いかもしれない。

　頭の中でその派手な格好のことを想像して、こちらが少し恥はずかしい気持ちになっていると、チェルシーはそれを見み逃のがさず、

「衣装だけなら持ってるから、見たければ今度着てあげよっか？」

　なんて笑いながらからかってくる。

「い、いや、いいから！」

「ホントかなぁ？」

　チェルシーはうりうりとこちらの頬ほおをつついてくる。

「そういえば地味にこういうタイプのお姉さんキャラは今まで近くにいませんでしたね」

　アールは頬に指を当ててふむふむと頷うなずいている。

　確かにリアとかコロナはこういうことしてくるタイプじゃないけど……って、そんなことはどうでもいいんだってばよ！　そんなことよりこの恥ずかしいチェルシーのスキンシップにどう対応するか……さっきから肩に胸が当たってるし。

　俺が困り果てていると、もう一方の腕うでを逆側から引かれる。

「烈火君。ワタシ日本にあんまり慣れてないから、いろいろ教えてくれる？」

　そう言って、エリシアも俺の肩にふにゅん。

「おおー、エリシアさんも素敵な積極具合です。よかったですね烈火さん。お姉さん成分増し増しですよ」

　お前絶対おもしろがってるだろ！

　思いっきり叫さけびたいが、そうもいかない――

「ちょっとナミー。今日はあたしとソフィに地球のことを教えてくれるんじゃなかったの？」

「烈火クン。見つけた」

　――正面からリュンが、後ろからは現地で待ち合わせていた常盤先輩が、それぞれ思いっきり体を密着させてきたからだ。

　前後左右を挟はさまれて逃にげ場を失う。

「「「「……」」」」

　さらには皐月たちもなんか不ふ機き嫌げんそうな顔をしていて……。

「なんだなんだ問題児。相変わらずとんでもないことになってるな」

「助けてください……」

　俺は遅おくれてやってきた桃音会長に助けを求めた。

　まぁそんなこんなで無事に（？）ふたりの先せん輩ぱいと合流できたわけだけども。

「ロザリンドたちはまだ来てませんか？」

「あいつならさっきまでいたが、連れがふたりほど行方不明になったようで捜さがしに行ったぞ」

「行方不明って……」

　屋敷組はロザリンド・スズラン・ウラウラ・コロナの四人のはずだが、その内のふたりとなると……ウラウラとコロナか？　ふたりとも何かに興味を引かれてフラフラとってところな気がする。

「じゃあ……とりあえず俺たちも動きましょうか。基本的にグラウンド内にいるだろうから、その内見つかると思いますし」

　それにあの四人って全員がめだつ容姿をしてるし、簡単に見つかりそうだ。

　てなわけで俺たち十一人はぞろぞろと、出店の並ぶグランウドへ向けてくりだした。

「そういや今日エリシアが日本に来た理由って何なんだ？　まさか祭りに出るためだけってわけじゃないんだろ？」

「まあね。今度ヤンが日本に『組織』の支部を置くから、その下見も兼ねてっていうところ」

　ヤンというのはエリシアの所属する超ちよう能のう力りよく者しやの『組織』のリーダーだ。

「支部は世界中にいくつかあるけど、日本に置くのははじめてね」

「何で急にまた？」

「それは、烈火君がいるからよ」

「俺？」

「君との縁えんを保っておきたいんだって」

　そりゃまた……なんとも。

「俺はそんなたいした奴じゃないと思うんだけど」

「日本人は謙遜が美徳だって聞いたけどホントね」

「そういうつもりもないんだけど」

「烈火君は凄いわよ」

　エリシアはさらりと断言する。

「あの日、烈火君と一緒に経験したことは、ワタシの人生の中でもとびっきりに常識はずれだったわ。あんな、どれかひとつでも人の手に余るような問題の数々を、烈火君はひとりで解決してしまった。その中にはワタシも含まれていて……だからワタシは」

「俺ひとりの力じゃないさ。むしろ、俺ひとりじゃどうにもならなかった」

　みんなの力があったから四人もの入り乱れた『物語』を解決できたんだ。

　俺とエリシアがそんな話をしていると、ハリッサとリュン・ソフィ姉妹がやってくる。

「レッカ様。あちらにおもしろいものがあります」

「ナミー。ちょっと来てよ」

「ナミーさん。早く早く」

「わっわっ、引っ張るなって！」

　腕を引かれて連れて行かれたのは、金魚すくいの屋台だった。

「ねぇ、これって何なの？　生きてる？」

「生きてるよ。金魚っていうんだ」

「「へぇ～～」」

　風精霊シルフイードの姉妹は揃そろって感嘆の息を漏らす。
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　そういえば精霊界には精霊以外の生き物がいないんだっけ。金魚どころか、魚を見るのもはじめてなのかもしれない。

「この金魚をどうするの？」

「ポイですくってお椀に入れるんだよ。ほら」

　俺は隣で金魚すくいをしている親子を指差す。

　今年のポイはモナカじゃなくて紙の奴のようだ。お隣のお父さんはそのポイの端はしっこを上う手まく使ってひょいひょいひょいっと……って、上手いな。

　思わず見入っていると、ハリッサに袖を引っ張られる。

「レッカ様。それで金魚をすくうとどうなるのですか？」

「ああ、取った金魚はもらえるんだよ」

「もらえるんですか!?」

「確か家に使ってない水槽もあるし、飼えると思うぞ」

　そう説明すると、ハリッサの目がキラキラと輝く。

「……やってみるか？」

「はい！」

「ナミー！　あたしも！」

「分かったって。ソフィもやるか？」

「やる！」

　俺は三人分のお金をおじさんに払い、ポイとお椀を三つもらう。

「ほい。破けやすいから、あんまり水に浸けないようにな」

「分かりました！」

　ハリッサの元気な返事。

　リュンとソフィも「よーし」と意気込んでいる。

　しかし、五分もしない内に……。

「あー！」

　最後のリュンがポイを破ってしまい、三人とも収しゆう穫かくゼロに終わってしまう。

　やっぱり初心者三人に金魚すくいは難しかったか。

　まぁ、俺だって人に自慢できるような腕前じゃないんだが……。

「――レッカ様！　お願いします！」

「え？」

「そうね。ナミー。あたしたちの分も取ってよ」

「がんばって！」

　三人の少女から期待の眼差しを向けられ……冷ひや汗あせがたらり。

　何だろう……この男の尊厳がかかった真しん剣けん勝負のような緊張感は……負けられない勝負がここにある……！

　俺は無言でおじさんにお金を払い、ポイとお椀を受け取る。

　正直まるで自信がないが、やってみせる！

「……」

　とにかくポイがダメになったら終わりだ。

　確か水に向かってナナメに入れて、またナナメに出すのがいいと聞いたことがある。当然、水に浸ける時間は短ければ短いほどいい。ポイを水の中に入れっぱなしにして、泳いでいる金魚を追うなど愚の骨頂だ。

　そこで俺は意識的に視野を狭くし、金魚が泳ぐプールの中の見えない四角い枠わくをイメージして、その枠の中だけを凝ぎよう視しする。

　枠の中に金魚が入ったらポイですくう。

　それだけを考える。ほかのことは考えない。ただひとつのことだけに集中する。

　不意に、魚ぎよ影えいが枠の中に――

「――ッ！」

　ほぼ反射的に俺おれの右腕は動いていた。

　ポイがナナメ四十五度の角度で水中に突とつ入にゆうし、魚影を捉えると再び四十五度の角度で水面を脱……って、重い!?

　何だこれ金魚の重量じゃないだろいったい何事……と、そこまで考えたところで集中力が切れ、自発的に視野狭窄に陥っていた視界が戻もどる。

　そして、戻った視界にまず映ったのは――俺に向かって牙を剥く魚だった。

「のわっ！」

　魚なので鳴きはしなかったが、今にも手に噛みつかれそうになって思わずポイを取り落とす。

「ピ、ピラニア？」

　実物なんか見たことなかったが、牙の生えた肉食の魚といえば真っ先に浮うかぶ名前を呟く。

「なっ、何だこいつ、いつの間に!?」

　金魚すくいのおじさんもビックリしたようで、椅子から転げ落ちている。周りの客も驚いて飛び退いていた。

「三人とも離はなれろ……！」

　俺はハリッサたちに手振りで下がるよう伝える。

　その時、取り逃した獲物を追いかけるようにピラニアが水面から跳び上がり、俺めがけて襲おそいかかってきた。

「……ッ!?」

　思わず顔を庇う。

　だが、何秒経たっても予想された痛みはやってこなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　波乱様」

　声をかけられ、恐おそる恐る手をどかしてみると、そこには銀のナイフをピラニアに突き立てたスズランが、いつものメイド服を着て涼すずしい顔で立っていた。

　その後ろにはロザリンドにコロナ、それに不ふ貞て腐くされた顔のウラウラの姿もある。どうやらいなくなったふたりのこともちゃんと捕まえてきたようだ。

「どうぞ」

「ああ。ありがとな」

　俺はスズランに差し出だされた手を取って立ち上がる。

「……ちっ」

　小さな舌打ちが聞こえた。

「？」

　思わず振ふり返かえると、どこかで見たような赤い振袖が人ひと混ごみの中へと消え――ようとして、小石に蹴躓いて転ぶところだった。

「大丈夫かい？　お嬢じようちゃん」

「あぅ、え？　はぃ……」

　たまたま近くにいたおっちゃんにメチャクチャ心配されて、振袖についた土つち埃ぼこりまで払はらってもらっている。その間ずっと恐縮していて、恥ずかしそうに手をモジモジさせていた。

　……あれってエルだよな？　さっきの舌打ちも。

　なんて思いながら様子を見ていると、急にエルがこっちを振り向いて、キッと睨みつけてきた。

　それから彼かの女じよは今度こそ人混みの中へと小走りに消えていく。

　その後ろ姿を見て俺は……そんなに急いだらまた転ぶぞ、としか思えなかった。
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「まったく。レッカに大事がなくてよかったのう。何かあればあの店の主人をワシがどんな目に遭わせていたか……」

「もういいってロザリンド。お詫びに金魚ももらえたし」

　危ない目に遭わせたからと言っておじさんは三人分の金魚を渡してくれた。あの人に責任はないと思うのだが、ハリッサたちも欲しがっていたのでありがたく頂戴した。

「スズランもありがとな。助かった」

「いえ。たいしたことはありません」

　何でもないことのようにスズランは答える。

　彼女は相変わらず感情があんまり表に出ないようだ。無表情という点ではアールも同様なのだが、あっちは人をよくおちょくってくるのであんまりそう感じさせないところがある。

　スズランも時々笑うんだけど、もっと笑えるようになればいいなあ。

　まぁそれはおいおい……今はその前に。

「アール」

「はい？」

「さっきのピラニアって……エルの仕し業わざだよな？」

「そのようですね」

　アールは頷く。

「エルの襲撃はアールが撃退してくれるって言ってなかったか？」

　俺は祭りのガヤガヤに隠れるようにこそこそと彼女に耳打ちした。

「それなら昨日からやってますよ。言っておきますが、本官が護ってなかったら烈火さんとっくに原子のチリになってますからね？」

「……え？　マジ？」

「ええ、マジです。それで先程の件については、スズランさんの接近を感知していましたので、彼女が何とかしてくれるだろうと思って手を出さなかったのです。本官が対処することも可能でしたが、ご存じの通り本官は人に見えません。いきなりピラニアが消失したら、周りへの言い訳が面めん倒どうになっていたのでは？」

「……そう言われると筋が通ってるように聞こえるけど」

「納なつ得とくいただけてなによりです。ただまぁ、ピラニアとはまた原始的というか、確かに未来兵器による暗殺を警けい戒かいしていた分、虚を突かれた感はありますが……彼女もまた奇抜な手段を思いつくものです。もっとも未来兵器では本官の防護を破れないと思ったからこそ、隙すきを突つくことに重点を置いたのかもしれませんが」

「……なぁ」

「何ですか？」

「アールとエルって知り合いなのか？」

　なんとなく感じていたことを訪ねる。

　エルはやたらとアールに敵愾心を抱いだいていたし、アールはアールで彼女のことを前から知っているような口振りだった。

「エルは本官の姉です」

「なるほど。姉か……って、姉ぇ!?」

　若じやつ干かん予想をはずした答えに驚おどろきの声を上げてしまう。

「？　どうかしたの烈火？」

「い、いや、何でもない」

　振り返った皐月に慌あわてて手を振って誤ご魔ま化かす。

「そう。あっ、あっちでりんご飴売ってるわ」

「姉と言っても血のつながりがあるわけではありません。本官はキクルムという人工生命体という話は以前したかと思いますが、エルは本官より一世代前のキクルムなのです」

　俺が皐月とそのまま雑談を始めてしまったので、アールはこちらの反応を待たずに一方的に説明を再開する。

　アールの「姉」ってのはそういうことか。

「……」

　俺はりんご飴の屋台の列に並びながらケータイを取り出し、カコカコとテキストを打ち込む。

『その姉ちゃんが何で俺を狙うんだよ？』

　俺を殺すことで『全ての戦争オールオブウオー』を止めようとする奴もいるという話は聞いた。

　しかし、なぜそれがアールの姉なのだ？　彼女と同じキクルムということは、きっと同じ集団――おそらくは『機関』とかいうところの人たちが造ったのだろう。同じ製作者が造ったのに、なぜアールとエルで与あたえられた目的が異なるのか？

「元々、烈火さんの許もとへ送られてくるのはエルの予定でした」

『そうだったのか？』

「はい。ですから一年ほどかけてエルには任務のための教育が施されていたのですが……まぁ、詳しよう細さいは説明しても烈火さんには分からないでしょうから省きますが、紆う余よ曲きよく折せつあってやっぱり第五世代型を造ろうという話になったのです」

　その第五世代型がアールというわけか。

　けどそうすると、結局任務からはずされることになったエルはお払い箱に……？

『そのあとエルはどうなったんだ？』

「未来では人工生命体の人権も保障されています。そのためエルはいったん保護居住区画に送られ、一般社会で生きていくための教育期間を経たあと、そのまま普ふ通つうの人と同じように生きていく予定でした……ですが、少し前にエルは保護居住区画から姿を消しました」

『姿を消した？』

「はい。『機関』も随ずい分ぶんと手を尽くして捜さがしたのですが結局見つからず……で、昨夜になって突とつ然ぜんこの時代に現れたわけですが」

　行方不明から一転、急に刺客となってこの時代に来たとなると……要するに。

「おそらくエルは烈火さんを暗殺しようとする輩に取り込まれたのでしょうね。その輩にさらわれて洗脳されたのか、それとも自発的な行ないなのかまでは測りかねますが……ともあれ、十中八九そういうことでしょう」

「……」

　エルが俺を狙う刺客になった経けい緯いにはおおよその推測が成り立った。

「ほい、ハリッサ」

「わあ！　ありがとうございます」

　ハリッサにりんご飴を渡しつつ――さて、と俺は気持ちを切り替えようとして――

「エルのことでしたら烈火さんがどうにかする必要はありませんよ」

　――アールに出鼻をくじかれる。

　カコカコカコ

『どうしてだよ？』

「何度も言いますように、これは烈火さんの体質に関する問題ではありませんので。エルについては本官が対処します」

　アールは無表情にそう言って、目深に帽ぼう子しをかぶり直した。

　そうは言われてもなぁ……。

　俺はアールにだけ見えるように、こっそりとナナメ後ろを親指で指差す。

　アールが振り返るのに合わせて俺もチラッと後ろを見やると……そこには件くだんのエルが屋台の陰に隠かくれて――隠れているつもりになって――尾つけてきているところだった。

　あっ、商品を落としちゃって怒おこられた。

「「……」」

　俺とアールはお互たがいになんとも言えない表情で視線を交わす。

　さっきのピラニアは確かにビックリしたけど、正直あんなドジな娘こ相手に「対処」とか必要なのかと微び妙みように疑問を感じ始めていた。
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　その後も輪投げの輪が全部チャクラムに替えられていたり、綿菓子に謎なぞの白い粉を混入されそうになったり、ちょくちょくエルはちょっかいをかけてきたが、おおむね問題になることはなかった。

「なんだかさっきから同じ娘こをよく見かけるわね」

「そ、そうか？」

　どっちかといえば皐月とかみんなに対する言い訳の方が困ったくらいである。

　実は暗殺されそうになっているなんて言ったら心配されそうだし、それに未来とか『全ての戦争オールオブウオー』のことをどう説明すればいいのか分からなかったので、エルのことは黙だまったままだ。

「……ん？　もう八時か」

　気がついたら一時間以上も経ってる。

　好こう奇き心しんの強いメンバーも多いので、あっちこっちへ引っ張られていたら気づかぬ内に祭りも中盤に差し掛かっていたようだ。

　花火は九時からだったはずだけれど、レインたちはちゃんと間に合うんだろうか？

　そんなことを考えていると、唐とう突とつに背中にふにゃにょんっとやわらかい感かん触しよくが押おしつけられた。

「烈火クン……疲つかれた」

「ああ！　また貴様はそうやってふたつの桃ももでレッカを誘惑しおってからに！」

「……？　桃ちゃんはそっちだよ？」

　いや、ロザリンドの言う「桃」は桃音会長のことじゃないです、と俺は背中におぶさっている常盤先せん輩ぱいに内心でツッコミを入れる。

「ていうか、人混みが苦手ならどこかで休んだ方がいいんじゃ？」

　常盤先輩の横顔が少々青かったので、俺はそう提案してみる。

「……んーん。せっかくだし、今年は烈火クンたちと最後までいる」

　そう言われると無下にすることもできないんだけど、いつまでも彼女を背負い続けるのもよくない……主にロザリンドたちの機嫌的な意味で。

「えっと、そうだ！　つみきたちも出店手伝ってるって言ってたよな？　行ってみよう！」

　誤ご魔ま化かしてるのがバレバレだったけれど、とりあえず異論は出なかったのでみんなでぞろぞろと目的のお店へ向かった。

「あっ、烈火じゃない」

「烈火さん！」

　呼び込みをしていたつみきとテトラが俺たちに気づいて手を振ってくる。

「おっス。忙いそがしいか？」

「さっきまでは列ができてたけど今は平気よ。どうせならアンタたちも買ってきなさい」

「そういや何売ってるんだ？」

「牛串」

「買う」

　ほかに買う人と聞いてみたが、意外と少なかった。チェルシーとコロナだけだ。

「えーと……今日はもうだいぶ食べちゃったし」

「ちょっとカロリーがねー」

「脂っこい物はさすがにもういいです……」

　というのが女性陣の大半の意見だった。響は少し食べたそうにしていたけれど、何かを指折り数えたあとで渋々と諦めていた。

「私はいつも体動かしてるから、あんまり気にならないわねー」

「我はそもそも気にしたことがない」

　というわけで、俺・チェルシー・コロナの三人の分の牛串を頼たのむ。

「はーい。リアさーん、三本ねー」

「了りよう解かいした」

「って、串焼いてるのってリアなのかよ」

「ん？　何だ気づいてなかったのか？」

　肉を焼いている煙で見えなかったのだ。

　リアは手で煙を払い、顔を見せる。

「つみきたちと行くとは聞いてたけど、まさか出店を手伝ってるとは思わなかったよ」

「ここ以外にも呼ばれたらあちこち手を貸しに行ってるぞ」

「リアさんが手伝ってくれると売上げが上がるから」

　と、つみきが補足してくれる。

「あとで手伝ったお店の品を全部食べさせてくれると言うからな」

　うれしそうにリアは串をひっくり返す。

　食べ物に釣つられる辺りリアらしいと言えばリアらしい。

「うむ。焼けたぞ」

「ありがとな」

　俺たちはお金を払い、それぞれ串を受け取る。

「おフッ！　旨うまい！」

「いいお肉使ってるのねー」

「魔ま界かいの肉とはだいぶ違ちがうな」

　肉にかぶりつきながら、各おの々おの感想を漏らす。

　その時リアがちょいちょいと手招きしてきたので、何だろうと思って顔を近づける。

「実は牛の肉ではなく私の肉なのだ」

「!?　ゴホッ！」

　リヴァイアサンの肉神の供物かよ！　道理で旨いはずだ！

　リアはイタズラが成功した子供みたいにニコニコ笑っていて、俺は何か言ってやろうかと思ったが――屋台の後ろから「ふむー！　ふむー！」と苦しそうな声が聞こえてきてピタリと動きを止めた。

「リア。屋台の後ろに誰だれかいないか？」

「ん？　ああ、いるぞ」

　そう言うとリアはいったん後ろに引っ込み、子こ猫ねこを運ぶみたいな持ち方で、縄なわで縛しばられたエルを表へ持ってきた。







[image: ]







「さっきそこで捕まえたんだ。あちこちの屋台でイタズラをしていたらしい」

「むー！　むー！」

　エルはさるぐつわの下で何事かを喚く。

　その目は俺のことを睨にらんでいるのだが、若じやつ干かん涙なみだ目めだった。

「あー……リア。ちょっとそいつ借りていいか？」

「別にいいが？」

　俺はリアからエルを預かり、みんなに少し断ってその場から離れた。
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　俺たちが移動したのは公民館の本館前だ。グラウンドから離れているし、公民館そのものは閉まっているのでこの辺りに人気はない。

「ぷはっ！」

　さるぐつわを取ってやると、エルはしばらく口をもごもごさせていたが、何も言わなかった。ただ俺のことを睨んでくる。

「えーと……」

　しまった。あんまり言うことをちゃんと考えてなかった。

　まぁ、とりあえず名前を呼んでみるか。

「なぁエル」

「気安く呼ばないで世界最悪の女たらし」

「……」

　どうしよう。思ったよりダメージがデカい。

　カウンターパンチを喰らって俺がショックを受けていると、アールが前へ進み出てくる。

「エル。もうこんなことはやめなさい。貴女には烈火さんを暗殺することなどできません」

「なによ！　要するに諦めろって言ってるの？　私がアンタより劣ってるから！」

　エルは感情も剥き出しに怒鳴りつけてくるが、アールはあくまで冷静で。

「貴女が本官より性能的に劣っているのは当然です」

「何ですって……？」

「エル。本官たちは人工生命体なのですよ？　つまり、工業製品と一いつ緒しよです。旧世代機より次世代機のスペックの方が上なのは当たり前です。むしろ、そうでなくてはなりません。無む駄だを排し余剰を排し、最適化と進化をくり返してこそのバージョンアップなのですから」

「お、おいアール」

　アールの言うことはある意味正論のように聞こえたが、あまりに無情な物言いだった。

　俺は彼女を止めようとするが、それよりもエルが激昂する方が早い。

「～～～なによ……なによ！　本当は私がこの任務に就つくはずだったんだから！」

「……その任務からはずされたから、今度は逆に烈火さんを消す側に回ろうと言うのですか？　いい加減にしてください」

　あれ？　なんだかアール、怒ったみたいな……？

　いつも通りの無表情だったが、声こわ音ねに怒ど気きがこもっている気がした。

　いや、今はとりあえずふたりの仲ちゆう裁さいに入らないと。

「ふたりとも、いったん落ち着けって……」

　エルに背を向ける形でふたりの間に入っていた俺は、後ろでブチっという音がするのを聞く。

　振り返った俺の視界に入ったのは、エルが縄をクナイで切って逃げ出し……下駄の鼻緒が切れて転ぶ場面だった。

「～～～」

　コンクリに額でもぶつけたのか、エルは声もなく頭を押さえて悶絶している。

「大丈夫か？」

　俺は彼女の許へと駆かけ寄よって助け起こす。

「あー擦りむいちゃってるな。皐月かハリッサに治してもらって……」

「さ、触るなぁ！」

　こちらの手をバシンッと振り払って、エルは数歩下がる。

　羞しゆう恥ちのためか、ちょっと頬ほおが赤くなっていた。

「ア……アンタにやさしくされる筋合いなんかないんだからね！」

　キンキン声でそう叫ぶと、エルは昨夜俺の部屋から消えたみたいにその場からいなくなってしまった。

「……説得に失敗してしまいましたね」

「説得って、挑発してるようにしか見えなかったぞ？」

「おやおや……そうでしたか」

　アールはくるくると宙で回り出し、

「……やっぱり、烈火さんのようにはいきませんね」

　と、小さな声で呟つぶやいた。

　その瞬しゆん間かん、アールが外見通りのとても幼い子供に見えて、俺は先さき程ほどの揶揄するようなセリフを後悔して頭をかく。

　それから、気を取り直して。

「九時から花火だ。みんなのところに戻るか」

「……ですね」

　俺たちは公民館を離れ、みんなのいるグラウンドへ足を向けた。
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　エルのことは「二度と悪さしないように言いつけて帰した」とリアに言い訳し、俺は再びみんなと一緒に祭りを楽しんだ。

「おーい、烈火にーちゃん！」

「烈火さん」

「ファム。レイン」

　途と中ちゆう、宿題をやり終えたファムとレイン、それに彼女たちの保護者役のシャーリーとガーネットも合流する。

「どうにか花火には間に合ったわね」

「ああ。けど、結構時間かかったな？」

　俺は微妙にフラフラしてるシャーリーに声をかける。

「ファムったら、自由研究とか時間のかかる物にほとんど手をつけてなかったんだもの。半日以内でやれるテーマ探しから始まって、かつあの子自身にやらせるために発破をかけ続けて……疲れたわ」

「お、お疲れ」

　たぶん中学生レベルの自由研究なんて、シャーリー本人がやれば半日どころか一時間以内に終わるものだろうが、勉強嫌ぎらいなファムに自分でやらせるとなると、監かん督とくする側は相当苦労するものなのだろう。彼女の苦労が忍ばれる。

「よかったらこれ飲むか？　口つけちゃってるけど……」

　俺は飲んでいた途中のカチワリを差し出す。口を縛ったポリ袋の中に甘あまいジュースと氷ひよう塊かいが入ったもので、祭りで飲むとなかなか美味しい。

「いただくわ」

　急にメガネの奥おくで目をキラリと光らせたシャーリーは俺からカチワリを受け取ると、うれしそうにストローに口をつけた。

「「「「「ああああーーー！」」」」」

　なぜか周りから悲鳴が上がるが、シャーリーは涼しい顔でカチワリを飲み続けた。

　ほとんど飲み終わったところで、ふぅと息をつき、

「今日一日の苦労が報われた気がするわ」

　と、大袈裟なことを言った。

「シャーリーねーちゃんズルいー！」

「そんな騒さわがなくてもファムにも買ってやるって」

「そーいうことじゃなくてー！」

　ファムは地団駄を踏む。

「むぅー」

　隣となりのレインもなんだか地団駄を踏みそうな表情をしていた。

「え、えーと……そろそろ花火上がるし、早めに野球場の方に行こうぜ？」

　今俺たちがいるグラウンドは普ふ段だん陸上競技が行われる場所だが、そのすぐ隣に野球をやるためのグラウンドも併設されている。主にこの辺の学校の野球部の練習試合などで使われていた。

　花火はマウンドの辺りから上げられ、見物客は観客席か野球場を囲むフェンスの外の土手から空に咲く花を見上げることになる。

　早めに来た俺たちは観客席に座すわることができ、大所帯ということもあってだいぶ場所を取ってしまった。

「来年からはビニールシート持ってきて土手で観るべきかな？」

「そうした方がいいかもね」

　俺の意見に隣の皐月が同意する。

「それより来年はアタシの宇宙船で空から見下ろさない？　ふたりっきりで！」

　皐月とは反対側の席にいたイリスがグッと身を寄せてきて、そんな提案をしてくる。

　いや、空から見下ろすってのはいいと思うんだけど、ふたりっきりじゃなくてみんなで観た方が……ていうか、彼女の胸が腕うでに当たってまともに意見が言えない！

「それとも今からでもそうしちゃう？　待っててすぐ宇宙船呼ぶから！」

「もうイリスさん！　勝手なこと言わないでください！」

「そうよーイリスちゃん。ひとり占めはよくないわ」

　宇宙船を呼ぼうとしたイリスを皐月とチェルシーが押し留める。

「ほら、黙ってたらイリスちゃんに烈火君取られちゃうわよ？　響も何か言いなさいって！」

「えっ？　わあ！」

　チェルシーに背中をバシッと叩たたかれ、俺の後ろに座っていた響が驚きの声を上げる。

　響はつんのめるようにバランスを崩し、俺の頭の上に覆いかぶさるように倒たおれてきた。

「ひ、響!?」

「ス、スマン！　大丈夫か？」

　大丈夫は大丈夫なんだが、その……彼女の意外と大きな胸が俺の後頭部に思いっきり押しつけられていて、物もの凄すごい勢いで全身から汗が噴ふき出してる。

　なんかいい匂においが鼻先をくすぐってるし。

「「フンっ！」」

「げぼあっ!?」

　両隣から腹に肘ひじ鉄てつを喰らって悶絶した。

「やれやれ」

　アールの嘆息とともに、花火が打ち上げられる。

　ドーーーン

「きゃっ！」

　花火を打ち上げる音にソフィが悲鳴を上げ、姉の腕に縋りついた。

　パアアァ

　しかし、そのあと空に広がった光の花を見て表情が怯えから驚きに変わる。

　驚嘆しているのは精せい霊れい姉妹だけではない。宇宙人・地底人・異世界人――様々な出自の少女たちが、はじめて見る花火に目を奪うばわれていた。

　もちろん、毎年観ている俺だってやっぱり凄すごいなと思う。

　マウンドの上で職人が大筒に入れた玉が空へ音を引いて飛んでいき、数秒後に大輪の花を咲かせる様は、柄じゃないけど「美しい」としか言いようがない。

　観客席に座っている人も土手から見上げている人も、一様にこの夏最後の花火を楽しんでいた。

　これが終われば、夏休みも残すところほんのわずかだ。

　だから毎年花火が終わると少しさみしい気持ちになる。

　その終わりまでもうすぐ――というところで、異変が起きた。

「～～―ッ―――」

　争う声が聞こえた気がした。

　花火を見物していた全員が気づいたわけではないだろう。だが、次の花火が放たれる間隔が微妙に変化したのを感じ取って、俺以外にも何人かがマウンドでの騒そう動どうに気づいた。

　暗くてよく見えないが、マウンドで誰かが取っ組み合いのようなことをしている。

　暴れているのはひとり。周りの大人たちがそのひとりを押さえようとしている風に見えた。

　そして、その暴れているひとりとは――

「――エル!?」

　俺が目を見開くと同時に、バチィ、と何かが破裂するような音がして、彼女の赤い振ふり袖そでを捕つかまえようとしていた花火職人たちが一いつ斉せいに地面の上に倒れた。

　たぶん、何か未来のアイテムを使ったのだ。

　自由を確保したエルは花火を打ち上げる大筒へ近づき、何をするのかと思えば――全体重をかけて、大筒を横倒しにした。

　大筒の発射口が俺たちのいる観客席側に向けられる。

「キャアア！」

「うわっ！　危ねぇ！」

　周囲で異変に気づいた人たちの悲鳴が上がり、パニックが起こる。

　マウンドのエルはそんなこと気にせず、マッチに火をつけて大筒の発射口の中に投げ入れた……が、何の変化も起きない。

　それ自体は喜ぶべきことだったが、問題はその次に起きた。

「？」

　おそらく玉が発射されないことを疑問に思ったのだろう。耳をふさいでしゃがんでいたエルは立ち上がって、大筒の発射口の前へ回り込んで中を覗のぞき込もうとした。

「あのバカ！」

　打ち上げ花火は大筒の中に発射用の火薬があって、それに引火させることで玉を打ち上げる。

　横倒しになった大筒から玉が発射されなかったのが、エルが投げ入れたマッチの火が途中で消えてしまったからならまだいい。

　だが、もしもマッチの火が消えておらず、ただ単に発射火薬が敷き詰つめられた大筒の底まで届いていなかっただけなら？

　何かのはずみで、発射火薬に火がついてしまったら？

「―――ッ！」

「烈火!?」

　誰かが名前を呼んだが、俺おれは構わず逃にげ惑う人波をかきわけて観客席の下の段へと向かう。

　もし火薬に火がついて玉が発射されたら、発射口の目の前にいるエルが危ない！

　その一点の事実が俺を走らせ、観客席から野球場のグラウンドへの飛び降りを敢行させていた。

「ぐべっ！」

　暗かったこともあり無様な着地になってしまう。

　だがそんなことに構っていられず、地べたに四よつん這ばいになったまま顔を上げる。

　ほぼ同時に、大筒の中で光が炸裂する瞬間を見た気がした。

　そこからはまるで時間の流れが遅くなったように、全すべてがスローモーションに感じられた。

　野球場の端はしにいる俺がマウンドにいるエルを助け出だすのは不可能だ。ここにいるのがイリスやロザリンドのように驚異的な身体能力を持った仲間だったとしても、絶対に無理だろう。魔ま法ほうが使える仲間たちでも間に合わないに違いない。

　けど、ひとりだけエルを助けることが可能な奴やつがいる！

「アール！」

　果たして、スローモーションの世界の中で俺はその名前を叫べたのかどうか……。

　ただ、アールは俺が望んだこととまったく同じことをした。

　エルの攻こう撃げきから俺を護った彼かの女じよのシールドが、大筒を包み込むように遠距きよ離り展開される。

　爆発は半はん透とう明めいの青い繭の中だけで起こった。

　繭に包まれた大筒の間近にいたエルには一いつ切さい届いていない。

　未来の科学兵器すら無効化したシールドが、花火の威い力りよくを全て抑おさえ込んだのだ。爆風すら発生せず、彼女の赤い振袖は揺ゆれもしなかった。

「…………はぁ～～～」

　体感時間が正常に戻もどり、俺は肺の中の空気を盛大に吐き出す。

　そのため息が聞こえたのかどうかは知らないが、大きく目を開いたエルがこちらを振ふり向き、俺とアールの姿を捉えた。

「……っ！」

　エルはそのまま何も言わずに背を向けると、マウンドから走り去り闇夜へと消えてしまった。

　俺はともかくアールには感謝の言葉のひとつくらい言ってやって欲しかったが……とりあえず、無事でよかった。

「アールもありがとな。助かった」

　あの時の俺に細かく指示をしている余よ裕ゆうはなかった。全部アールが瞬時に判断し、最適な方法を選せん択たくしてくれたおかげで、エルだけでなく花火の見物客全員がケガをせずに済んだ。

　あるいは……俺が行動するまでもなく、アールもエルがドジをやらかした時点で自分が何をするべきか考え、実行に移すために準備をしていたのかもしれない。それくらいの手て際ぎわだった。

「お礼を言われるほどのことではありませんよ」

　アールは素っ気なく俺の感謝に返事をし、ズレた帽子の位置を直した。
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　最後にトラブルは起きたが奇跡的に何の被ひ害がいも出さずに済み、今年の夏祭りもおおむね無事に終しゆう了りようとなった。

　あとはもう帰路に就つくだけだったのだが、「犯人を近くで見た」という理由で警察の人に事情を聴きたいと呼び止められたため、みんなにはひと足先に帰ってもらった。

　俺は花火職人の人たちと一緒に警察の質問に答えるだけ答えると、三十分ほどで解放された。

　三十分もするともう人などほとんど残っておらず、残っているのは祭りの後片づけをしている人たちだけだった。

　俺は屋台を解体している人たちを尻しり目めに公民館を出る。

　公民館を出てすぐの坂道には誰もいなかった。お客はとっくに帰り、片づけをしている人はまだ帰らない。そんな中途半端なタイミングだからだろう。

「ふぅ……」

　辺りがあまりにも静かすぎて、ため息かどうかも分からない吐息が口から漏れる。

　なんとなく予感があった。

　それはすぐに的中して――電柱の陰から、赤い振袖が覗いているのを発見した。

「見えてるぞ」

「うぇひっ!?」

　小さな悲鳴のあと……おずおずと、エルが姿を現す。

　どことなく気まずそうな表情だった。

　俺は相手の言葉を待つ。

「……どうして私を助けたのよ？」

「あんなの誰だって助けに入るだろ」

　肩かたを竦めて答える。

「ウソ！　だって私はアンタのこと消しに来たのよ？　どうしてそんなのを助けたりなんか……」

「そういう人なのですよ、烈火さんは」

　エルの疑問にアールが答える。

「ああいう場面に遭そう遇ぐうして、反射的に体が動いてしまう人なのです。この人は。本官たちが博士から聞かされていた通り……」

「……ッ！」

「博士」という単語にエルがピクリと反応する。

「エル。貴女がどこの誰にどんなことを吹き込まれたかは知りません。ですが、貴女はこのお人よしすぎる烈火さんを『殺せ』と言うその人間と、『生かせ』と言う博士と、どちらが信用に足ると思うのですか？」

「……うるさい！　私の前でアイツの話をするなぁー！」

　突然、エルが激昂し、アールを激しく睨みつける。

「……アイツとは、博士のことですか？　なぜそんな風に言うのです？　貴女がいなくなったと聞いて、あの人も本当に心配して」

「ウソよ！　アイツは私のことを捨てたんだから！」

　エルは何度も首を横に振ってアールの言葉を否定する。

「私たちは未来を救うために造られた命なのよ!?　そのためだけに設計されて、教育を施されたの！　それなのに……アイツは私をその使命からはずしたわ！　それって、もう必要ないってことでしょう!?」

　俺はふとスズランの顔を思い出していた。

　スズランがまだスズランになる前の――『吸血鬼殺しシルバースレイヤー』と呼ばれるホムンクルスだった頃ころを。

　吸血鬼の弱点である銀で造られた体を持ち、名前の通り吸血鬼を殺すためだけに生きていた彼女……その頃の姿と、目の前のエルがかぶって見えた。

　ひとつの目的を果たすために造られ、そのためだけに生きる少女。

　だが、エルはその役割を妹に奪われた。

　それがどれほどの喪失感を生む出来事なのか、俺には想像することしかできない。

「……」

　だからこそ、アールの言う「首謀者」はエルの抱えた喪失感につけ込んだのかもしれない。やり方は違えど、同じ「未来を救う」という使命を与あたえることで、彼女を操ったのだろう。

「エル。『機関』が貴女を任務からはずしたのは悪意からではありません。博士は……」

「うるさい！　アンタに私の気持ちが分かるはずないのよ！　私みたいな……不良品の気持ちは！」

「……」

「アイツが私を捨てたのはアンタよりスペックが劣おとるからでしょう!?　私が使えない不良品だから……保護居住区画なんてところに送って、私を放り出したんだ！」

「……いい加減にしてください」

　まるで話を聞こうとしないエルに対して、急にアールの態度が変わる。

「アール？」

「……」

　俺の呼びかけにも答えず、アールはともすれば無防備なほど無造作にエルの許もとへと近づき――いきなりその胸倉を掴つかんだ。

「不良品とかスペックが劣るとか……そんなどうでもいいことで博士が……私が！　エルを見捨てるはずないでしょう!!」

「……!?」

　感情をむき出しにしたアールの怒鳴り声に、エルは呆然と立ち竦んでいる。

　彼女も相当驚おどろいたんだろう……俺だってアールのあんな声はじめて聞いた。

「確かにエルが保護居住区画に移ったあと、博士は本官の最終調整で忙しくなって、貴方を訪ねに行けなかったかもしれません。ですが、あの人は折に触ふれて貴女のことを気にしていましたよ？　本官だって調整が終わったら貴女の許を訪ねようと……」

「……うるさい！」

　途中で言葉を詰まらせたアールの手をエルは払い落とし、彼女から距離を取る。

「エル……！」

「そんな言葉に騙されないんだから！　私は絶対に未来を救って、私自身の価値を証明してみせる！」

　エルはアールを拒絶すると、その体を再び粒子化させる。

　粒となって消えながら、彼女は俺のことを指差し、

「ゼッッタイに私は諦めないんだから！」

　そう言い残して、彼女の姿は消えた。

　あとには俺と、先程の姿勢のまま固まったアールが残される。

「アール」

「……やっぱり本官では烈火さんのようにはいきませんね」

　彼女はそう呟いて帽ぼう子しの位置を直した。

　そうしてくるんっと回ってこちらを振り返かえった時には、もういつもの無表情に戻っている。

「ほら、さっさと帰りましょう。家ではハリッサさんが待っていますよ」

「あ、ああ」

　俺が坂を下り出すと、アールはいつも通り隣に並ぶ。

　そのまましばらくお互たがいに無言だったが……。

「えっと、アール？」

「何ですか？」

「エルは……どうするんだ？」

「さあ？」

「さあって」

「ああ、安心してください。エルがまた烈火さんを狙うようなことがあれば、その時もキッチリ本官が護りますので」

「そういうことじゃなくて……」

「……まあ、ああも頑かたくなな状態ではどうにもなりませんよね」

　アールは目を伏ふせる。

「あの調子ではまたいずれ烈火さんの前に現れるでしょう。その時また説得してみますよ」

「……そっか」

　諦めたわけではないなら別にいい。

「何か俺にも協力できることがあるなら言えよ？　説得、手伝うからさ」

「……そうですか」

　アールはなぜかそこでギラリと目を光らせて。

「では、家に帰ったらひとまずハリッサさんと一緒に寝ねてください」

「な、何でだよ!?」

　俺は思いっきりツバを吐はき出しながら狼狽える。

「何でって、本官に協力してくださるのでしょう？　烈火さんがさっさと『本官の物語』に決着をつけて『全ての戦争オールオブウオー』を止めてくだされば、エルも貴方を狙う理由がなくなります。全部丸く収まって、万ばん々ばん歳ざいではないですか？」

「むむむ……」

「何がむむむですか。と言うか、この前ハリッサさんの故郷で結けつ婚こんのお祝いをされたじゃないですか。存分に夫婦の営みをしてくださいませ」

「あ、あれはあくまで里帰りだろ！　ハリッサだって結局何にも言ってこなかったし……」

「それは烈火さんがチキンでちゃんと確かく認にんを取らなかっただけでしょう。ならひと夏のアバンチュールで結構ですから、今からイリスさんの宇宙船にお邪じや魔ましましょう」

「お邪魔できるか！」

「おや？　おひとりでは満足できませんか？　ではロザリンドさんのお屋や敷しきかレインさんたちのお宅にでも……」

「そういう問題じゃねぇえええ！」

―了りよう―







アールの特別任務～最終報告書～







『以上で報告を終わります』

　本官はこれまで収集した『ヒロイン』の方々の調査書を未来へ送信し、その旨を上官に報告しました。

　これで今回の特別任務は終わり――のはずだったのですが。

『――待て。アール』

『何でしょうか？』

　無駄でしょうが、すっとぼけてみます。

『――なぜエルを逃がした？』

　……やっぱりツッコまれますか。

『粒子化転移装置を所持していましたので』

『――貴官の能力と装備を鑑みれば転移装置を使われる前に捕縛は可能だったはずだ』

『……』

『――なぜわざと逃がした？』

　さて、困りましたねこれは。言い逃れできる状じよう況きようではなさそうです。

　屁理屈でしたら二十パターンほど思いつくのですが、それで誤ご魔ま化かしきれるかどうかは、どの選せん択たく肢しを選んでも五十パーセントを切るといったところ。

　どうしたものでしょうか……。

『――貴官が故意に敵性因子を見逃したとなれば、これは重大な命令違い反はんである。任務への適性がないと判断されれば、即刻この任務から解任す』

『――はーい。そこまで』

　その時、本官と上官以外の第三者が会話ログに割り込んできました。

　表示されるのはただの文字列に過ぎませんが、これは……。

『博士ですか？』

『――ぴんぽーん。さすがは私の娘むすめ。すぐに分かったわね』

　間ま違ちがいありません。このおちゃらけた感じは本官やエルの生みの親である博士です。

『――博士。いかに『機関』の幹部といえど、このような不作法は』

『――何を平静取り繕って誤魔化しにかかってんの？　とっくにネタは上がってんのよスカタン』

　ネタ？　誤魔化すとはいったい何のことでしょう？

『――テメエらが『機関』裏切ってエルを拐かして、あの娘こを暗殺者に仕立て上げたのはとっくに分かってんだよ』

『――』

『――よくも私の娘を利用してくれたな根腐れ野郎。今から三秒以内に制圧部隊がそこに行くから首洗って待ってろ』

『――待』

　そこで上官からの通信が途絶えました。

『――ったく、クズどもが』

『博士。どういうことなのですか？』

『――ご覧の通りよ。いつまで経たっても人間ってのは一枚岩になれないってことね。どんな鼻薬を嗅がされたのかはあとで追つい及きゆうするとして、エルちゃんを保護居住区画から連れ出して、どこぞの黒幕に引き渡したのはあいつら』

『なるほど。ではエルをこの時代に送ったのも？』

『――一枚嚙かんではいると思うわ。けど無む謀ぼうよね。時空渡航装置はそんな簡単に扱える代物じゃないっつーの。常に流れる時間の遡航尺度を計算しつつ、世界線の確定、四次元的な座標固定、事前計算に加えてリアルタイムでやらないといけない緻密な作業がどんだけあると思ってんだか。私以外にまともに扱えるわけないじゃんねー？』

『そうですね。ですが、得心がいきました』

『――何が？』

『今回の特別任務の件です』

　あれはおそらく本官を烈れつ火かさんの周囲から遠ざけて、暗殺をしやすくするための措置だったのでしょう。エルも「こっちへ来て即遭遇なんて想定外だった」と言っていましたし、最初は離はなれたところに転移してきて、本官が特別任務のために烈火さんの傍そばを離れたタイミングで暗殺するつもりだったに違ちがいありません。

　特別任務の期間が「夏休みが終わるまで」と随ずい分ぶん長く設定されていたのは、博士の言うように「黒幕」側に時空渡航装置を完かん璧ぺきに扱う技術がなかったからでしょう。「だいたいこの辺」程度の精度でしかエルを過去に送れなかったため、あのような指示になったのでしょうね。「何月何日何分」にピタリと転移させられるなら、その時にだけ本官が烈火さんの傍からいなくなるよう排除すればいい話ですから。

　結局、時空渡航装置を不完全にしか使いこなせないことが全ての仇となって、彼かれらの計画は失敗したようですが。

『とりあえず、状況はだいたい把は握あくできました。ちなみに『黒幕』の正体は分かっているのですか？』

『――それがそっちはどうにもね。尻しつ尾ぽすら掴めてないのよ。『機関』も全力をあげて調査してるんだけど』

『仕方ないですね』

　上官もとい元上官の方々の手引きがあったとはいえ、『機関』からエルの行方を完璧に隠かくし続けられたような奴らですからね。そう簡単に正体を掴むことはできないでしょう。

『了りよう解かいしました。そちらの調査は博士たちにお任せしますよ。本官は引き続き任務を続行します』

『――ほいほい。ああ、そういえば私もアールちゃんにひとつ聞きたいことがあったのよ』

『何ですか？』

『――アールちゃんはどうしてエルちゃんを逃がしたのかな？』

『……』

『――ああ、もちろん責めてるわけじゃないのよ？　あくまで純粋な疑問。エルちゃんはアールちゃんの目の前にいて、あなたには彼女を捕まえるだけの能力があった。どうして？』

『……経けい緯いは不明とはいえ、エルは多少なりとも『黒幕』に手を貸し、『機関』を裏切りました』

　博士に誤魔化す必要はないと判断し、本官は本音を語ります。

『その上、本官はエルの説得に失敗して、彼女は未だ頑なに烈火さんと敵対しています。そんな状態の彼女を捕縛すれば、『機関』は相応の処置を科すと推測されます』

『――だから、せめてエルちゃんを完全に説得して、最低でも自分から『黒幕』について『機関』に情報提供してくれる状態になるまで、彼女を捕らえるのは先延ばしにしたかった？』

　本官は特に返事をテキスト化しませんでしたが、博士はこちらの答えを察してくれたようです。

『――うん。分かった。それじゃあ未来こつちの説得は私に任せて、アールちゃんはエルちゃんの説得をお願いね。ああ、少しなら家出娘にお仕置きしてもいいわよ。お母さんが許す』

　本官は苦笑いしながら『了解しました』と返事をし、『ところで』とつなげます。

『本官もひとつ博士にお聞きしたいことがあります』

『――うん？　何々？』

『確か事前教育の段階で烈火さん……男性の意識を女性へ向けるには『胸』の魅み力りよくを知らなければダメと言われて、博士にいろいろな映像教材を見させられましたが』

『――そうねー。たくさん見せたわねー。アールちゃんも最初興味なさげだったけど、段々食い入るように見始めて、ついには私のおっ』

『そこはどうでもいいので省きますが』

　博士が思い出話に浸ろうとしたのでさくっと阻止します。

『それで映像教材を見させられた本官が『なぜ本官の胸は平らなのですか？』と質問したら、博士は『観測者のアールちゃんの胸がもし大きくて魅力的だったら、対象の波なみ乱だれ烈火が悶々としちゃうかもしれないでしょう？』と答えました』

『――答えたわねー』

　その答え自体は納なつ得とくできるものです。本官の任務は烈火さんに『本官以外のヒロイン』を選び、未来を救ってもらうことなのですから。本官に対して性的欲求を持たれては任務に支障が出ます。

　ですから、その時はなるほどと頷うなずいたのですが。

『しかし、先日接触したエルの胸囲は本官より二センチも大きく設定されていました』

『――あらま』

『あらま、ではありません。精査にスキャンした数値なので間違いないです。どういうことなのですか？　エルも元はといえば本官と同じ任務に就つく予定だったはずです。なぜこのような差が』

『――アールちゃんもお年とし頃ごろだったのねぇ。そんなこと気にするなんて』

　はい？　何を言ってくれちゃってるんですか、このお母さん野郎は。

『気になんてしていません。ただ本官はなぜこのような設計上のミスが起こったのかと問いただしているだけです』

『――ミスなんてないわよ。単にエルちゃんが成長したんじゃないの？』

『キクルムは人工生命体です。成長するわけが』

『――人工生命体だって成長するわよ。でなきゃ、そんなことを気にしてしまうアールちゃんの〝心〟だって芽生えないでしょう？』

「―――！」

　そんなはずないのですが、あまりにも断言してくるので、つい反論するのを忘れます。

　そういえば……エルは同じキクルムなのに、随分と情緒豊かだったような気もします。あれはつまり、〝育った〟、ということなのでしょうか？

『――それにしても胸の大きさが気になるなんて、アールちゃんも思春期なのかしら？』

『本官はまだ二歳ですよ』

『――ふふっ。何にしてもアールちゃんも前より感情豊かになってきたみたいね。おまけにやさしい子に育ってくれたみたいでうれしいわ』

　テキストの向こうから、こちらを慈しむような空気が伝わってきます。

　やはり空気というのは時空を超ちよう越えつできるようです。

『貴女の娘ですから』

　本官は未来へ向けてメッセージを送ります――精いっぱいの親愛の心を込めて。

『――それじゃっ、元気でやりなさいよね』

『博士もご自愛くださいね』

　その通信を最後に半透明のディスプレイが消失します。

「さて……」

「ん？」

　久しぶりに自分の口から出した声に、ベッドの上でマンガを読んでいた烈火さんが反応します。

「どうかしたのか？　アール」

「いいえ、何でもありません。ただ――」

　本官は烈火さんの顔を見ながら答えます。

「――これからも頑張ろう。そう思っただけですよ」

―了りよう―







あとがき







　夏休みですら休めないハラハラな日々をお届けする修羅場リアンラブコメ第九巻となります。八巻から続なめこの方はお久しぶりです。九冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　七・八巻も時期的には夏休みでしたが、今回はちゃんとした高校生らしい夏休み回です。具体的には野球とか合宿とか妖怪退治とか夏祭りとか、あとはプールとかプールとかプールとか。

　今回は前回の水着回（五巻）ではお見せできなかったヒロインたちの水着も盛りだくさんでした！　今回も和わた狸ぬきさんに素敵な水着の数々をデザインしていただきました（少々わがままを言って水着イラストを増やしていただいたりも……）。アール曰いわく「ラスボス」なあのキャラの水着も入っていて作者的に大満足です。まだ読んでらっしゃらない方は早速中身をチェックしてみてくださいね！

　それと今作リトル黙示録九巻でなめこ印の著作十冊目を数えることとなりました。このあとがきを書いている時に気がついて、少々感慨深いものを感じました。それもこれも応援してくださっている読者の方々のおかげです。本当にありがとうございます。

　リトル黙示録も一巻を出した当初は様々な方面から「これ続けられんの？」と疑問視されましたが、なんだかんだで……えーと、二年くらい？（曖昧）シリーズを続けられています。それもこれも（以下略）。

　ではではこの辺りで恒例の謝辞を。まずは和狸ナオ様、リトル黙示録シリーズが続けられるのも、毎回多種多様で魅力的なキャラクターデザインを和狸様にしていただけるからです。それと前半にも書きましたが今回も素敵な水着イラストをはじめ、夏休みの諸々のイベントシーンを最高の形でイラストにしていただきありがとうございます。

　担当の南部様にもデビュー当初からお世話になりっぱなしです。本当にありがとうございます。またコミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、リトル黙示録シリーズを支えてくださっている読者の皆様、いつも本当にありがとうございます！　どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　それと最後にちょっとばかり宣伝を。実は今度からリトル黙示録シリーズと並行して、富士見ファンタジア文庫様の方で新シリーズを始めさせていただくこととなりました。イラストを担当していただけるのは、エッチでかわいくてそしてカッコいい美麗イラストを描かれることでお馴染みのよう太様になります。おそらく来月の十月に第一巻が発売されるかと思います。そのほかの続報につきましては富士見書房様の公式ホームページ・ツイッター・ドラゴンマガジンなどでチェックしていただければと思います。今後はあちらのシリーズも、どうかよろしくお願いいたします。

　それではまた次巻にて。烈火たちの修羅場な日々も二学期に突入です。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

なめこ印先生／和狸ナオ先生
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